
4－1．StoawithWingsatThasos  

第4章 ギリシア本土以外に建設されたヘレニズム期翼付ストの設計法  

4－1．タリスの翼付ストアの設計法  

4－1－1．はじめに   

タソスは、エーゲ海の北の端に浮かぶ島にあり、紀元前7世紀、パロス島のイオニア人により植民さ  

れた都市である1）。この都市のアゴラに、ヘレニズム時代初期（紀元前330－320年噴）ユ）、翼付きストア  

が建設された。このストアには、翼部正面、中央部ともに3柱間しかなく、正面において全体の長さが  

スタイロベイト上で約20mという小規模なものであった。このストアとほぼ同じ噴に、フィリップのス  

トア（紀元前340－330年噴建設）がメガロポリスに建設されている。フィリップのストアは、タソスの  

ストアと同じく翼付ストアではあるものの、正面長さが約156mもある、かなり巨大なストアである。タ  

ソスとメガロポリスの翼付ストアの相違点は、その規模もさることながら、中央部柱間寸法と翼部柱間  

寸法との比例関係が全く異なっていることである。   

フィリップのストアや、最初の翼付きストアであるアテネのゼウスのストアでは、中央部柱間寸法と  

翼部柱間寸法との比例関係が3：2となっている。これらのストアでは、中央部柱間上にトリグリフとメ  

トープのパターンが3つずつ配される3メトープ式が採用されており、翼部柱間上にはトリグリフとメ  

トープのパターンが2つずつ配される2メトープ式が採用されている。中央部と翼部において同寸法の  

トリグリフ・メトープが配置されているので、中央部柱間寸法と巽部柱間寸法の比は必然的に3：2とな  

る。  
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4－1．StoawithWingsatThasos   

ところがタソスの翼付きストアのフリーズは、中央部で3メトープ式、翼部では2メトープ式となっ  

ているにもかかわらず、中央部柱間寸法と巽部柱間寸法の比は3：2となってはいない。従って、タソス  

の翼付きストアの設計は、フィリップのストアやゼウスのストアとは、根本的に異なった方法でなされ  

たと考えられる。本節では、中央部と巽部でトリグリフ・メトープが異なった寸法として割り出される  

過程を辿りながら、タソスの翼付きストアの設計法に閲し考察する。   

タソスの巽付きストアの各部寸法は、各部のトリグリフ幅、メトープ幅、及び、中央部柱間寸法を除  

いて、マーティンの発掘報告書3）より待るか、それらの寸法を使用し加減算で求めた。中央部柱間寸法  

や、各部のトリグリフ幅、メトープ幅については、クールトンの論文に示された寸法値を採用した。クー  

ルトンは、マーティンの報告書が出版された後にこのストアのフリーズに関して明らかになった新事実  

に基づき、上記寸法を復元している4）。なお、各部寸法及び各部を表す記号は、表4－1－1（A）（B）欄に  

記す。また、主要な各部を表す記号は、図4－ト15）、図4tl－2にも示した。  

4－1－2．各部寸法間に見られる特徴的な比例関係   

各部寸法相互の比をつぶさに計算した結果、幾つかの特徴的な比例関係があるのが分かった。前述し  

たとおり、このストアでは、翼部正面においては2メトープ式、中央部では3メトープ式のフリーズが  

採用されているにもかかわらず、巽部柱間寸法（IW）と中央部柱間寸法（Ⅰ）との間には、通常見られ  

るような2：3という比例関係が無い。  

Ⅰ  ＝13侶IW  （差0．0似m）  
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4－l．StoawithWingsatThasos  

そのかわり、各柱間と、それぞれの柱間の上部に置かれたトリグリフ幅との間に、非常に特徴的な比例  

関係が見られた（表4－1－5参照）。  

TW（翼部正面のトリグリフ幅）   ＝1ノ5IW  

TC（中央部のトリグリフ幅）  ＝2／15I  

TP（突出部内側のトリグリフ幅） ＝1／5P画  

（差0．008m）   

（差0．003m）   

（差0．（氾5m）  

2メトープ式のフリーズを持つ翼部で、トリグリフ幅（TW）が翼部柱間寸法（IW）の1／5であれば、ト  

リグリフ幅とメトープ幅（MetW）の間には2：3という比例関係が成立する。同様に、3メトープ式の  

フリーズとなっている中央部で、トリグリフ幅（TC）が中央部柱間寸法（Ⅰ）の2／15であれば、ここで  

もトリグリフ幅とメトープ幅（hIetC）の比は2：3となる。   

突出部では、突出長さ（h句）が柱間寸法となる。クールトンは、突出部内側のフリーズの入り隅部  

のメトープにはフルサイズのメトープ（MetP）が使用されたと考え6）、  

n句  ＝2×汀P＋MetP）  

と復元している。従って、トリグリフ幅（TP）が突出長さ（打句）の1／5であるから、突出部のフリー  

ズにおいても、トリグリフ幅とメトープ幅（MetP）の比が2：3となる。   

これらの比例関係は、トリグリフとメトープの幅が、それぞれの箇所でその比が2：3となるように、  

それぞれの箇所における柱間寸法から算出されたことを示している。このことは、ストア正面全体にお  

けるトリグリフ幅の均一性より、各部におけるトリグリフ幅とメトープ幅の比例関係が重要であったこ  

とを示してもいる。   

次に、翼部柱間寸法（IW）とストア長さ（L）、翼部幅（W）との間に、下記の比例関係が見られた。  

（差0．（犯9m）   

（差0．（氾1m）  

L  ＝103／10IW   

W  ＝33／10IW  

巽部柱間寸法（IW）と翼部幅（W）の関係式は、アテネのゼウスのストアや神殿などでも見られるよう  

に、翼部柱間寸法（IW）を基準寸法として翼部幅（W）を決定する設計法を示すのである。従って、翼  

部柱間寸法（IW）とストア長さ（L）の関係式は、翼部幅（W）の設計法が、そのままストア長さ（L）  

の寸法決定に適応されたことを示していると考えられる。この方法で設計が進められた場合、中央部柱  

間寸法（Ⅰ）が、どの様にして決定されたかが問題となる。   

また、中央部柱間寸法（Ⅰ）と、平面上の各部寸法との間には、以下のような単純な比例関係がみられ  

た。  

（差0．005m）   

（差0．010m）   

（差0．018m）   

（差0．033m）  

L  ＝71／2I   

W  ＝22／5I   

DpW  ＝31／4I   

n句  ＝2ノ3Ⅰ  

これらの比例関係は、中央部柱間寸法（Ⅰ）を基準寸法として、ストア平面上の主要な寸法が決定された  

設計過程を暗示している。この方法で設計が進められた場合、翼部柱間寸法（IW）と、翼部における隅  
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4＿1．StoawithWingsatThasos  

Tc7bJe4－1－l．Proportionbe†weenuni†qndec）CheIemen†on†hepIcln  

（A）  （B）  （C）  （E）  

elements  
Symbol   meaSuIe． m  PropG血on   

（）  de良一ence （m）   

PropoItion   
de托rence （m）   

OverallLengthwithEuthynteria  OEL   21．335  ＝Ca．11IW   0．105  ＝Ca．8Ⅰ   0．135   

0ヽ・erallWi血hofWings  
OEW   7．85  ＝Ca．4IW   0．130  ＝Ca．3Ⅰ  ＿0．100  

Wi血Eutllynteda  

OvelallWidthorCentralPa止   
OEC  5．635  －0．155  

WithEuthynteda  

Overal1DepthofWings   
OEDpW  9．355  ＝Ca．31／2Ⅰ  0．080  

WitbE山hynteria  

0vtlallDeptborCentlalPa正   
OEDpC  7．5S   －0．140   

Wi血Euthl・nteda  

0vモーallLengtb   OL   21．07  ＝Ca．11Ⅳ   －0．160  亡Ca．8Ⅰ   －0．130   

OYerallWi血hofWi叫声   OW   7．57  ＝Ca．4IW   －0．150  ＝Ca．27侶Ⅰ   －0．049   

OverallWidthofCentralPart   OC   5．93  ＝Ca．3IW   0．140  ＝Ca．21ノ4Ⅰ   －0．032   

OYerallDepthorWings   ODpW   9．23  ＝Ca．43／4IW   0．063  ＝Ca．31／2Ⅰ   －0．045   

0ヽ■erallDepthorCentralPa止   ODpC   7．4！  ＝Ca．33／4IW   0．193   

LengthontbeStylobateorStoa  L   19．87  ＝103／10IW   －0．009  ＝71／2Ⅰ   －0．005   

WidthontheSり，lobateofWings  6．37  0．001  0．010  

LengthontheStyIobate   
C  7．13  

OrCentl山Pa止  

Depth of Wings DpW  8．63   －0．055   0．018   

DeptborCe11tralPa正   DpC   6．83  ＝Ca．31／2IW   0．075   

AxialDistancebetweenangle   
CA   7．95  ＝Ca．4IW   0．230  ＝3Ⅰ   0．000   

ColumnatCentraIPart  

P一句ectionorWings   P画   1．80  ＝15／16IW   －0．009  ＝2／3Ⅰ   0．033   

AxialIntelCOlummiation  
2．65  ＝13／8IW   －0．0（河  ＝unit  0．000  

戚Cent一山Pa正   

Axial Intercolumniation at Wings IW 1．93  ＝unit   0．∝IO   

AJlgIeAxialIntercolumniation  
IWA   1．81  ＝15／16IW   ＝2／3Ⅰ  0．043  

atWings  
Distance from second Column Axis 

IA   2．ヱ2  ＝13／20IW   0．001   
toed巳eOrStYlobate  

Distance丘omColumnAxis   
SA  0．41  －0．019  

bed呈亡0†Sりlob瓜e  

Stylobate Width S  0．795  ＝3／10Ⅰ   0．000   

LowerDiameterCoIu血n  D  0．745   －0．027  

AnglcContractionatWings   AC   0．12  

Width of Crepis CleW   0．30  ＝1／9Ⅰ   0．00る   

Wid也ofEutbynteda   
EutWos  0．132  

atoutersideorlⅣi叫S  

Wi血borEutbynleria   
EutlⅣis  

atinnersideofWin文S  
0．148  

Wi血bofEutbynteda   
EutWwf  0．125  

如丘ontofWi噸S  

Wi血bofEutbynteda   EⅦtWcr   0．155  
at丘ontofCentralPart  

WidthofToichobateatsidewall  0．008  

WidthofToichobateatrearwal1   

柱間短縮がどの様になされたかが、重要な問題となってくる。   

この他、基準寸法を介せず、スタイロベイト上での主要な各部寸法が、相互に単純な比例関係を示し  

ているものが幾つかある。例えば、ストアの両端にある円柱の心々間距離（u、所謂、ストアの列柱長  
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4－1．StoawithWingsatThasos  

さ）と、翼部幅（W）との間には、  

LA  ＝3W  （差0．060m）  

という比例関係が見られる。しかし、この比例関係からは、翼付きストアのスタイロベイト平面の形状  

を決定することが出来ないし、誤差も幾分大きい。また、ストア長さ（L）と中央部列柱長さ（CA）と  

の間には、  

L  ＝21／2CA  （差0．005m）  

という比例関係が見られる。しかし、CA＝3Ⅰであることから、  

L  ＝21ノ2CA  ＝（21／2）×（3Ⅰ） ＝71／2Ⅰ  

と中央部柱間寸法（Ⅰ）との比例関係で説明できる。   

従って、本節では、翼部柱間寸法（IW）、若しくは、中央部柱間寸法（Ⅰ）を基準寸法とする設計過程  

について分析することにする。  

4－1－3．翼部柱間寸法を基準寸法とする平面設計過程   

設計の初期値として最も可能性が高いのは、全体規模であろう。1fbotの長さが、0．295m～0．330m  

の間にあると仮定すれば、スタイロベイト上でのストア長さ（L）は、60．21ft～67．36rtとなり、初期値  

に相応しい寸法が見いだせない。ところが、基壇を含んだストアの長さ（OL）は、63．85ft～71．42ftで  

あるので、設計の初期値としては70ftが考えられる7）。通常のストアでは、スタイロベイト以下の基壇  

は正面のみ築かれる場合が多い。しかし、タソスの巽付きストアでは、背面を除き3方にユーティン  

テリアと2段のクレビスが巡らされている。従って、このストアの場合、初期値としてスタイロベイト  

上の寸法ではなく、2段のクレビスを含んだ長さとして設計が始められた可能性は十分考えられる。そ  

こで、設計初期の段階で、基壇を含んだストアの長さ（OL）が70魚と構想された場合の設計過程につ  

いて検討する。   

巽部柱間寸法（IW）と、ストア平面上の主要な各部寸法との比例関係を、表むト1の（C）（D）欄に  

示している。基壇を含んだストア長さ（OL）と翼部柱間寸法（IW）との比例関係は、誤差が大きいも  

のの、OL＝11IW（差0．160m）となっている。従って、巽部柱間寸法（ⅠⅥりは下記の計算から導き出  

されたと考えられる。  

IW  ＝70丘ノ11  ＝64／11ft  →63侶丘or65／16爪  

64／11鋸ま6ft5餅11血叫・1であるから、古代の尺度で表記可能な63ノ8ftもしくは65／16rtの、いずれか  

の長さに丸められる。ここでは、先ず、IW＝63／8rtの場合について分析を進める。   

ストア長さ（L）は、翼部柱間寸法との比例関係で求められるから、下のようにして算出される。  

L  ＝103／10IW  ＝6553／80ft  →652／3ft  （差0．000m）  

このとき、1footの長さは0．30259mとなる8）。同時に、第二柱位置寸法（IA）は、必然的に下記のよう  

になる。  
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4－1．StoawithWingsatThasos  

Tclb［e4－l－2．Ancien†f00†ofeQCheJemen†on†heprQn（lf00†＝0．30259m）  

（A）   （B）   

（C）  

1fbot＝0．30259m   
（D）  

仰）   Symbol  hイeasule．  AncientFoot    de良一ence 四   Process of Calculation 

OEL   21．335   701ノ2   0．002  ＝OL＋EutW－＝705渦魚→701／2R   

OEW   7．g5   2515／16   0．002  ＝01Ⅳ＋EutW’＋EutlⅣos＝2515／16n   

OEC   5．635   18 5ノ＄   －0，001  ＝OEL－20EW＝1g3′78魚   

OEDpW   9．355   3015／16   －0．006  ＝ODpW＋EutWl一食＝3015716魚（？）   

OEDpC   7．58   251ノ16   －0．佃  ＝ODpC＋EutW   

OL   21．07   69 5／＄   0．002  ＝L＋4CleW＝692／3ft一◆695／8魚   

OW   7．57   25   0．005  ＝W＋4CreW＝251／24氏→25R   

OC   5．93   19 5ノ8   －0．00＄  ＝OL－20W’＝195／8魚   

ODpW   9．23   301／2   0．001  ＝DpW＋ヱCleW＝301／ヱ魚   

ODpC   7．43   24 9／16   －0．002  ＝DpC＋2CreW＝249／16R   

L   19．87   65 2／3   0．000  ＝103／10IW＝6553／＄0托→652／3R   

W   6．37   211／24   0．003  ＝IlⅣ＋2ⅠÅ＝211／24魚   

C   7．13   23 7／12   －0．006  ＝L－21Ⅳ＝237／12魚   

DpW   8．63   2gl／2   0．006  ＝41／2IW＝2＄11／16魚→281／2 

DpC   6．＄3   22 9／16   0．003  ＝DpW－Prqj＝229／16魚   

CA   7．95   261／4   0．007  ＝3Ⅰ＝261／4魚   

P画   1．80   515ノ16   0．003  ＝IWA ＝523／24托一◆515／16R   

2．65   ぎ 3／4   0．002  ＝＄7ノ9氏→83／4R   

IW   1．93   6 3絹   0．001  ＝70魚／11＝64／11→63個食   

m   1．＄1   6   －0．006  ＝lA－SA＝6R   

2．22   71ノ3   0．001  ＝13／20IW＝753／160魚→71／3魚   

SA   0．41   11／3   0．007  ＝2／9IW＝15／12n一◆13個食→11／3允   

S   0．795   2 5／8   0．001  ＝2SA＝三三／3R→ヱ5相良   

D   0．745   2 7／16   0．007  ＝2／5IW＝211／20魚一◆21／2ft→27／16ft   

AC   0．12   3侶   0．007  ＝IlⅣ－m＝3ノ8氏   

CTeW   0．30   ＿0．脇  ＝（70fトL）／4＝11／12R→1魚   

EutⅥ70S   0．132   7／16   0．000  ＝（OEL－OL）／2＝7／16托   

ElltWis   0．148   1／2   －0．003  EutW＝CreW／2＝1／2R   

EutWwr   0．125   7／16   ＿0．007  EutlⅣ＝CreW／2＝1／2魚→7／1（iR（？）   

EutⅥf   0．155   1／2   0．（XI4  EⅦtW＝CreW／2＝1／2魚   

ToiW（Side）   0．835   2 3／4   0．tXB  ＝2×（設計途中のSA）＝23〃允   

ToilⅣ（Iear）   0．§5   213／16   ＿0．001   

∫〟用♪伸rg〝Cg∫（d如0払おγα血叫  0．JJ∫  

IA  ＝13／20IW  ＝（L－8IW）／2  ＝71i3ft  （差0．001m）  

従って、翼部幅（W）も下記のようになる。  

W  ＝33／10IW  ＝IW＋2IA  ＝211／24ft  （差0．003m）   

次に求められるべき寸法は、スタイロベイト端から円柱中心までの距離（SA）、即ち、柱位置寸法で  

ある。表4－1－1（C）に示されるとおり、この距離は翼部柱間寸法と下記の計算式で示されるような比例  

関係となっている。  
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4－1・StoawithWingsatThasos  

SA  ＝2／9IW  ＝15／12ft  →13／8ft  

中央部長さ（C）は、ストア長さ（L）から翼部幅（W）の2倍を引いて算出される。  

C  ＝L－2W  ＝237／12ft  （差0．006m）  

従って、中央部列柱長さ（CA）は、中央部長さ（C）に柱位置寸法（SA）の2倍を加えた長さになる。  

CA  ＝C＋2SA  ＝261／3ft   

ここで、中央部柱間寸法（Ⅰ）を計算すれば、87／9ftとなるが、中央部円柱を正確に設置するために、こ  

の寸法は古代尺で計測可能な数値に丸められたと考えられる。  

Ⅰ  ＝CA／3  ＝261ノ3ft÷3  

＝87／9ft  →83／4ft   

これに伴い、中央部列柱長さ（CA）は、  

CA  ＝3Ⅰ  ＝261／4ft  

（差0．002m）  

（差0．（氾7m）  

となる。従って、261／4rト261ノ3rt＝－1／12軋 即ち、中央部列柱長さ（CA）は1／12ftだけ、最初の計  

算より短くなった。これは、柱位置寸法に吸収され、柱位置寸法（SA）は中央部列柱長さ（CA）が短  

くなった寸法の1／2（＝1／24n）、短い寸法とされる。  

SA  ＝13侶fト1／24ft  ＝11／3rt  （差0．（氾7m）  

翼部端の柱間寸法（IWA）と巽部の隅柱間短縮量（AC）は結果的に下記のようになる。  

rwA  ＝523／24ft＋1／24ft  ＝6ft．  （差0．∝妬m）  

AC  ＝5／12魚－1／124魚  ＝3侶魚  （差0．（対7m）   

翼部の奥行（DpW）についても、DpW＝Ca．41／2IWという比例関係が成立していることから、翼部  

柱間寸法（IW）との比例計算で求められたと考えられる。ただ、翼部奥行については、比例関係におい  

て特に正確さを求められる理由がないので、より単純な古代の尺度で表記できる寸法に丸められたと考  

えられる。  

DpW  ＝41／2IW  ＝2811／16ft  E＄281／2ft  （差0．（X帖m）  

翼部突出長さ（托句）は翼部端の柱間寸法と同寸法として意図されたが、古代の尺度で表記できる、即  

ち、施工しやすい寸法に丸められたと考えられる。中央部奥行（Dp）は翼部奥行から翼部突出長さ（n両）  

を引いて算出される。  

Prqj  ＝IWA  ＝523／24ft  →515／16ft   （差0．003m）  

DpC  ＝DpW－Pr句   ＝229／16ft  （差0．003m）   

円柱下部直径（D）の寸法が、翼部柱間寸法との比例関係から導き出されたとすれば、以下の2通り  

の過程が考えられる。一つは、単純に翼部柱間の3′′8倍として算出される場合である。  

D  ＝3／8IW  ＝225／64ft  →27／16ft  （差0．007m）  

他の方法として考えられるのは、翼部柱間の2／5倍として計算される寸法決定の過程である。この場合、  

先ず、翼部柱間の2／5倍として円柱下部直径が求められる。次に、柱位置寸法（SA）が、当初の計画よ  

り1／24rt短くなっているので、これに見合う分だけ、円柱の直径も縮められたと考えられる。即ち、1／  

－  105 －   



4－1．StoawithWingsatThasos  

24ftの約2倍である1dactyl円柱の直径が縮められ、最終的な円柱下部直径（D）が決定された。  

D  ＝2／5IW  ＝211i20ft  →21i2ft  

→21ノ2rt－1ノ16rt ＝27／16ft  （差0．007m）  

この2通りの寸法決定の過程のうち、何れが採用された方法として可能性が高いか、この時点では判断  

が難しい。   

次に、基壇を含んだストア平面の各部寸法について考察する。クレビス幅（CreⅥr、クレビスの踏面）  

は、当初の計画寸法である基壇を含んだストア長さ（70rt）から、スタイロベイト上でのストア長さ（L  

＝652／3ft）を引き、これをクレビス数の総計である4で割って求められたと考えられる。計算結果は  

11／12ftとなる。最終的なクレビス幅は、1／12ftという端数が単純に切り捨てられ、CreW＝1ftとされ  

たと考えられる。  

CreW ＝（70ft－L）／4  ＝11）！12ft  ⇒1ft  （差0．003m）  

従って、基壇を含んだストア平面の各部寸法は、長さ方向に関しては、左右共に2段のクレビスが置か  

れているから4CrepWが加えられ、奥行方向においては正面のみに2段のクレビスが配されているから  

2CrepWが加えられる。  

OL  ＝L＋4CreW  ＝692i3ft  

OW  ＝W＋4CreW  ＝251j24ft  

（差0．001m）   

（差0．002m）  

ODpW ＝Ih）W＋2CreW ＝301／2ft  

ODpC ＝DpC＋2CreW ＝249／16ft  

計算の結果、基壇を含んだストア長さ（OL）や翼部幅（OW）は、古代の尺度では表記できない寸法と  

なる。基壇寸法は、スタイロベイト上の寸法よりは、寸法の厳密性が要求されず、施工しやすい寸法に  

丸められたと考えられる。  

OL  ＝L＋4CreW  ＝692！3ft  一→695／8ft  （差0．002m）  

OW   ＝W＋4CreW   ＝251！24ft  →25ft  （差0．005m）   

ユーティンテリアの踏面幅（BltW）は、クレビス幅（CreW）の1／2として、1，／2ftが算出されたと思  

われる。  

BltWis（翼部内側）  ＝CreWi2  ＝1！2ft  （差0．003m）  

htWcf（中央部正面）   ＝CreW／2  ＝1／2ft  （差0．004m）  

従って、ユーティンテリアを含んだ各部の平面寸法は以下のように計算できる。  

OEL（ストア長さ）  ＝OL＋2mltW  ＝705／8ft  

OEW（巽部幅）  ＝0Ⅵr＋2EutW ＝26ft  

OEDpW（翼部奥行）   ＝ODpW＋EutW ＝31ft  

OEDpC（中央部奥行）   ＝ODpC＋EutW ＝251／16ft   （差0．004m）  

ところが、ユーティンテリアを含んだストア長さ（OEL）は、705／8ftではなく、実際は701／2爪となっ  

ている。ユーティンテリア上でも、計算結果の寸法を厳密に実現することより、施工しやすい寸法が採  
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Tclble4－l－3．Ancien†f00†ofeqchelemen†on†heplqn（lfoo†＝0．30569m）  

A）   （B）   （C）  

1fbot＝0．30569m   
（D）  

（丘）   

Symbol   hノIeasure．  AncientFoot   de托rence 四   Process of Calculation 

OEL   21．335   69 7ノ8   －0．025  ＝OL＋2EutWos＝697侶托   

OElⅣ   7．85   25 374   ＿0．022  ＝OW＋2EutW＝2513ノ16銃→253／4氏   

OEC   5．635   18 3躇   0．018  ＝OEL－20EW＝183侶魚   

OEDpW   9．355   3011～／16   －0．026  ＝ODpW＋EutⅥ711イ＝3011／16ft（？）   

OEDpC   7．58   24 7溜   －0．024  ＝ODpC＋EutW＝247／岩魚   

OL   21．07   69   －0．023  ＝L＋4Cre’Ⅳ＝69氏   

OTI: 7．57   2413ノ16   －0．015  ＝1Ⅳ＋4CleW＝2413ノ16魚   

OC   5．93   19 3摺   0．007  ＝C－4CreW＝193娼丘   

ODpW   9．23   301／4   －0．017  ＝DpW＋2CreW＝301ノ4托   

ODpC   7．43   24 3ノ8   －0．021  ＝DpC＋2CreW＝243／8魚   

L   19．＄7   65   0．000  ＝103ノ10IW＝653／1（iO氏→65氏   

W   6．37   2013／16   0．008  ＝IW＋2IA＝2013／16且   

C   7．13   ヱ3 3／8   －0．016  ＝L－2W＝233．／8丘   

DpW   8．63   281．／4   －0．006  ＝41／2IW＝2813沼2丘→281／4丘   

DpC   6．83   22 3侶   －0．010  ＝DpW－p一句＝223溜凡   

CA   7．95   26   0．002  ＝3Ⅰ＝26丘   

Prqj   1．gO   5 7侶   0．004  ＝IWA＝55．り氏   

2．65   8 2ブ3   0．001  ＝817／24IW→13ノSIW＝82／3氏   

IW   1．93   6 5／16   0．000  ＝70魚ノ11＝64∫／11氏→65／16魚   

IWA   1．81   515／16   －0．（X）5  ＝m－SA＝515／16氏   

IA   2．22   71／4   0．004  ＝13／20IW＝1S3／320丘→71ノ4R   

SA   0．41   15ノ16   0．（）09  ＝2ノ9IW＝129／72丘一◆13ノ8侃→15／16R   

S   0．795   2 5侶   －0．007  ＝2SA＝25娼魚   

D   0．745   2 7／16   0．000  ＝2／5IW＝211／20魚→ユ7／1（i托   

AC   0．12   3侶   0．005  ＝IW－IWA＝3／8氏   

CreW   0．30   －0．006  ＝（11×IW－L）／4＝17／64氏→1魚   

EutWos   0．132   7／16   －0．002  ＝OElⅣ一OWtEutWis＝7／16托   

EutWis   0．148   1／2   －0．005  ＝CreWノ2＝1／2魚   

El止Wwr   0．1ヱ5   7／16   －0．009  ＝CreW／2＝1／2良一◆7／1（i魚（？）   

EutWcr   0．155   1ノ2   0．002  ＝CreWノ2＝1ノ2氏   

ToiW（Side）   0．＄35   2：封4   －0．006  ＝2×（設計途中のSA）＝23／4ft   

ToiW（reaI）   0．85   2 3／4   0．009   

∫〟椚♪d脾rg〝Cg∫（α如0払おV（血叫  0．jJ2  ∫〟門扉αわ∫0加evαん‘e∫   

用されたと考えることができる。  

OEL  ＝OL＋2EutW  ＝705／8ft  →701／2ft  （差0．002m）  

これは、ストアの側面のユーティンテリアの踏面幅（EutWos）が、それぞれ1dactyl縮められたことを  

意味している。従って、ユーティンテリア上における翼部幅（OEⅣ）も外側のユーティンテリア踏面幅  

が1da叫71縮められることになる。  

EutWos ＝EutW一（705！8ft－701！2ft）］！2  
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（差0．000m）  

（差0．002m）   

＝EutW－1ノ16ft  ＝7ノ16n   

OEⅣ  ＝26ft－1り6ft   ＝2515／16爪  

巽部正面におけるユーティンテリア踏面幅（EutWwr）は、実際は、1／2rtではなく、7／16ftと、1ノ16  

n小さくなっている。従って、ユーティンテリア上における翼部奥行（0ⅢわW）も、31rtではなく、1／  

16ft小さい3015／16rtとなっている。これは、翼部正面におけるユーティンテリア踏面幅（EutWwr）の  

寸法が、誤って、ストア両脇のユーティンテリア踏面幅（EutWos）と同寸法として計算され施工された  

のかもしれない。  

mltWwf（翼部正面）  ＝CreW／2  

＝1／2ft  一ナ7／16爪（？） （差0．007m）■  

OEDpW＝31ft－1／16ft  ＝3015／16ft  （差0．002m）   

最後にスタイロベイト石材幅（S）とトイコベイトの幅について考察する。スタイロベイト石材幅（S）  

は、柱位置寸法（SA）の2倍として算出されたように思える。  

S  ＝2SA  ＝22ノ3ft  →25／8ft  （差0．001m）   

一方、側面のトイコベイト幅（ToiW）と襲部柱間寸法（IW）との間には、下記のような比例関係が  

見られる。  

ToiW  ＝3／7IW  ＝241／56ft  →23／4ft  （差0．003m）  

あるいは、設計の途中の段階での柱位置寸法（SA）、即ち13侶nの2倍として算出されたのかもしれな   

い。  

ToiW ＝2SA  ＝2×（13／8ft） ＝23／4ft  （差0．003m）  

トイコベイトがスタイロベイトと同じく基壇最上段の石材であることを鑑みれば、トイコベイト幅はス  

タイロベイト寸法との関連の深い、設計の途中の段階での柱位置寸法（SA）から求められた可能性が高  

いように思える9）。   

以上で、平面上の主要な寸法がほぼすべて決定されたことになる（表4一ト2参照）。ここで検証してき  

た各部寸法の算出過程は、巽部柱間寸法（IW）が65／16イtの場合でもほぼ同様に辿ることができる（表  

4－1－3参照）。しかし、提案している理論値と実測値との差を比較すれば、巽部柱間寸法を63侶魚とし  

た場合の方が小さいのが分かる。従って、基壇を含んだストア長さが70軋翼部柱間寸法が基準寸法で  

あると仮定した場合の翼部柱間寸法は、63／8ftであると考えられる。  

4－1－4．中央部柱間寸法を基準寸法とする平面設計過程   

中央部柱間寸法（Ⅰ）と、ストアの平面上の主要な各部寸法との比例関係を、表4－1－1（E）（F）に示  

す。この裏から、基壇を含んだストア長さ（OL）が中央部柱間（Ⅰ）とおよそ8：1の比例関係になって  

いることが分かる。従ってここでも、基壇を含んだストア長さ（OL）が70ftとして設計が始められた  

と仮定すれば、中央部柱間寸法（Ⅰ）は以下のように算出される。  
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TQble4－l－4．Ancien†foo†ofeqcheIemen†on†hepk］n（1foo†＝0．30278m）  

A）   （B）   （C）  

1fbot＝0．30278m   
の）  

（町   Symbol  hteasuIe．  AncientFoot   de托IenCe （m）   ProcessorCdculation   

OEL   21．335   701ノ2   ＿0．011  ＝OL＋2EutlⅣ＝705／8良一◆701／2氏   

OEⅥr   7．85   2515／16   ＿0．003  ＝OW＋EutW＋WutlⅣos＝2515／16丘   

OEC   5．635   1＄ 5侶   ＿0．004  ＝OLEt20WE＝1S5侶氏   

OEDpW   9．355   3015／16   －0．012  ＝ODpW＋EutWwf＝3015／16R（？）   

OEDpC   7．58   251ノ8   ＿0．027  ＝ODpC＋EulW＝251／＄氏   

OL   21．07   69 5侶   ＿0．011  ＝L＋4CleW＝695／8魚   

OW   7．57   25   0．001  ＝W＋4C托W＝25ft   

OC   5．93   19 5／8   －0．012  ＝C－4CreW＝195／8R   

ODpW   9．23   301／2   ＿0．005  ＝DpW＋2CleW＝301ノ2R   

ODpC   7．43   24 5ノ唱   －0．026  ＝DpC＋2CreW＝245絹代   

L   19．87   65 5／8   0．0（）0  ＝71／2Ⅰ＝655／8R   

W   6．37   21   0．012  ＝2／5Ⅰ＝21氏   

C   7．13   23 5ノ8   －0．023  ＝L－2W＝ヱ35個食   

DpW   8．63   281ノ2   0．001  ＝31／4Ⅰ＝2g7／16氏→2＄1ノ2R   

DpC   6．83   22 5／8   －0．0ヱ0  ＝DpW－P一句＝225／8魚   

CA   7．95   261／4   0．002  ＝3Ⅰ＝261／4氏   

P【句   1．＄0   5 7ノ8   0．021  ＝Z／3Ⅰ＝55／6→57個食   

2．65   ＄ 3ノ4   0．001  ＝70氏／8＝83／4氏   

IW   1．93   6 3／S   0．000  ＝61侶R＋2侶R＝63侶R   

IWA   1．＄1   6   tO．007  ＝61侶良一1／8良三6良   

m   2．22   7 5／16   0．006  ＝IWA＋SA＝75／16氏   

SA   0．41   15／16   0．013  ＝S／2＝15／16R   

S   0．795   2 5侶   0．000  ＝3／10Ⅰ＝25侶氏   

D   0．745   2 7／16   0．007   

AC   0．12   3侶   0．006  ＝2個食＋1／8氏   

C托W   0．30   －0．003  ＝ロ0氏一L）／4＝13／32R→1R   

EutWos   0．132   7／16   0．（XX）  ＝（OELtOL）／2＝7／16R   

EutWis   0．148   1／2   －0．003  EutW＝CreW／2＝1／2R   

EutlⅣwr   0．125   －0．007  EutW＝CreW／2＝1／2良一◆7り6氏（？）   

EutWcr   0．155   7／16          1／Z   0．004  EutW＝CleW／2＝1／Z氏   

ToiW（Side）   0．835   2：封4   0．002  

ToiW（rear）   0．85   213／16   ＿0．002   

∫〟川舟d伊rg乃Ce∫（α如0血おV（血叫  0．2∫j  ∫〟門扉αわ∫0山おγα血g∫  

Ⅰ  ＝70丘÷8  ＝83／4rt  

中央部柱間寸法（Ⅰ）と直接比例関係が在ると考えられる平面上の各部寸法は、下記のようになる。な  

お、この場合、1fbotの寸法は0．30278mである10）。  

（差0．000m）   

（差0．002m）   

（差0．012m）   

L  ＝71／2Ⅰ  ＝655／8ft   

CA  ＝3Ⅰ  ＝261／4ft   

W  ＝22ノ5Ⅰ  ＝21rt  
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DpW ＝31／4I  ＝287！r16ft  →281！2ft  （差0．001m）  

Pr句  ＝2／3Ⅰ  ＝55旭丘  →57／8rt  （差0．021m）  

柱位置寸法（SA）と中央部柱間寸法（Ⅰ）との比例関係は見られないが、スタイロベイト石材幅（S）と  

中央部柱間寸法（Ⅰ）との間に、3：10という比例関係が成立している。  

S  ＝3／10Ⅰ  ＝25／8爪  （差0．00Om）  

そこで、スタイロベイトの中央に円柱が乗せられると仮定すれば、巽部の端にある円柱の心々間距離  

（WA、以下、翼部の「列柱長さ」と記す）は下式で求められる。  

WA  ＝W－S  ＝183侶n   

これを3等分した長さが、仮の巽部柱間寸法であると考えれば、  

仮の翼部柱間寸法＝WA／3  ＝61／8ft  

となる。ここで、隅柱間短縮を実施するために、翼部の両端の柱間寸法（IWA）を仮の翼部柱間寸法か  

ら1ノ8n減じて算出し、翼部の中央の柱間寸法（ⅠⅥr）に2／8rtを加えれて求めれば、下記のようになる。  

これは、隅柱間短縮量（AC）を3侶ftと想定したことになる。  

（差0．000m）   

（差0．007m）  

IW  ＝61／8仇＋2／8rt  ＝63侶h   

IⅥrA   ＝61／8fト1侶rt  ＝6rt  

この設計過程が、翼部の列柱長さ（WA）を当初の計画寸法を変更せざるを得ない状況を引き起こすこ  

とは無い。従って、柱位置寸法（SA）はスタイロベイト幅の1／2として確定する。  

SA  ＝（L－CA－2IW－4IWA）÷2  ＝15／16ft  （差0．013m）   

その他の各部寸法は、翼部柱間を基準寸法とした場合の設計過程と同様にして算出することができ、  

表4－1－4に示している。この表を見れば、実測値との差が大きい寸法が、複数在るのが分かる。また、平  

面上の各部寸法を算出する計算過程の中で、隅柱間短縮量が3／8ftと決定された理由が説明し難い。従っ  

て、タソスの翼付きストアの平面設計において、中央部柱間寸法が基準寸法となった可能性は少ないと  

考えられる。  

4－1－5．工ンタフラチュアの設計過程   

平面における設計過程の分析の結果、平面上の各部寸法は巽部柱間寸法（IW）を基準寸法として設計  

された可能性が最も高く、この時の1footの長さは0．30259mであることが判明した。従って、立面に  

おいてはこの尺度を使用し古代尺への換算を行うことにする。尚、各部相互の比例関係を表4－1－5に、古  

代尺に換算した結果を表4－1－6に掲載する。   

前述したように、このストアにおいて特筆すべき設計上の特徴は、トリグリフ幅（T）とメトープ幅  

（Met）の寸法が、翼部正面、中央部正面、突出部において異なっており、それぞれの箇所においてT：  

Met＝2：3という比例関係が成立していることである。それぞれの箇所におけるトリグリフ、メトープ  

の幅と柱間寸法との比例関係は下記のようになる。  
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T（コble4－l－5．Proportionbe†weenelemen†s  

（A）   （B）   （C）   （D）  

elements  

Symbol   
meaSure．  de托rence  

P10pO血on  
（m）  （m）   

Height of Crepis EutH   0．192  ＝1StyH   －0．005   

Height of Crepis CreH   0．242  ＝1／＄IW   0．001   

Height of Stylobate StyH   0．197  ＝1／10IW   0．004   

Height of Crepidoma CSH   0．6さ1  ＝7／20ⅠⅥr   0．006   

Height of Orthostate 0止H   1．143  ＝12／3CSH   0．008   

UpperDiameterofColumn   d   0．543  ＝2／7IW   －0．008   

＝1／7IW  0．004  
CapitalHeight   CapH   0．2S  

＝1／2d  0．009   

＝1／15IW  －0．004  

AbacusHeight   AbH   0．1ヱ5   ＝4婚CapH  0．001  

＝1／6AbW  －0．002   

AbacusWidtb   AbW   0．7（i  ＝2／5IW   －0．012   

Thickness of Architrave AW   0．6＄5  ＝9／10AbW   0．001   

WidthofTriglyph   TC   0．356  ＝2／15Ⅰ   0．003   

WidthorMetope   M加C   0．5Z5  ＝1／5Ⅰ   －0．005   

WidthofTriglyph   TW   0．378  ＝1／5IW   －0．008   

WidthofMetope   h′IetW   0．589  ＝3ノ10IW   0．010   

Width of Triglyph TP   0．3（；5  ＝1／5Prqj   0．005   

Wi血borh4etope   ゝ′IetP   0．55  ＝3／10Prqi   0．010   

ArchitraveHeight   A   0．48  ＝1ノ4IlⅣ   －0．003   

Height of Frieze F   0．5gl  ＝3／10IW   0．002   

HeightorComice   CorH   0．179  ＝1／12IW   0．018   

Height of Sima SimH   0．156  ＝1／12IW   －0．005   

TC（中央部のトリグリフ幅）  

＝2ノ15Ⅰ  ＝11ノ6rt  →13ノ16ft  （差0．003m）  

h′IetC（中央部のメトープ幅）  

＝13ノ4ft  （差0．005m）  ＝1ノ5Ⅰ  

TW（巽部正面のトリグリフ幅）  

＝1！5IW  ＝111／40ft  →11／4ft  （差0．（X侶m）   

hIetW（翼部正面のメトープ幅）  

＝3／10IW  ＝173侶Oft  →115ノ16rt  （差0．010m）  

TP（突出部のトリグリフ幅）  

＝1ノ5Prqj  ＝13ノ16rt  （差0．005m）  

MetP（突出部のメトープ幅）  

＝3／10Prqj  ＝125／32rt  →113／16rt   （差0．010m）  

これらの式を見る限り、立面各部の寸法決定においては、全ての柱間寸法が基準柱間となる可能性があ  

ると考えられる。ところが、フリーズの高さ（F）は明らかに翼部柱間寸法（IW）と下記の比例関係が  
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T（コble4－l－6．Ancien†foo†ofe（】Chelemen†on†heelevQ†ion（lfoo†＝0．30259m）  

（A）   （B）   

（C）  

1わot＝0．30259m   
の）  

Symbol  hleasure．   
（呵   AncientFoot   de托remce （m）   

PIOCeSSOrCalcl11ation   

Eu仕Ⅰ   0．192   5侶   0．003  ＝SサH＝5個食   

CreH   0．242   13／16   ＿0．004  ＝1／＄IW＝51／糾R→13／16魚   

SIyH   0．197   5／＄   0．008  ＝1／10IW＝51侶0魚→5／8氏   

CSH   0．681   2 1／4   0．000  ＝StyH＋2CreH＝21／4允   

0正Ⅰ   1．143   3 3／4   0．008  ＝12／3CSH＝33／4魚   

d   0．与旧   113／16   －0．005  ＝2／7IW＝12328R→113／16托   

15／’16   －0．004  ＝1／7IW＝51／56魚→15／16丘  
CapH   0．2＄  

15／16   －0．2糾  ＝1／2d＝29／32几→15／16魚   

7／16   －0．007  ＝1／15IW＝17／40fl→7／16魚  

AbH   0．125  5／12   ＿0．126  ＝4／9CapH＝5／12ft  

5／12   －0．126  ＝1／6AblⅣ＝5／12允   

AbW   0．76   21／2   0．∝）4  ＝2／5IW＝211／20氏→21／2R   

AW   0．6＄5   21／4   0．004  ＝9／10AbW＝21／4氏   

TC   0．356   13／16   －0，003  ＝2／15Ⅰ＝11／6R→13／16R   

hletC   0．525   13／4   ＿0．005  ＝1／5Ⅰ＝13／4魚   

TW   0．378   11／4   0．000  ＝1／5IW＝111／40丘→11／4魚   

MetW   0．589   115／16   0．003  ＝3／10IW＝173侶0魚→115／16丘   

TP   0．365   13／16   0．006  ＝1／5PT可＝13／16R   

MetP   0．55   113／16   0．002  ＝3／10Prqj＝125／32魚→113／16R   

A   0．4ざ   19／16   0．007  ＝1ノ4IW＝119／32R→19／16R   

F   0．581   115／16   ●0．005  ＝3／10IW＝173侶0魚→115／16R   

0．009  ＝1／12IW＝17／32R一◆9／16丘   

Co止1   0．179   9／16  0．005  ＝1／12IW＝17／32凡→1／2魚   

成立している。  

F  ＝3／10Ⅳ  （差0．002m）  

これは、翼部正面において、メトープ幅と柱間寸法との間に見られる比例関係と同じであり、その結果、  

巽部正面のメトープは、高さ、幅とも3／10IW＝115／16ftの正方形となる。メトープの幅と高さが同寸  

法という関係は、偶然ではなく、明らかに設計者の意図が働いたと考えられる。また、トリグリフ幅と  

メトープ幅の比が2：3、メトープ幅とフリーズ高さが同寸法であるという関係は、ヴイトゥルヴイウス  

も示しており、このストアでは正にこの比例関係で創られたことになる11）。   

次に、アーキトレイブの高さ（A）について考察する。アーキトレイブの高さ（A）は、そのすぐ上  

部に置かれるフリーズの高さ（F）との間にA：F＝5：6という比例関係が成立している。これは、隣  

接する部材寸法間の比例関係であり、その比例関係はオーダー設計上重要と考えられ、また、その比も  

単純であると見なせることから、A：F＝5：6という比例関係は意図されたものであるに違いない。従っ  

て、この比を意図的に創りうる設計過程か否かを検証しながら、各部相互の比例関係について考察を進  

める。  

－  112 －   



4－1．StoawithWingsatThasos   

アーキトレイブの高さとフリーズの高さを5：6という比例関係で意図的に創り出すためには、アーキ  

トレイブの高さ（A）をフリーズの高さ（F）から直接算出する設計過程と、フリーズの高さと同じく、  

翼部柱間寸法（IW）から算出する設計過程とが考えられる。アーキトレイブ高さ（A）と、フリーズ高  

さ（F）や翼部柱間寸法（IW）との比例関係は下記のようになっている。  

A  ＝5／6F  

A  ＝1／4Ⅳ  

（差0．α叫m）   

（差0．003m）   

フリーズ高さ（F）からアーキトレイブ高さ（A）を算出するとは、上部に置かれる部材の寸法から、  

下部に置かれる部材の寸法を決定することである。この計算過程では、アーキトレイブが梁として構造  

的に必要な寸法を確保できるか否か、検証が些かしづらいように思える。美的効果を創り出すばかりで  

なく、構造的合理性が比例関係を用いた設計法に要求されたものであると考える場合、アーキトレイブ  

の高さはフリーズの高さに先行して、もしくは、フリーズの高さと設計上同じ段階で決定される設計過  

程の方が、より相応しいように思える。   

上記の式に見られるように、アーキトレイブ高さ（A）と翼部柱間寸法（IW）との間には極めて単純  

な比例関係が見られる。従って、アーキトレイブの高さは、単純に翼部柱間寸法の1／4で設計されたと  

考えることもできる。   

また、アーキトレイブ高さ（A）及びフリーズ高さ（F）と、翼部柱間寸法（IW）との比例関係は、以  

下のような関係式で表記することができる。  

A  ＝1ノ4IW  ＝（1／2－1ノ4）IW  

F  ＝3／10IW  ＝（1／2－1／5）IW  

この2つの式は、アーキトレイプ高さ（A）とフリーズ高さ（F）が、翼部柱間寸法（IW）との単純な  

比例関係で示されると同時に、アーキトレイブ高さ（A）がフリーズ高さ（F）より若干小さな寸法にな  

ることを明示しており、その結果がA：F＝5：6ということになる。即ち、これらの式は、それぞれの  

寸法が翼部柱間寸法との比例関係で導き出されるばかりでなく、アーキトレイブ高さ（A）とフリーズ  

高さ（F）相互の比例関係をも考慮したものとなっている。以上のことから、アーキトレイブの高さも、  

翼部柱間寸法との単純な比例関係により求められた可能性が極めて高いと言うことができる。   

エンタブラチュアの主要な要素であるアーキトレイブの高さやフリーズの高さが、翼部柱間寸法  

（IW）との比例関係で求められていることが明らかになったが、これは、エンタブラチュアのもう一つ  

の要素であるコーニスの高さもまた、翼部柱間寸法（IW）との比例関係から求められた可能性が高いこ  

とを示唆しているように思える。   

このストアには、コーニスの上にシーマが乗っている1ユ）。コーニスとシーマを合わせた高さ（CSH）  

は、翼部柱間寸法（IW）と以下のような比例関係が見られる。  

CSH  ＝1／6rW  ＝（1／2－1／3）IW  

この式は、アーキトレイブ高さ、フリーズ高さとの比例関係を考慮しつつ、翼部柱間寸法（IW）との単  

純な比例関係によって寸法を決定するものである。また、コーニスの高さ（CorH）とシーマの高さ  

－  113 －   



牛1．Stoal爪・ithWingsatT血asos  

（SimH）は、コpニスとシーマを合わせた高さ（CSH）のほぼ1！2となっている。   

以上のことから、エンタブラチュアの各部寸法は、幅においては、それぞれの部分の柱間寸法との比  

例関係から導き出され、高さにおいては翼部柱間寸法との単純な比例関係によって算出されたと考えら  

れる。尚、各部の高さを古代尺に換算すると、下記のようになる13）。  

A  ＝（1／．2－1／4）IW  ＝119i32ft  →19；16ft  （差0．007m）  

F  ＝（1′／2－1／5）IW  ＝173侶Oft  →115ノ16rt   （差0．005m）  

CSH  ＝（1／2－1／3）IW  ＝11i16ft  

CorH  ＝CSH／2  ＝17！32ft  →9／16ft  （差0．009m）  

SimH  ＝CSH／2  ＝17／32ft  →1，l12ft  （差0．005m）  

4－1－6．立面糸陀田こおける各部の設計過程   

立面細部における各部寸法は、複数の部材寸法との間に単純な比例関係が見られる。その中から、実  

際に使用された比例関係を明確に限定するのは些か困難である。従ってここでは、それらの中から、基  

準寸法との比例関係や、位置的に近い寸法相互の比例関係など、設計上比例関係の存在が予測できるも  

のについてのみ検討することにする（表4－1－5、表4－1－6参照）。   

円柱上部直径（d）は、円柱下部直径（D）との単純な比例関係は見られないが、翼部柱間寸法（IW）  

とd＝2／7IWという比例関係が成立している。前述したように、円柱下部直径（D）については2通り  

の設計過程が考えられたが、何れも翼部柱間寸法（IW）との比例関係から割り出される方法であった。  

従って、円柱上部直径（d）も、翼部柱間寸法（IW）との比例関係で求められた可能性は十分考えられ  

る。  

D（1） ＝3／8IW  ＝225i’64ft  →27／16ft  （差0．007m）  

D（2） ＝2／5IW  ＝211／20ft  →21／2ft  

⇒21！2ft－1／16ft  ＝27／16ft  （差0．007m）  

d  ＝2／7IW  ＝123／28ft  →113／16ft  （差0．005m）  

それぞれの比例関係式を下記のように考えれば、円柱下部直径（D）と円柱上部直径（d）、相互の関係  

がより明確に認識できる。  

D（1） ＝3侶IW  ＝IW／（22／3）  

D（2） ＝2∫′■5IW  ＝IW／（21／2）  

d  ＝2／7IW  ＝IWノ（31．／2）  

また、円柱下部直径（D）と円柱上部直径（d）の比を表記すれば下のようになる。  

D（1）：d＝31／2：22ノ3  

D（2）：d＝31／2：21／2  

ヴイトゥルヴイウスは、円柱下部直径（D）と円柱上部直径（d）の比を、円柱の高さに応じ、D：d＝6：  
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5、61ノ′2：51／■2、7‥6、71ノ2：61．・◆2等と記している14）。即ち、D：d＝n：（n－1）の関係である。D（2）：  

d＝31／2：21／2という比は、ヴィトゥルヴイウスの示している円柱下部直径と円柱上部直径の比例関  

係に類似するものである。従って、円柱下部直径：円柱上部直径＝31′●2：21／2という比が計画され、  

円柱下部直径（D）はD＝IWil（21／2）＝2！5IW、円柱上部直径（d）はd＝IW！（31／2）＝2！7IWとして、  

共に翼部柱間寸法（IW）との比例関係により算出されたと考えられる。この場合、円柱下部直径は2′75  

IWとして計算された後に、1血ctyl減じて最終的な寸法が決定されたことになる。   

さて、柱頭部においても翼部柱間寸法（ⅠⅥr）との単純な比例関係が見られる。アバクスの幅（AbⅥr）  

と翼部柱間寸法との比例関係は、円柱下部直径と翼部柱間寸法との比例関係と全く同じである。ただ、  

円柱下部直径の設計過程で見られたような寸法値の変更はなく、計算通りの結果となっている。また、  

柱頭の高さ（CapH）は翼部柱間寸法（nⅣ）の1ノ7となっている。しかし、この寸法は、円柱上部直径  

（d）の1／2とも考えられる。アバクスの高さ（AbH）についても、翼部柱間寸法との比例関係が見られ  

るが（AbH＝1i15IW）、柱頭の高さの4／9、或いは、アバクス幅（AbW）の1／6とも考えられ、判然と  

しない。  

AbW  ＝2／5IW  ＝211j20ft  →21／2ft  （差0．004m）  

CapH ＝1／7IW  ＝51！56ft  →15！16ft  （差0．004m）  

＝1／2d  ＝29j32ft  →15／16ft  （差0．（X姥m）   

アーキトレイブの幅（AW）は、アバクス幅（AbW）の9／10として算出されたのかもしれない。また、  

アバクス上に、前後1侶ftのゆとりを持ってアーキトレイブが設置できるように、アバクス幅に1／4ftが  

加えられ求められた可能性も否定できない。  

AW  ＝9jlOAbW  ＝21／4ft  

＝AbW＋1／4魚   ＝21／4rt  

（差0．004m）  

（差0．004m）   

次に、基壇の高さについて検討する。基壇は、2段の同じ高さのクレビスと、それより若干高さの低  

いスタイロベイトから構成されている。分析の結果、翼部柱間寸法（IW）だけが、クレビスの高さ  

（CreH）、スタイロベイトの高さ（StyH）の両方の寸法と、単純な比例関係となっている。基壇の高さ（CSH）  

はその合計として計算される。また、ユーティンテリアの高さ（EutH）はスタイロベイトの高さと同寸  

法となっている。  

CreH  ＝l／8IW  ＝51／64ft  →13／16ft  （差0．004m）  

StyH  ＝1り0IW  ＝51／80ft  →5／8rt  （差0．008m）  

CSH  ＝StyH＋2CreH ＝21！4ft  （差0．000m）  

EutH  ＝StyH  ＝5！8ft  （差0．008m）   

以上のように、基壇の高さや円柱の各部寸法も、翼部柱間寸法との単純な比例関係で設計された可能  

性がある部材が多いことが判明した15）。  
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4－1－7．タリスの翼付ストアの設計法に関する考察及び設計過程のまとめ   

このストアの設計過程を分析するに当たり、設計過程を説くカギになったのはL＝103／10IW、W＝  

33／10IWという比例関係である。ところで、L＝103／10IW、W＝33／10IWの比例関係式に見られる3／  

10は、一見、単純な分数ではないように思える。しかし、3／10は、1ノ2－1／5とも表記できる。即ち、  

L  ＝103／10IW  ＝ 101／2ⅠⅥr＿1／5Ⅳ  

W  ＝33／10IW  ＝ 31／2IW－1／5IW   

となる。1／5IWは、このストアでは巽部正面のトリグリフ幅に相当する。   

ヴイトゥルヴイウスはドリス式の建築において、フリーズの端部に1／2モドゥルスの幅のメトープを  

取り付けることにより、柱間が均等になると述べている16）。この一文は、ヴィトゥルヴイウスが隅柱間  

短縮量を1／2モドゥルスと考えていたことを示している。隅柱間短縮は建物の両端においてなされるか  

ら、隅柱間短縮量の合計は1モドゥルスということになる。これは、ヴイトゥルヴイウスの示すトリグ  

リフ幅に相当する。   

トリグリフ幅（T）とメトープ幅（Met）が均一である理想的なドリス式神殿の正面において、円柱の  

傾き、所謂ティルトが施されない場合の隅柱間短縮量（AC）は下記の式で求めることができる。  

AC  ＝（AW－T）／2  

即ち、隅柱間短縮量は、理論的にはアーキトレイブの幅（AW）とトリグリフの幅（T）から算出するこ  

とができ、隅柱間短縮量はトリグリフの幅（T）と密接な関連を持った寸法であると言うことができる。   

以上のことから、1／5IWという寸法は、トリグリフの幅に相当する寸法であると同時に、このストア  

の建築家が設計初期の段階で想定した隅柱間短縮量の合計であると考えられる。従って、隅柱間短縮が  

考慮されない場合のスタイロベイト上の各部の長さは、設計初期の段階では以下のように表記できる。  

L（ストア長さ）  

W（翼部幅）  

C（中央部長さ）  

DpW（翼部奥行）  

DpC（中央部奥行）  

＝101／2IW  

＝31／2IW   

＝L－2W  ＝31／2IW17）  

＝41ノ2IW  

＝31／2IW  

即ち、この翼付ストアの建築家は、設計初期の段階において、翼部幅（W）と中央部正面長さ（C）、そ  

れに中央部奥行（DpC）を同寸法の31／2IW、即ち、L：W：C：DpC＝3：1：1：lとし、突出長さ（n両）  

をIWと想定したと考えられる18）。この後、ストア長さ（L）と翼部正面長さ（W）から1／5IWという  

隅柱間短縮量の合計の長さ引かれたものの、隅柱間短縮を施す必要のない奥行方向においては隅柱間短  

縮は減じられなかった。   

ところで、平面各部寸法の分析において、中央部奥行（DpC）は最終的に下記の式から導き出された  

という結論を得た。  

DpC  ＝DpW－Prqj  
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巽部突出長さ（Prqj）は翼部端の柱間寸法（m）と理論的には同寸法である。また、翼部端の柱間寸  

法（IWA）は、巽部柱間寸法（IW）から実際の隅柱間短縮量（AC＝3／8ft）を引いた長さとなる。一方、  

巽部奥行（DpW）は、41i’2IWとして計算された後に、古代尺においてより単純な長さに丸められたと  

考えた。ここで、最終的な翼部奥行（DpW）と41．！2IWの計算結果の誤差をkとすると、最終的な中央  

部奥行（DpC）は下記のように表すことができる。  

DpC  ＝（41／2IW－k）－（IW－AC）  

＝41／2IW－IW－k＋AC  ＝31J！2IW＋（AC－k）  

設計初期の段階において想定された隅柱間短縮量の合計は1／5ⅠⅥrであるから、翼部幅（W＝31ノ2IW－  

1／5IW）と中央部奥行（DpC）との差は、下記のようになる。  

DpC－W＝1／5IW＋AC－k  

翼部奥行を算出する際に、計算結果を丸めることにより生じた差（k＝3／16ft）は、中央部奥行と巽部  

幅との差を縮めるように働いている。上記の式から、同寸法として構想された中央部奥行と翼部幅と間  

に、寸法上の差が生じる原因の一つは、翼部幅から、設計初期の段階で想定された隅柱間短縮量の合計  

の長さ（1／5IW＝111／40rt）が引かれたことにあることを示している。   

また、翼部奥行は、設計初期の段階で決定された比例関係に乗っ取り寸法決定がなされているが、中  

央部奥行は、巽部奥行から巽部突出長さを引いて求められた。翼部突出長さは、設計初期の段階では、  

翼部柱間寸法が想定されていたが、実際は、その寸法から隅柱間短縮量（AC＝3／8丘）を減じた寸法と  

なった。この分だけ中央部奥行の寸法は大きくなった。これが、中央部奥行と棄却幅との差のもう一つ  

の原因となっている。   

以上のことを含め、タソスの翼付ストアの平面及び立面における各部寸法相互の比例関係を分析する  

ことにより明らかとなったことを纏めると、下記のようになる。  

（1）タソスの巽付ストアは、基壇を含んだストア長さが70rt、翼部柱間寸法を基準寸法として、基壇を  

含んだストア長さが基準寸法の11倍、スタイロベイト上でのストア長さが101／2倍、巽部幅及び  

中央部奥行が31／2倍、突出長さが1倍と構想され、設計が始められた。即ち、スタイロベイト上  

において、ストア長さ：翼部正面長さ：中央部奥行＝3：1：1という比例関係である。この時の基  

準寸法となる翼部柱間寸法は63侶rt、1foot＝0．30259mである。  

（2）実設計の段階で、隅柱間短縮量に関連するスタイロベイト短縮量の合計を、基準寸法の1／5倍と想  

定し、スタイロベイト上でのストア長さが基準寸法の101ノ4倍、翼部幅及び中央部奥行が基準寸法  

の31／4倍とされた。  

（3）このストアは翼部柱間寸法を基準寸法として、翼部が3柱間、中央部が4柱間、巽部突出部が1柱  

間とされている。しかし、実際には中央部は3柱間とし、突出部分は隅柱間短縮が施され、相互に   

比例関係を持たない3種類の柱間寸法となった。それぞれの柱間寸法上部には、それぞれの部位に   

おいて、トリグリフとメトープの幅の比が2：3となるように設計されたフリーズが置かれた。  

（4）このストアでは、設計初期の段階では、巽部幅と中央部奥行は同寸法として想定されたが、実現さ  
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れたそれぞれの寸法は、異なったものとなっている。その主な原因は、隅柱間短縮を設計する方法  

にある。  

（5）このストアは翼部柱間寸法を基準寸法として、その単純な比例関係で、平面上の主要な各部寸法が   

決定された。また、立面においても、各部寸法の多くが、基準寸法との単純な比例関係で求められ  

た可能性が見いだされた。  

このストアの設計法は、基本的には巽部柱間を基準寸法とした、モデュラー方式であると考えられる。  

また、アテネのゼウスのストアやメガロポリスのフィリップのストアとは、ストアの長さの設計法にお  

いて異なる点が見られる。また、翼部幅と中央部奥行寸法との違いの原因が、主に、隅柱間短縮量の設  

計に起因していることは、ゼウスのストアと類似している。   

翼部突出長さを隅柱間短縮量を差し引いて算出される方法も、ゼウスのストアと同一である。ただ、  

翼部突出部において翼部正面より幅の狭いトリグリフとメトープが使用されている理由について、クー  

ルトンは、メガロポリスのフィリップのストアと同じく、入り隅部近くのメトープ幅をフルサイズとす  

るためであると考えている。しかし、これを実現する方法は、巽部突出長さを翼部柱間寸法と同寸法と  

すればよく、極めて単純である19）。従って、翼部突出部に翼部正面より幅の狭いトリグリフとメトープ  

を使用した最大の理由は、トリグリフとメトープの幅の比を2：3とするためであったと考えるべきであ  

ろう。ただ、結果的に入り隅部近くのメトープ幅も翼部突出部上に乗る他のメトープ幅と同寸法となる  

ことを、強ち意図していなかったとは言い切れない。タソスの翼付ストアの建築家は、翼部突出部のト  

リグリフ幅（T）とメトープ幅（Met）を、突出長さ（Prqj）の1／5（T＝1／5Prqj）、3／10（Met＝3／10hq5）  

とすることで、トリグリフ幅（T）とメトープ幅（Met）の比をT：Met＝2：3とすると同時に、入り隅  

部のメトープ幅も、hIet＝3／10Prqjとなることを意図していたように思われる   

尚、タソスの巽付ストアの主要部に関して設計過程を纏めると、下記のようになる。  

（1）基本構想（1bot＝030259m）  

基壇を含んだストア長さ  ＝11×柱間寸法  

ストア長さ：翼部幅：中央部探さ  

＝70ft   

＝3：1：1  

ストア長さ  

翼部幅  

中央部列柱長さ  

中央部長さ  

翼部奥行  

中央部奥行  

翼部突出長さ  

（2）柱間寸法の決定  

翼部柱間寸法  

＝101／2×柱間寸法  

＝31／2×柱間寸法  

＝4×柱間寸法  

＝31／2×柱間寸法  

＝41／2×柱間寸法  

＝31／2×柱間寸法  

＝柱間寸法  

＝4柱式（3柱間）  

＝4柱間分（3柱間に等分）  

【2メトープ式】 →63／8ft   ＝70ft÷11  
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（3）長さ方向の設計   

①スタイロベイト上  

ストア長さ  

翼部幅  

＝103／10×翼部柱間寸法   

＝33／FlOX翼部柱間寸法  

一⇒652／3ft   

→211／24n  

＊翼部幅  ＝（31ノ■2－1／5）×翼部柱間寸法  

（1／5×巽部柱間寸法は、隅柱間短縮を考慮したスタイロベイト短縮量）  

中央部長さ  ＝ストア長さ－2×翼部幅  ＝237ノ12ft  

中央部列柱長さ  ＝4×巽部柱間寸法＋2×柱位置寸法  ⇒261／4ft  

中央部柱間寸法  ＝中央部列柱長さ÷3   【3メトープ式】 →83／4rt  

＊中央柱間寸法が古代尺で表記できるように丸められる。  

柱位置寸法  ＝2／9×巽部柱間寸法  ⊂＞11／3ft  

＊柱位置寸法には、中央柱間寸法が3で割り切れるように調整された量が  

割り振られる。  

③基壇（クレビス2段）を含む  

クレビス幅  ＝（70rt－ストア長さ）÷4  

＊古代尺でキリの良い寸法に丸められる（11／12rt→1rt）  

＝＞1rt  

基壇幅  

基壇を含むストア長さ  

基壇を含む翼部幅  

（4）奥行方向の設計  

翼部奥行  

＝4×クレビス幅  

＝ストア長さ＋2×基壇幅  

＝翼部幅＋2×基壇幅  

＝4ft   

一→695／8ft   

→25rt  

＝41／2×翼部柱間寸法  ⊂＞281／2ft  

＊翼部深さ寸法の端数を尺の単純な分数とした（2811／16rt・一→281ノ2ft）  

翼部突出長さ  

中央部奥行  

（5）エンタブラチュアの設計  

翼部  トリグリフ幅  

メトープ幅  

中央部  トリグリフ幅  

メトープ幅  

翼部突出部トリグリフ幅  

メトープ幅  

＊各部において、  

アーキトレイブ高さ  

フリーズ高さ  

＝翼部柱間寸法一隅柱間短縮量  

＝翼部奥行一翼部突出長さ  

＝6ft   

＝229／16rt  

＝1／5×翼部柱間寸法  

＝3／10×翼部柱間寸法  

＝2／15×中央部柱間寸法  

＝1ノ5×中央部柱間寸法  

＝1ノ5×翼部突出長さ  

＝3／10×翼部突出長さ  

トリグリフ幅とメトープ幅の比が2：3  

＝1／4×翼部柱間寸法  

＝3ノ10×翼部柱間寸法  

→11／4rt   

一＋115／16rt   

一→13ノ16rt   

＝13ノ4rt   

→11／4rt   

一⇒115日6rt  

→19ノ16ft   

→115／16rt   
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＊アーキトレイブ高さ：フリーズ高さ＝5：6  

コーニス高さ  ＝1′′12×翼部柱間寸法  

シーマ高さ  ＝1ノ712×翼部柱間寸法  

＊コーニス高さ＋シーマ高さ＝1賂×基準寸法＝11ノ～16ft  

（6）円柱の設計  

円柱下部直径  ＝2／5×翼部柱間寸法  

→9／16h   

→1′／2rt  

＝＞27／16ft  

＊円柱下部直径は、柱位置寸法が微妙に変更されたのに伴い、微調整される。  

円柱上部直径  ＝2／7×翼部柱間寸法  →113／16ft  

＊円柱下部直径＝5ノ√7×円柱下部直径（微調整前）、とも考えられる。  
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注：   

1 RichardSdllwell，TnePrincetonEhqc毎ediaqfClassicaZSites，Princeton，1976，P・903  

2 J・J・Coulton，TneArchiLectuT・alDeve毎，mentqfTneGreekStoa，Oxfbrd，1976，P．59  

3 RolandMardn，EtudesTnafienneTVT；L某gora；L．闇yfceaPa，aTkenia，Paris，1959，PP．59－91  

マーティンの報告書では、本文中に示された実測寸法が、復元図に示された復元寸法と異なっているものが  

多数見受けられる。復元寸法はかなり丸められて表記されていると考えられるので、本節では基本的に本文  

中に示された実測寸法を使用することにした。  

遺跡は、翼付きストアの中では最も保存状態の良いものである。東側の翼部においては、ユーティンテリア  

と下段のクレビスがほぼそのまま残存しているし、東側の壁では、上段のクレビスが残り、トイコベイトが  

設置されたラインが明確に確認できる。また、西側の翼部においては、内側隅のユーティンテリアと正面の  

一部に、下段のクレビスが残っている。西側翼部の外側には基礎が残存し、ユーティンテリアの設置場所が  

判明している。背面では、壁の下の基礎部とストア内側に敷石が残っている。また、上部オーダーの部材は  

多数残存している。   

J．）．Coulton，乃eT＋eabnentqfRe－entrantAngLf，BSA61，1966，Pp．143－144  

マーティンは、ある一つのフリーズ石材（block133）が、3つのメトープを含んでいることから、この石材が  

中央部の中央柱間上に乗せられる石材であると考え、中央部の中央柱間寸法を2．91m、その両脇の柱間寸法を、  

2．52mで、その上には2メトープ式のフリーズが乗せられると復元した。しかし、マーティンの発掘報告書が  

出版されて後、他にも3つのメトープを含むフリーズ石材（block130＋bl∝k129）が在ることが判明した。  

クールトンは、入り隅部でのフリーズの収まりについて考察することにより、マーティンが中央部の中央柱  

間上に乗せられたと考えたフリーズ石材（bl∝k133）は、壁上に乗せられたものと考え、もう一つの3つの  

メトープを含むフリーズ石材（block130＋block129）を、中央部の中央柱間上に乗せられるフリーズ石材で  

あると考えた。  

また、短いメトープ幅をもつフリーズブロック（bl∝k132）も、中央部の端の柱間上に乗せられ、短い幅の  

メトープが、入り隅部に置かれるものであるとしている。その結果、クールトンは、中央部の3つの心々柱  

間寸法は、同寸法の2．65mであるとした。  

5  この図は、マーティンの発掘報告書平面復元図（PlanJ）を基に、クールトンの復元による中央部の円柱の位  
置を示すよう、画像処理したものである。  

6  Coulton（BSA61），OP．CiL，pP．144  

7  この他に、翼部においては、基壇を含んだ翼部正面幅（OW）が22．939rt～25．661托、スタイロベイト上にお  

ける翼部正面長さ（W）が19．303ft～21．593ftであるので、設計の初期値としてはOW＝25ft、W＝20ftが  

考えられる。  

そこで、先ず、基壇を含んだ翼部正面幅（OW）に設計の初期値として25rtが与えられたと仮定し考察する。  

表¢1－1（C）より、基壇を含んだ翼部正面幅（OW）と翼部柱間寸法（IW）との間には、およそ4：1の比例  

関係があるのが分かる。従って翼部柱間寸法（IW）は、  

ⅠⅥ7  ＝25÷4ft  ＝61／4rt  

として求められたと考えられる。以下、初期値として、基壇を含んだストア長さに70托が与えられた場合と  

同じ計算過程をたどり、各部寸法を計算すれば、以下のようになる。この時、1rootの長さは0．30866m（＝  

19．87m÷糾3侶）である。  
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（差0．000m）   

（差0．004m）   

（差0．002m）   

（差0．014m）   

（差0．016m）   

（差0．015m）   

（差0．037m）   

（差0．012m）  

L  ＝103．・‘10IW   

Ⅵr  ＝33／10IW   

IA  ＝13′‘’20ⅠⅥ7   

SA  ＝2／●9IW ＝17ノー18   

ⅠⅥ’A  ＝IA－SA   

AC  ＝ⅠⅥ7－IWA   

CA  ＝4ⅠⅥ’＋2AC   

I  ＝CA，／3  

＝＆13／8rt  

＝205ノ8rt   

＝（Ⅵ7－IW）J2  ＝73／16rt  

→13侶rt  

＝513／16rt  

＝7ノ′16rt  

＝257ノ8rt  

＝85／8rt  

中央部列柱長さ（CA）を3で割った値は、古代尺で表記可能な寸法となるので、中央部柱間寸法（Ⅰ）を含め、  

上記の計算結果が最終結果となる。しかし、これらの結果は、実測値との差が大きすぎるように思える。  

次に、スタイロベイト上での翼部幅（W）に、設計の初期値として20rtが与えられたと仮定し考察する。翼  

部柱間寸法（ⅠⅥ7）と翼部幅（W）との間には、1：33／10の比例関係が成立している。従って、翼部柱間寸法  

（IW）は、  

IW  ＝20rt÷33／10  ＝62，∫‘33rt  →61．／16rt   

となる。以下、前記と同じ計算過程をたどり各部寸法を計算すれば、以下のようになる。この時、1footの長  

さは0．31792m（＝19．87m÷621／2）である。  

（差0．000m）   

（差0．008m）   

（差0．005m）   

（差0．027m）   

（差0．022m）   

（差0．019m）   

（差0．038m）   

（差0．013m）  

L  ＝103／10IW   

W  ＝33／10IW   

IA  ＝13／20IW   

SA  ＝2ノ9IW ＝125．／72   

IWA  ＝IA－SA   

AC  ＝IW－IWA   

CA  ＝4IW＋2AC   

I  ＝CA／3  

＝6271／160rt  →621／2   

＝201ノ60rt  ＝201／16rt   

＝6311／320rt  ＝7rt  

→13ノ′8rt  

＝55侶rt  

＝7′16rt  

＝251侶rt  

＝83侶rt  

この場合も、上記の計算結果が最終結果となり、これらの結果も実測値との差が大きすぎるように思える。  

8  1foot＝L÷652／3＝19．87m÷652i3＝0．30259m   

9  この他、スタイロベイト石材幅より若干大きく、より単純な舌代尺で表記できる寸法として、ToiW＝23／4ft  

という長さがトイコベイト幅として与えられたとも考えられる。また、背面のトイコベイト幅は213／16rtと、  

側面のトイコベイト幅より1／16rt大きくなっているが、論理的な理由は見いだせなかった。  

10 1rt＝L÷655／8＝19．87m÷655i8＝0．30278m   

ll 森田慶一訳注、ウイトルーウイス建築書、東海大学出版会、1974、ⅠⅤ．3．4  

12 シーマはコーニスの一部という考えもあるが、本論文においては、コーニスとシーマは別の部材として取り  

扱っている。  

13 アーキトレイブとフリーズを合わせた高さ（A＋F）は、中央部柱間（Ⅰ）と以下の関係が見られた。  

A＋F  ＝2′r■5Ⅰ  （差0．001m）  

この式は、アーキトレイブとフリーズの合計高さ（A＋F）が中央部柱間（Ⅰ）から算出されていることを示し  

ているように見える。前記したように、フリーズの高さ（F）は明らかに翼部柱間寸法（ⅠⅥりから算出されて  

いる（F＝3一／10IW）と考えられるので、この場合、アーキトレイブ高さ（A）はアーキトレイブとフリーズ  
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を合わせた高さ（A＋F）が求められた後、フリーズの高さ（F）を引いて算出されたと考えられる。  

A  ＝（A＋F）－（F）  ＝2′′5Ⅰ－3ノ10IW  

従って、アーキトレイブとフリーズの高さの比は、下のように表記できる。  

A：F  ＝（2／5I－3／10IW）：（3／10IW）＝5：6  

これを中央柱間寸法（Ⅰ）について解けば、  

Ⅰ  ＝13・8ⅠⅥ’  

となる。即ち、アーキトレイブとフリーズの高さの比が5：6となるよう意図されたとすれば、中央部柱間寸  

法は、13／8ⅠⅥrでなければならない。  

平面上の各部寸法の分析から、最終的な中央部柱間寸法（Ⅰ）は、翼部柱間寸法（IW）の4倍の長さに、隅柱  

間短縮量（AC）の2倍を加え、それを3で割った計算結果を、古代の尺度で表記可能な寸法に丸めて求めら  

れた寸法であることが分かった。この様な複雑な計算過程を纏ながら、最終的に中央部柱間寸法が、Ⅰ＝13′′  

8IWという、翼部柱間寸法と単純な比例関係となるよう意図されたとは、極めて信じがたいことである。従っ  

て、アーキトレイブとフリーズをの合計高さ（A＋F）が中央部柱間寸法（Ⅰ）から算出される設計過程はあり  

得ないと考えられる。   

14 IbidリⅠⅤ．3．12  

15 オーソステイトの高さ（OrtH）は、翼部柱間寸法との比例関係は見られないが、基壇高さ（CSH）の12／3倍  

となっている。しかし、オーソステイトの高さ（OrtH）は33！4ftと単純な古代尺で表記できる。そこで、オー  

ソステイトの高さ（0止H）は比例関係から導き出されたものではなく、他の理由から、直接、尺度が与えら  

れたのかもしれない。   

16 森田慶一訳、Op．Cit，ⅠⅤ．3．5  

17 この段階では、スタイロベイト端から円柱中心までの距離（SA）は  

SA  ＝（い2ⅠⅥ7）／2  ＝1／4ⅠⅥ7  

と考えられていたことが分かる。従って、中央部列柱長さ（CA）は、  

CA  ＝C＋2SA＝4IW  

となる。このことから、設計初期の段階でも、柱間数は翼部が3、中央部が4、ストア正面全体で10と考えら  

れていたことが分かる。  

18 この段階での平面上の各部寸法と柱間寸法との関係は、堀内氏の提案するRule2に相当するものである。  

19 J，］．Coulton，7伽Architec血ralDeveJ叩men（げmeGreekSわa，Oxford，1976，P・134   

J．］．Coulton，‘7heTreatmentofRe－entrantAngls”，BSA61，1966，Pp．143－145、参照  

タソスの翼付ストアの場合、翼部突出部の柱間寸法は1．80mで翼部正面の隅柱間寸法とほぼ同じで、翼部柱  

間寸法から隅柱間短縮量を減じた長さとなっている。翼部突出部のフリーズの長さもこれと同寸法となる。翼  

部正面で使用されたフリーズと同寸法のものが翼部突出部に使用されれば、隅柱間短縮量の分だけ、入り隅  

部近くのメトープ幅が狭くなる。ところがこのストアでは、翼部突出部の柱間寸法の1．／5でトリグリフ幅を、  

3／10でメトープ幅を算出し、翼部正面より幅の狭いトリグリフ、メトープとなっているので、突出部分のフ  

リーズの長さは、トリグリフ幅＋メトープ幅の丁度2倍の長さとなる。従って、入り隅部近くにはフルサイズ  

のメトープが設置される。  
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4－2．デロスのアンティコノスのストア設計法  

4－2－1．はじめに   

キクラデス諸島のほぼ中央に位置するデロス島は、ペルシア戦争後、アテネを盟主とするデロス同盟  

の本部が置かれたことで知られている。また、ギリシア神話の中にアポロ神が生まれた場所としても登  

場するこの島には、古くからアポロ神を祭る神域が形成されていた。その神域の北側に、マケドニアの  

王、アンティゴノス・ゴナタス1）により、長さが約12仇nという巨大な巽付ストアが建設された（紀元  

前246一か9年頃）ヱ）。   

アンティゴノスのストアもドリス式の建築であるが、一般的なオーダーとは異なった様相を呈してい  

る。このストアの最大の特徴はそのフリーズの形態にある。先ず、柱間上部に置かれるトリグリフには、  

雄牛の頭を象った彫刻が施されている。雄牛の彫像は本来のフリーズ表面から約20cmほど突き出し、  

コーニスを受ける持ち送りとなっている。また、コーニス下面にミューチュールは施されていない。更  

に、メトープの幅が異常に広く、トリグリフ幅の2倍以上となっている（図4－2－3参照）。   

このストアの翼部正面には6本の円柱が置かれ柱間数は5、中央部の柱間数は32となっている。巽部  

の柱間は何れも同じ寸法で、隅柱間短縮は施されていない。また、翼部柱間寸法（IW）と中央部柱間寸  

法（Ⅰ）の比はIW：Ⅰ＝1：1．155で、意味ある比例関係とはなっていない。   

本節では、上記のような特徴を有するアンティゴノスのストアの各部寸法相互の比例関係を分析する  

ことにより、このストアの設計手順を復元すると同時に、設計法に閲し考察する。尚、このストアの各  

部寸法は全てクールビの発掘報告書3）よりより得るか、それらの寸法を使用し加減算で求めた。各部寸  

法及び各部を表す記号は、表4－2－1（A）（B）欄に記す。また、主要な各部を表す記号は、図小2－1～国  

中2－3にも示した。  

4－2－2．各部寸法相互の比例関係  

先ず、翼部幅（W）と翼部柱間寸法（IW）との間に下記のような比例関係が見られた。  

●
一
●
■
 
ト
・
 
 
 

Fig．4－2－l．ThepIQnOf†hes†oQOfAntigonosq†De10S  
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（差0．009m）  W  ＝53／10IW   

また、幾分誤差はあるものの、ストア長さ（L）と翼部柱間寸法（IW）との間には下記の比例関係が存  

在していると考えられる。  

L  ＝∠打3／10IW  （差0．099m）  

これは、長さ＝（柱間数＋3／10）×IWという一般式に置き換えることができ、タソスの翼付ストアに  

見られた比例関係と全く同じものとなっている。従って、アンチイゴノスのストアも、翼部幅（W）と  

ストア長さ（L）は、翼部柱間寸法（IW）を基準寸法として、長さ＝（柱間数＋3／10）×IWとして算  

出されたと考えられる。   

一方、このストアには隅柱間短縮が施されていないので、柱位置寸法（SA）の2倍は、2SA＝3／10IW  

となり、下記の式が成立するはずである。  

WA（翼部列柱長さ）  ＝W－2SA  ＝5IW  

u（ストア列柱長さ）   ＝L－2SA  ＝47IW  （差0．090m）  

CA（中央部列柱長さ）   ＝LA－2SA  ＝37IW  （差0．090m）  

中央部列柱長さ（CA）と中央部柱間寸法（Ⅰ）との間には、CA＝32Ⅰという関係が成立しているので、  

中央部柱間寸法（Ⅰ）は、中央部列柱両端にある円柱の心々間距離（CA）を32等分して算出されたと考  

えられる。  

（差0．003m）   Ⅰ  ＝37Ⅳノ32  ＝15／32IW  

ここで、巽部幅（W）＝13．40m、ストア長さ（L）＝l19．57m、中央部長さ（C）＝92．77mから翼部柱  

間寸法（ⅠⅥr）を逆算すれば、下記のようになる。  

IWW  ＝W／（5十3／10） ＝2．5283m  

IWL  ＝L／（47＋3／10） ＝2．5279m   

」Ⅰ⊥I⊥Ⅰ＿J JTA⊥IW⊥IW⊥1W⊥IW山sA  

Fig．4－2－2・Theeqs†wlngOf†hes†oqofAn†igonosq†DeJos  
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IWC  ＝C！（37－3／10）  ＝2．5278m  

これらの平均値は2．528mである。この寸法をIWとして使用し、上で示した各部比例関係を再計算す  

れば下記のようになり、実測値との差も容認できる範囲に収まる。  

Ⅵr  ＝53り0ⅠⅥr  

L  ＝473／～10IW  

WA  ＝5IW  

LA  ＝47ⅠⅥr  

CA  ＝32IW  

IWO両血＝1ⅠⅥr  

I  ＝13／32IW  

（差0．002m）   

（差0．004m）   

（差0．010m）   

（差0．004m）   

（差0．016m）   

（差0．002m）   

（差0．001m）  

以上のことから、スタイロベイト上におけるストアの長さ方向の各部寸法は、次の様な設計過程を経て  

決定されたと考えられる。先ず、翼部柱間寸法（IW）を基準寸法として、ストア長さ（L）及び翼部幅  

（W）が算出された。隅柱間短縮が施されないので、中央部列柱長さ（CA）は37ⅠⅥrとなる。次に、こ  

れを32等分して中央部柱間寸法（Ⅰ）が算出された。   

ストアの奥行方向に関しても、下記のように翼部柱間寸法との比例関係が見られる。  

DpC（中央部奥行）  ＝53／10IW  （差0．002m）  

DpⅥr（翼部奥行）  ＝72／3ⅠⅥr  （差0．019m）  

中央部奥行は、巽部幅と同寸法となっており、翼部幅と同様に翼部柱間寸法との比例関係から算出され  

たと考えられる。翼部奥行に関しては、上式のように、翼部柱間寸法の72／3倍として算出された可能  

性もあるが、中央部奥行に翼部突出長さ（n句）を加えて求められたと考えることもできる。  

DpW  ＝DpC＋Prqj  

翼部突出長さは、巽部柱間寸法との単純な比例関係を見いだすことはできない。しかし、誤差は大きい  

ものの、中央部柱間寸法（Ⅰ）の2倍である可能性が見られる。  

（差0．155m）  h句  ＝Ca・2Ⅰ   

H
－
。
U
r
」
⊥
」
－
V
」
 
 

Fig．4－2－3．Theen†c）ble†ureof†hes†oclOfAntigonoscけDelos  
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T（コble4－2－l．Propor†ionsbe†weeneIemen†s  

IW＝2．5ユ＄mで計算  

（A）   （B）   （C）   （D）  

elements  

Symbol   
meaSure．  de托rence  

PIOpO山om  
（m）  （m）   

OverallLemgtb、、仙Eutbynteda   OEL   120．28  

OverallWidthofWingsll▼ithEuthynteria   OEW   14．11   

OverallWidthofCentralPartwithEuthynteria   OEC   92．0（；   

Overal1Length   OL   120．19  ＝Ca．471≠∫2IW   0．110   

OverallWidtborWiIlgS   OW   14．02   

OverallWidthofCentralPart   OC   92．15   

LengthontheStylobateofStoa   L   119．57  ＝473／10IW   －0．004   

Wi出血onlheStylobateorWings   1Ⅳ   13．40  ＝53／10IlⅣ   0．002   

LengthontheStylobateofCentralPart   C   92．77  ＝（37－3／10）IW＝367／10IW   －0．0珊  

＝DpC＋Pl句  
DepthofWings   DpW   19．40  

＝72／3IW   0．019  

DeptbofCenhalPa止   DpC   13．40  ＝53ノ10IW   0．002   

AxialDistancebetweenangleColumnoftheStoa   LA   11さ．82  ＝47IW   0．004   

AxialDistancebetweeJ）angleColumnatWings   WA   12．65  ＝5IW   0．010   

AxialDistancebetlVeenangleColumnatCentralPaEt  CA   93．52  ＝37IW   ＿0．016   

Projection of Wings pl句   6．00  ＝＝Ca．2Ⅰ   0．155   

AxialIntercolumniationatCentralPart   2．9225  ＝CA／32＝15／32IW  ＿0．001  

＝1V／（5＋3／10）＝2．5283m  

AxialIntercolumniationatWings   ITli ＝L／（47＋3／10）＝2．5279m  

＝C一／（37－3／10）＝2．5278m  

DistancefromsecondColumnAxis  
lA   ＝11／4IW－1／10IW＝13／20IW  ＿0．00ヱ  

toedgeofStvlobate  

DistanceffomColumnAxistoedgeofSI〉▼lobate   SA   0．375  ＝3ノ20ⅠⅥ7   ＿0．（XI4   

Lower Diameter Column D   0．705  ＝IW／（31／2）＝2／7IW   －0．017   

Anta Width AnW   0．662  ＝15／16D   0．001   

Thicknessofwall（WingSideofOrthostate）   WT   0．5g7  ＝5／6D   ＿0．001   

CrepisWidtbatWing－sFront   CreW仲Ont）   0．332  ＝2り5IW   ＿0．005   

CrepisWidthatWinglsSide   CreW（Side）   0．31  ＝1相IW   ＿0．006   

EuthynteriaWidthatCentralPaJt   EutW（丘ont）   0．045  

EuthynteriaWidthatWinglsSide   EutW（Side）   0．槻   

Height of Euthynteria EutH   0．15  

HeightofCrepis＆Stylobate   CreH   0．25   

UpperDiameterofColumn   d   0．59  ＝5／6D   0．002   

CapitalHeight   CapH   0．273   

Abacu5Height   AbH   0．105   

AbacusWidth   AbW   0．755  ＝IW／（31／3）＝3／10IW   ＿0．003   

Thickness of Architrave AW   0．635  ＝IWノ4＝1／4IlⅣ   0．003   

WidtborTdglypb   T   0．40  ＝2／15Ⅰ   0．010   

WidthofMetopeatWings   hlet（lI血g）   0．865   

ArchitraveHeight   A   0．493  ＝1ノ6Ⅰ   0．006   

Height of Frieze F   0．59  ＝1／5Ⅰ   0．005   

HeigbtorComice   CorH   0．1g  ＝1／16Ⅰ   ＿0．003   

Height of Sima SimH   0．18  ＝1ノ16Ⅰ   ＿0．003   

ー  127 －   



4－2．StoaofAntigonosatDelos  

クールトンは、メガロポリスやリンドスにある葉付ストアの突出部長さが翼部柱間寸法の整数倍である  

ことを指摘している4）。この様な比例関係で翼部突出長さが決定されれば、突出部の正面例の柱間に隅  

柱間短縮が施された場合、突出部の入り隅部に近い柱間が延長される結果となる。この延長量（AE）は  

隅柱間短縮量（AC）と同寸法（AE＝AC）となる5）。   

アンティゴノスのストアはメガロポリスやリンドスにある翼付ストアと異なり、隅柱間が短縮されて  

いない。クールトンが述べるように、巽突出部の入り隅近くのフリーズをフルサイズとする為には、即  

ち、中央部のフリーズと同寸法のフリーズを配置する為には、入り隅近くの柱間寸法に隅柱間延長量  

（AE）を加えておかなければならない。従って、翼部突出長さは下記のようになる。尚、隅柱間延長量  

（AE）の寸法決定方法に関しては後に検討する。  

h句  ＝2Ⅰ＋AE   

円柱の下部直径（D）、アバクスの幅（AbW）及びアーキトレイブの幅（AW）は、翼部柱間寸法（IW）  

との間に下記のような比例関係が見られた。  

D  ＝2ノ7IW  ＝nV／（31／2）  

AbW  ＝3／10IW  ＝IW／（31／3）  

AW  ＝1／4IW  ＝IW／4  

（差0．017m）   

（差0．003m）   

（差0．003m）  

これらの式は、円柱下部直径よりアバクス幅が若干大きい寸法となり、アーキトレイブ幅は円柱下部直  

径より小さい寸法となることを示している。また、アバクス幅はAbW＝1／2IW－1／5IW、アーキトレ  

イブ幅はAW＝l／2IW－1／4IWとも記すことができ、アバクス上面の両端に1／40IWを残し、アーキト  

レイブが設置されることを示すものでもある。  

（AbW－AW）／2  ＝（1／4IW－1／5IW）／2  ＝1／40IW   

次に、円柱下部直径と単純な比例関係を示すものが幾つか存在しているのが分かった。  

d（円柱上部直径）  ＝5ノ6D  （差0．002m）  

AnW（アンタ幅）  ＝15／16D  （差0．001m）  

WT（壁厚）  ＝5／6D  （差0．001m）  

円柱上部直径に見られる比例関係は、ヴイトゥルヴイウスが15pedes以下の円柱において推奨する円  

柱下部直径と円柱上部直径の比例関係と同一である6）。アンタ幅は円柱下部直径より僅かに小さい寸法  

となることが示されており、アーキトレイブを支えるに十分であることも予想しうる比例関係となって  

いる。また、壁厚がアンタ幅より小さな寸法となるよう、壁厚をアンタ幅と同じく円柱下部直径の比例  

関係で決定するのは合理的であると考えられる。   

次に、エンタブラチュアの各部寸法に閲し検討する。トリグリフの幅（T）は巽部柱間寸法（IW）と  

の間に意味ある比例関係が見られないが、中央部柱間寸法（Ⅰ）との間には下記のような比例関係が成立  

していると考えられる。  

（差0．010m）  T  ＝2／15Ⅰ   

これは、3メトープ式のフリーズにおいて、トリグリフ幅とメトープの幅との間に2：3という比例関係  
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を創り出すものである。また、他の寸法においても中央部柱間寸法（Ⅰ）との単純な比例関係が成立して  

いるものがある。  

A（アーキトレイブの高さ）  ＝1／6Ⅰ  （差0．胱姑m）   

（差0．005m）   

（差0．003m）   

（差0．003m）  

F（フリーズの高さ）  

CorH（コーニスの高さ）  

SimH（シーマの高さ）  

＝1／5Ⅰ   

＝1ノ16Ⅰ   

＝1／16Ⅰ  

コーニスとシーマの高さは、その合計の高さを1／8Ⅰとし、それぞれをその1ノ2で決定したとも考えられ  

る。  

（差0．006m）  CorH＋SimH  ＝1／8Ⅰ   

フリーズの高さ（F）が1／5Ⅰ、トリグリフの幅が2／15Ⅰであるので、もし中央部のフリーズが3メトー  

プ式であったなら、メトープの幅仏加eW）はMetW＝1／3ト2／15Ⅰ＝1／5Ⅰとなり、メトープは正方形と  

なる。このことからもトリグリフ幅やフリーズ高さが中央部柱間寸法から、3メトープ式のメトープを  

創り出すための比例関係により導き出されたことは明らかである。尚、各部寸法相互の比例関係につい  

ては表4－2－1に纏めた。  

4－2－3．各部寸法の古代の尺度への換算   

設計の初期値として最も可能性が高いのは全体規模であろう。特に、アンティゴノスのストアのよう  

に長大なストアでは、尚更その全長が重要となる。1footの長さが0．295m～0．330mの間にあると仮定  

すれば、スタイロベイト上でのストア長さは362．33ft～405．32れと計算できる。この範囲内で設計の初  

期値として最も相応しいのは、単純な古代尺の完数である400ftであろう。   

主要な各部寸法の比例関係に閲し分析した結果、アンティゴノスのストアは、ストアの長さや賓部幅  

については翼部柱間寸法との比例関係で、また、エンタブラチュアの各部寸法は中央部柱間寸法との比  

例関係で設計されていることが明らかとなった。従って、設計の初期値である400魚から最初の基準寸  

法となる巽部柱間寸法が導き出されたと考えられる。   

400ftから翼部柱間寸法（IW）を求める方法は複数考えられる。先ず、最も単純な方法は、400rtを  

柱間数の47で割って導き出すことである7）。  

IW  ＝4（X）魚／47  ＝824／47れ  一＋81／2ft  

47という柱間数は、翼部幅（W）とストア長さ（L）がおよそ1：9の比となっていることから求められ  

る8）。即ち、翼部において正面6柱の神殿風ファサードとするために、翼部幅を53ノ10×翼部柱間寸法  

として設計することが意図された。従って、ストア長さはその9倍の477／10×翼部柱間寸法となる。こ  

こでストア正面の柱間数を47と決定した。   

次に、翼部幅（W）：ストア長さ（L）＝1：9から、大凡の翼部幅（W）を求め、それから翼部柱間寸  

法（IW）を算出方法が考えられる。  
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＝叫4／9rt  一⇒441／2ft9）  W  ＝400ft／9  

IW  ＝（441／2ft）／（53／10）  ＝82l！：53ft  →83！8ftor81／3ft  

また、基壇を含んだストア長さ（OL）をOL＝昭1．・～2IWlO）と考えれば、下記のように翼部柱間寸法が  

計算できる。  

IW  ＝400ft／（471ノJ2） ＝88／19f卜→83侶ft  

400rtから翼部柱間寸法を求める方法は複数あるものの、結果として81／2rtか83ノ8ft或いは81／3ftと  

なる。これらの何れかの方法で翼部柱間寸法が決定された後、これを基準寸法としてストア長さは再計  

算されたと考えられる。   

翼部柱間寸法（IW）が81／2ftである場合、巽部奥行を除いて、スタイロベイト上の各部寸法は下記  

のように計算できる。尚、この時の1ftの長さは0．29781mである11）。  

L（ストア長さ）  ＝473／10IW  ＝4021／20丘  一→402ft  

W，DpC（巽部幅、中央部探さ）  

＝451／20rt  →45ft  （差0．001m）   

＝L－2W  ＝312ft   

＝37IW  ＝3141／′2ft   

＝5IW  ＝421ノ2ft  （差0．007m）   

＝37IW  ＝3141／2ft  

＝53ノ10IW  

C（中央部深さ）  

u（ストア列柱長さ）  

WA（翼部列柱長さ）  

CA（中央部列柱長さ）  

また、柱位置寸法（SA）は、  

SA  ＝3／20IW  ＝111／40ft  →11／4ft  （差0．003m）  

となる。ここで、中央部の柱間寸法が、中央部列柱長さ（CA）を32等分し953‘／糾rtが求められる。と  

ころが、この寸法は古代の尺度で表記し得ないので、丸められてI＝913／16ft、即ち、9ft13dactylと  

されたと考えられる。  

Ⅰ  ＝CA／32  ＝953／64ft  →913／16ft  （差0．000m）  

従って、中央部柱間寸法に関連のあるスタイロベイト上の各部寸法は、丸められた中央部柱間寸法を用  

いて再計算されなければならない。  

CA（中央部列柱長さ）   ＝32I  ＝314ft  （差0．008m）  

C（中央部深さ）  ＝CA－2SA  ＝3111！2ft  （差0．002m）  

L（ストア長さ）  ＝2W＋C  ＝4011／2ft  （差0．001m）  

I．A（ストア列柱長さ）   ＝L－2SA  ＝399ft  （差0．006m）   

クレビスの路面幅（クレビス幅）は、巽部の正面と側面で、若干ではあるが無視することはできない  

程度、異なった寸法となっており、また、複数の部材寸法との比例関係が考えられる。ただ、平面設計  

における他の箇所の寸法が柱間寸法との比例関係で算出されると考えられることから、クレビス幅も柱  

間寸法と比例関係で算出された可能性が高い1ユ）。  

（差0．006m）   CreWSi血＝IW／8  ＝11／16ft  
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CreW竹0血＝ⅠⅥり（71ノ′2）   ＝2ノ・■15IW  

＝12／15rt  →11／′8rt  （差0．003m）  

正面のクレビス幅は、中央部柱間寸法との比例関係からも算出することができる。  

CreWLhz7t＝1／9Ⅰ  ＝113iノ144爪  →11／8f（  （差0．003m）   

ユーティンテリアの踏面幅（ユーティンテリア幅）は、クレビス幅との比例関係でも求められるが13）、  

単純に1／8rtという寸法が割り当てられたのかもしれない。また、クレビス上やユーティンテリア上に  

おけるストア長さや翼部幅は、クレビス幅やユーティンテリア幅の寸法が、単純に加えられ、或いは減  

じられて算出されたと考えられる。  

OL  ＝L＋2CreWSide   

OW  ＝W＋2CreWSide   

OC  ＝C＿2CreWSide   

OI」E   ＝L＋2EutⅥr   

OW  ＝Ⅵr＋2EutⅥr   

OC  ＝C－2EutW  

（差0．014m）   

（差0．014m）   

（差0．015m）   

（差0．002m）   

（差0．001m）   

（差0．001m）   

＝4035．唱n   

＝471侶丘   

＝3093／8rt   

＝4037ノ8rt   

＝473侶丘   

＝3091侶ft  

ところで、翼部奥行（DpW）については、翼部柱間寸法（rw）との比例関係から求める方法と、中  

央部奥行（DpC）に翼部突出長さ（Prqj）を加えて求める方法を示した。  

DpW  ＝72！3IW  ＝651／6ft  →651／8ft  （差0．005m）  

DpW  ＝DpC＋  

前者の場合、翼部突出長さ（n句）は翼部奥行と中央部奥行の差として求められるが、後者の場合は、翼  

部突出長さ（Prqj）は下記の式で求められた可能性がある－ことを、前に述べた。  

Prqj  ＝2×中央部柱間寸法＋隅柱間延長量＝2Ⅰ＋AE  

巽部の突出部側面のにおいて、隅柱間延長量（AE）は下記の式で求めることができる14）。  

AE  ＝（AⅥr－T）／2  

この計算で使用したアーキトレイブの幅（AW）は翼部柱間（ⅠⅥr）との比例関係で、トリグリフ幅（T）  

は中央部柱間寸法（Ⅰ）との比例関係で求められた可能性が高いことを先に記した。   

スタイロベイト上における各部寸法が決定する時点で、エンタブラチュア各部寸法が決定されていた  

かは判然とせず、単に、アーキトレイブ幅（AW）は柱間寸法の1／4、トリグリフ幅（T）は柱間寸法の  

2ノ15として認識されていた可能性がある。柱間寸法は当然翼部突出部における柱間寸法であり、中央部  

柱間寸法（Ⅰ）と同寸法と考えられたと思われる。従って、翼部突出部におけるアーキトレイブ幅（AW）  

及びトリグリフ幅（T）は下記のように算出できる。  

AⅥrpr句 ＝1／4Ⅰ  ＝229ノ64丘  →27／16rt  

Tprqj  ＝2／15Ⅰ  ＝137ノ120rt  →11ノ3丘   

この寸法を用いて隅柱間延長量（AE）を計算すれば、下記のようになる。尚、この時のトリグリフ幅は   

T＝11／3rtである。  

－  131 －   



4－2．StoaofAntigonosatDelos  

AE   ＝（AWPrqj－TPrd）／2＝53［－96ft  →1／2ft  

従って、翼部突出長さ（Ptqj）は、  

n句  ＝2Ⅰ＋AE  ＝201／8ft  （差0．007m）  

となり、巽部奥行（DpW）は下記のように計算できる。  

DpW ＝DpW＋Prqj   ＝651／6ft  →651／8ft  （差0．005m）   

以上、翼部奥行を算出する2通りの方法を示した。翼部突出長さを翼部幅の比例関係で導き出す方法  

は、その比例関係が単純であるということ以外、比例そのものに意味を見いだすことができない。しか  

し、翼部突出長さを中央部柱間寸法に関連させた長さとして導き出す設計手順には、クールトンが指摘  

するように、フィリップのストアの突出部と同様、突出部の入り隅部のフリーズをフルサイズとする設  

計法である。従って、翼部突出長さの設計は、後者の方法でなされた可能性が高いと思われる15）。   

次に、円柱下部直径、アンタ幅及び壁厚について、古代の尺度に換算する。  

D  ＝2／7IW  ＝23／7ft  一→23侶rt  （差0．002m）  

AnW  ＝15／16D  ＝229／128ft  →21／4ft  （差0．008m）  

WT   ＝5／6D  ＝147／4烏rt  →2ft  （差0．009m）   

最後に、立面各部の寸法について検討する。ユーティンテリアの高さ（EutH）は、ユーティンテリア  

幅に1侶ftという長さが直接与えられたと同じように、1／2ft（差0．001m）という尺度で決定されたと  

考えられる。また、スタイロベイトの高さとクレビスの高さは同寸法（CreH）で、クレビス幅と同じく  

翼部柱間寸法（Ⅳ）との単純な比例関係で求めることができる16）。  

（差0．001）  nltH  ＝1／2魚  

CreH  ＝1／10IW  ＝17／20軋  

→27／23ft  ＝131／2d拡tyl （差0．001）  

その他の立面における各部寸法を、比例関係通りに舌代尺に換算すれば、下記のようになる17）。  

d（円柱上部直径）  ＝5／6D  

＝147／48魚  →2ft  （差0．006m）  

AbW（アバクス幅）  ＝IW／（31／3）  

＝211／20ft  →29／16ft  （差0．008m）  

AW（アーキトレイブ幅） ＝IW／4  

＝211侶Oft  一斗21／8ft  （差0．002m）  

T（トリグリフ幅）  ＝2／15Ⅰ  

＝137ノ120ft  →11／3ft  （差0．003m）  

A（アーキトレイブ高さ） ＝1／6Ⅰ  

＝161ノウ6ft  →12ノ3れ  （差0．003m）  

F（フリーズ高さ）  ＝1／5Ⅰ  

（差0．006m）   ＝177侶Ort  →2ft  

－  132 －  



4－2．StoaofAntigonosatDelos  

CorH＋SimH（コーニスとシーマを合わせた高さ）  

＝1ノ8Ⅰ ＝129ノ／128rt  →11ノ4rt  

Cor＝SimH（シーマとコーニスの高さ）  

＝（11／4叫ノ′2   ＝5侶ft  （差0．∝楕m）  

1丘旧t＝0．29781mとして、以上の様に古代の尺度に換算した結果は表4－2－2に示した。また、尺度表  

示された最終的な寸法は、実測値との差もさほど大きいとは思われない範囲に収まっているように思え  

る。翼部柱間寸法が83侶ftまたは81／3ftとしても、上に示した手順で各部寸法を算出することができ  

る。翼部柱間寸法が83／8rtの場合は、1hot＝0．30175mとなる18）。この時の古代尺に換算した長さと  

実測値との差は、スタイロベイト上の各部寸法等で可成り大きくなる。また、翼部柱間寸法が81／3爪の  

場合は、1bot＝0．30367mとなる19）。この時の古代尺に換算した長さと実測値との差は、ユーティン  

テリアを含んだストア長さや翼部幅などで大きくなる。従って、古代尺に換算した寸法と実測値との差  

を比較した結果から鑑みて、翼部柱間寸法が81／2軋1bot＝0．29781mの可能性が最も高いように思   

われる。   

以上は、中央部柱間寸法を古代尺で表記可能な寸法に丸め、ストア長さなどを再計算するという設計  

過程であったが、中央部柱間寸法を丸めない設計過程も成立する。この設計過程を辿り算出された舌代  

尺と実測値との差が最も小さいのは、翼部柱間寸法が83侶れ1rt＝0．30185mの場合である叫。中央  

部柱間寸法は丸められないので、古代尺への換算は比例関係に乗っ取り淡々と各部寸法を算出すればよ  

く、その計算結果を以下に記す。  

（差0．（X氾m）   

（差0．005m）   

（差0．011m）   

（差0．002m）   

（差0．016m）   

（差0．∝X）m）  

L  ＝473／10IW   

W  ＝53／10IW   

C  ＝L－2W   

SA  ＝3／20IW   

CA  ＝C＋2SA   

I  ＝CA／32  

＝39611／80ft  →3961侶丘   

＝4431／80丘  一す443／8ft   

＝3073個食   

＝141／160rt  →11／4ft   

＝3097／8ft   

＝9175／2上箔魚  

この様に中央部柱間寸法（Ⅰ）は9175／256Ⅸという古代の尺度では表記不能な長さとなる。ところが、  

これは中央部列長さ（CA）を32等分することで求められる。32等分は中央部列長さを5回2等分する  

ことによって求めることができる。即ち、中央部柱間寸法が古代尺で表記不能な長さとなることを覚悟  

して、分割しやすい32等分ということを決定したとも考えられる。   

中央部柱間寸法（Ⅰ）が9175／256ftのままでは、この寸法を基準寸法とする各部寸法の比例計算に不  

便である。そこで、計算上の基準寸法としては、9175／2先rtを911／16rtと丸めた寸法が使用されたと  

考えられる。以下、翼部柱間寸法（IW）が81／2ftの場合と同じ過程を経て、各部寸法を求めることが  

できる。この計算結果は表4－3－3に示す。   

翼部柱間寸法が81／2rtで中央部柱間寸法を丸める設計手順と、翼部柱間寸法が83／8rtで中央部柱間  

寸法を丸めない設計手順から求めたそれぞれの結果と、実測値の差を比較した場合、どちらの誤差が小  
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Tc】bre4－2－2．Ancien†f00†ofeqchelemen†（1foo†＝0．29781m）  

（A）   （B）   

（C）  

1bot＝0．29781m   
（D）  

Symbol  トIeasure．   AncientFoot  
（魚）   

ProcessorCalculatioIl   

OEL   120．28   403 7／8   0．002  ＝OL＋2EutW（S）＝4037／8R   

OElⅣ   14．11   47 3侶   0．001  ＝OW＋2EutW（S）＝473侶R   

OEC   92．06   3091侶   －0．001  ＝OC－2EutlⅣ（S）＝3091侶托   

OL   120．19   403 5侶   －0．014  ＝L＋2CreW（S）＝4035／8魚   

01Ⅳ   14．02   471侶   －0．014  ＝W＋2CreW（S）＝471／8魚   

OC   92．15   309 3／8   0．015  ＝OL－20W＝3093／’8魚   

L   119．57   4011／2   ＿0．001  （1）＝473／10IW＝4021／20丘－＞40ヱ魚  
（2）＝C＋2W＝4011／2魚   

W   13．40   45   ＿0．001  ＝53ノ10IW＝451／20R一◆45允   

C   92．77   3111／2   
0．002  （1）＝L－2W＝312ft  

（2）＝CA－2SA＝3111／2R   

DpW   19．40   651ノ＄   0．005  ＝DpC＋Prqi＝651／8魚   

DpC   13．40   45   ＿0．001  ＝53／10IW＝451／20fl→45魚   

LA   11g．82   399   －0．006  ＝CA＋2WA＝399   

WA   12．65   421／2   ＿0．007  ＝5IW＝421ノ2氏   

0．00S  （1）＝37IW＝3141ノ2魚  

（2）＝32Ⅰ＝314魚   

CA   93．52   314  0．007  ＝2Ⅰ＋1／2丘＝201／8魚   

2．9225  913／16   0．000  ＝CA／32＝953ノ64氏一◆913／16魚   

IW   2．53   81／2   －0．001  ＝400Rノ47＝g24ノ47氏→81／2魚   

m   2．905   9 3／4   0．001  ＝13／20IW＝931／40→93／4R   

SA   0．375   11／4   0．∝8  ＝3／20IW三111／40R→11／4魚   

D   0．705   2 3侶   ＿0．002  ＝2／7IW＝23／7魚→23／＄魚   

AmW   0．662   21／4   －0．008  ＝15／16D＝229／128丘→21／4氏   

WT   0．5g7   2   ＿0．009  ＝5伯D＝147／48魚→2R   

CreW仲ont）   0．332   11／8   ＿0．003  ＝2ノ15IW＝12／15R→11個食   

CreW（Side）   0．31   11／16   ＿0．006  ＝1侶IW＝11／16什   

E蛸（honり   0．桐5   1偶   0．（X）S  

EutW（Side）   0．044   l／8   0．007   

EutH   0．15   1／2   0．001   

CreH   0．25   ヱ7／32   ＝1／10IW＝17／20魚→27／32魚＝131／2dactyle        ＿0．001   

d   0．59   2   ＿0．0（）6  ＝576D＝147／48魚→2魚   

CapH   0．273   15／16   －0．006  ＝3侶AbW＝123／128氏→15／16魚   

AbH   0．105   1／3   0．006  ＝1／8AbW＝41／12g凡→1ノ3ft   

AbW   0．755   2 9／16   －0．008  ＝3／10IW＝211／20魚→29／16氏   

AW   0．635   21侶   0．002  ＝1／4IW＝21侶氏   

T   0．40   11／3   0．003  ＝Ⅰ7（71／2）＝137／120魚→11／3魚   

Met   0．865   211／12   ＿0．004  ＝I「Ⅳ／2－T＝211ノ12R   

A   0．493   12ノ3   －0．α）3  ＝1／6Ⅰ＝161／96魚→12プ3魚   

F   0．59   2   ●0．006  ＝1／5Ⅰ＝177侶0氏→2允   

Co正i   0．18   5／8   －0．00（i  ＝1／16Ⅰ＝157／256R→5侶R   

SimH   0．18   5侶   ＿0．006  ＝1／16Ⅰ＝157／256氏→5侶氏   

′ ′  ′ ′   ′   ′■ ′． ′  ′  ′  0．Jタ2  

ー  134 －   



4L2・S10aOrAntigonosatDelos  

T（コbIe4－2－3．Ancien†foo†ofec］Che）emen†（lf00†＝0．30185m）  

（A）   （B）   

（C）  

1bot＝0．301S5m   
（D）  

（托）   S）′mbol  h一Ieasure．  AncientFoot   de良化mCe （m）   Process of Calculation 

OEL   120．28   39gl／2   ＿0．（X）7  ＝OL＋2EutW（S）＝39Sl／2氏   

OEW   14．11   46 3／4   ＿0．001  ＝OW＋2EutⅥr（S）＝463川魚   

OEC   92．06   305   －0．tX〉4  ＝OC－2EutW（S）＝305魚   

OL   1ZO．19   3981／4   ＿0．022  ＝L＋2CreW（S）＝3粥1ノ4魚   

01Ⅳ   14．02   461／2   －0．016  ＝W＋2CreW（S）＝461ノ2氏   

OC   92．15   3051／4   0．010  ＝OL－20W＝3051／4允   

L   119．57   3961／8   0．000  ＝473／10IW＝39611／SO魚→3961ノ8氏   

W   13．40   44 3／8   0．005  ＝53／10IW＝4431侶0托→413侶氏   

C   92．77   307 3／8   －0．011  ＝L－2W＝3073／＄魚   

DpW   19．40   糾1／4   0．006  ＝DpC＋Prqj＝糾1／4R   

DpC   13．40   44 3／■8   0，005  ＝53／10IW＝4431侶0托→413／＄魚   

LA   118．＄Z   393 5／8   0．004  ＝2WA＋CA＝3933／4R   

WA   12．65   417／8   0．010  ＝5IW＝417／8氏   

CA   93．52   309 7侶   －0．016  ＝37IW＝3097／ち托   

h句   6．00   19 7／8   0．001  ＝2Ⅰ＋1／2氏＝197ノ8丘   

2．9Z25  9175／256   0．000  ＝CA／32＝9175／256魚（→911／16魚）   

2．53   g 3／8   0．002  ＝400魚／（471ノ2）＝＄8ノ19氏→83／8凡   

IA   2．905   9 5侶   0．000  ＝13ノ20IW＝9101／160→95侶托   

SA   0．375   11／4   －0．（X）2  ＝3／20IW＝141ノ160魚→11／4氏   

D   0．705   21／3   0．001  ＝2けIW＝211ノ28良一◆21ノ3R   

AnW   0．662   ヱ 3fl（i   0．002  ＝15／1（iD＝23／16丘   

WT   0．587   115／16   0．002  ＝5／6D＝117／1＄魚一◆115ノ16丘   

CreⅥ7（丘ont）   0．332   11／8   ＿0．008  ＝2／15IW＝17ノ60托一◆11侶氏   

CreW（Side）   0．31   11／16   －0．011  ＝1ノ8IW＝13／64魚→11／16R   

EutW仲ont）   0．045   1侶   0．（X）7  

EutW（Side）  0．剛   1／8  0．006   

EutH   0．15   1／2   －0．001   

CreH   0．25   13／16   ＝1／10IW＝67侶0氏→13／16ft        0．005   

d   0．59   115／16   0．005  ＝5／6D＝117／1g侃→115／16R   

CapH   0．273   15／16   －0．010  ＝3侶AbW＝15／16R   

AbH   0．105   5ノ16   0．011  ＝1／8AbW＝5／16氏   

AblⅣ   0．755   21／2   0．000  ＝3ノ10IW＝241／80良一◆21ノ2氏   

0．635   21／8   －0．006   
＝1／4IW＝23／32良一◆21／8托  

AW■  
＝9／10D＝21／10氏→21侶氏   

T   0．40   11ノ3   －0．002  ＝Ⅰ／（71／2）＝137．／120氏→11／3R   

h4et   0．865   241／48   0．003  ＝IW／2－T＝241ノ48丘   

A   0．493   15侶   0．00ヱ  ＝1沌Ⅰ＝159ノ96ft→15／8氏   

F   0．59   115ノ16   0．005  ＝1／5Ⅰ＝115／16托   

CorH   0．18   5ノ8   －0．009  ＝1／1（iI＝155／256氏→5相托   

SimH   0．1＄   5／8   －0．009  ＝1／16Ⅰ＝157／256氏一◆5／8ft   

∫〟′乃♪d排re〝Cg∫（α如0加gvα山叫  0．2JJ  

－  135 －   



4－2．StoaofAntigonosatDelos  

さいか判断し難い。ただ、中央部列柱長さ（CA）においては、その古代の尺度に換算した結果と実測  

値との差が、後者の方が若干大きい。また、32分割という等分しやすい数字であっても、約93mとい  

う長さを等分するのは可成り困難であるように思える。そこで、本節では、このストアは巽部柱間寸法  

を81／2ftとして、中央部柱間寸法を丸める設計過程がとられた可能性が高いと判断した。  

4－2－4．アンティゴノスのストアの設計法に関する考察及び設計過程のまとめ   

アンティゴノスのストアにおいて、ストア長さや翼部幅は巽部柱間寸法との比例関係で、また、エン  

タブラチュアの各部寸法は中央部柱間寸法との比例関係で設計されている。これはスタイトベイト上の  

寸法を決定した後、設計変更がなされたことを示唆している。   

一方、巽部幅と翼部柱間寸法（IW）との比例関係はタソスの翼付ストアと基本的には同じものであっ   

た。  

翼部幅 ＝（柱間数＋3／10）IW  

タソスの巽付ストアの場合は、この比例関係は、2メトープ式のフリーズを持つ正面において、初期の  

段階における隅柱間短縮を考慮したスタイロベイトの短縮量（SC）を1ノ5IWとし、柱間寸法から正面  

長さを算出する式であると考えられた。  

巽部幅 ＝（柱間数＋1／2）IW－SC ＝（柱間数＋1／2）IW－1ノ5IW  

また、2メトープ式であるコリントの南ストアでも同一の比例関係が見られる。即ち、（柱間数＋3／10）  

×IWという比例関係式は2メトープ式を意図したものであり、従って、アンティゴノスのストアの場  

合も、先ずは翼部幅を2メトープ式のフリーズにすることを意図し設計されたと考えられる叩。この後、  

メトープが3メトープ式と変更され、そこで円柱下部直径（D）が2／7IWとして設計されたユヱ）。この結  

果、隅部の柱間が短縮されない結果となったと考えられる。   

ところが、このストアの建築家は、エンタブラチュアの設計を翼部柱間寸法（ⅠⅥr）との比例関係で実  

施した場合、エンタブラチュアの各部寸法が小さすぎると判断したように思える。そこで中央部柱間寸  

法（Ⅰ）を若干大きくすることにし、中央部列柱長さ（CA＝37IW）を32等分し、中央部柱間寸法（Ⅰ  

＝15ノ32IW）を求めた。その後、エンタブラチュアの各部寸法を中央部柱間寸法（Ⅰ）との単純な比例  

関係で算出した。   

アンチイゴノスのストアは、ストア長さが巽部幅と同じ方法で設計されているが、これもタソスの巽  

付ストアの設計法と同一である。  

ストア長さ  ＝（柱間数＋3ノ′10）×巽部柱間寸法  

巽部幅  ＝（柱間数＋3ノ10）×翼部柱間寸法  

タソスの翼付ストアの場合は、このようにストア長さを決定することにより、巽部柱間寸法（IW）と中  

央部柱間寸法（Ⅰ）との間に2：3、即ちⅠ＝11．／2IWにできるだけ近い比例関係を創ることが意図された  

ように思える。つまり、設計当初の構想では中央部列長さ（CA）はCA＝4IWである。これを3等分  
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すれば11／3IWとなる。実際の設計では、中央部列長さ（CA）はCA＝ストア長さ－2×翼部幅＋2×  

柱位置寸法＝413／90IW、これを中央部柱間数の3で除せば、CA／3＝1103／270IW＝l．3824IWとなる。  

従って、設計の当初の段階より更にⅠ＝11／2IWに近い寸法となる。   

アンティゴノスのストアの場合は、中央部柱間寸法（Ⅰ）と翼部柱間寸法（IW）との比例関係には何  

の意図も見あたらず、ただ、中央部柱間寸法を若干広くしようと、37柱間分の長さが32等分されただ  

けの様に見える。しかし、当初、翼部を2メトープ式、中央部が3メトープ式で構想されていたとした  

ら、次の様に考えることができる。   

翼部が2メトープ式であれば、柱位置寸法（SA）は3ノ20IWではなく、もう少し大きな寸法が構想さ  

れていたと思われる。これをタソスの翼付ストアの柱位置寸法（SA）と同じと考えれば、SA＝2i9IW  

となる。従って、ストア長さ（L）が473／10IW、翼部幅（W）が53／10IWであるので、中央部列柱  

長さ（CA）は次の様になる。  

＝3713／聞IW  CA  ＝L－2W＋2SA   

これを25等分すれば、CA／25＝1．4858IWと、11／2IWに近い寸法となる。即ち、アンティゴノスのス  

トアも、タソスの翼付ストアと全く同様の方法で、翼部2メトープ式、中央部3メトープ式とし、中央  

部の柱間寸法を翼部の凡そ1．5倍の寸法として設計することは可能である。アンチイゴノスのストアの  

ストア長さや翼部幅の設計法及びその寸法を決定する比例関係の比が、タソスの巽付ストアのそれらと  

全く同一であることを鑑みれば、アンティゴノスのストアも設計当初は上記のような構想があったもの  

と考えられる。   

翼部突出長さは中央部柱間の2倍と考えられた。ところが、隅柱間が短縮されないことは円柱下部直  

径が決定された時点で分かっているので、入り隅部近くの突出部の柱間を延長するため、中央部柱間寸  

法の2倍に1／2ftが加えられ翼部突出長さが決定された。この段階でストアの施工が可能となる。   

エンタブラチュアの各部寸法は、中央部柱間寸法との単純な比例関係で求められたが、アーキトレイ  

ブの幅だけは、アバクス幅との関連から、翼部柱間寸法との比例関係で算出された。これは、円柱の設  

計が翼部柱間寸法との関連により設計されていることに起因していると考えられる。また、アーキトレ  

イブ幅はアーキトレイブ高さとは独立した寸法であることも示している。   

フリーズ寸法は3メトープ式の比例関係で設計されているものの、実際には2メトープ式とされた。  

その原因は、一つには柱間上部のトリグリフに雄牛の頭の彫刻が取り付けられたことにあるように思わ  

れる。つまり、1柱間上に雄牛の彫刻が施されたメトープを2個配置すれば、フリーズが視覚的に重厚  

に成りすぎるように感じられる。従って、これを避けるために、トリグリフの数を減じたという理由が  

考えられる。   

また、アーキトレイブ幅が翼部柱間寸法との比例関係で設計された結果、中央部柱間上に乗せられる  

アーキトレイブ幅としては狭いものとなっている。その上、通常のものより重量のある雄牛の彫刻が付  

けられたトリグリフが乗せられる。そこで、トリグリフの数を減らし、アーキトレイブに係る荷重を軽  

減したとも想像できる。  
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今一つは、翼部正面のフリーズの設計に起因していると考えられる。このストアの翼部正面には、中  

央部柱間寸法との比例関係で決定された幅を持つトリグリフが乗せられている。ところが、翼部柱間寸  

法は中央部柱間寸法より狭い。このストアで意図されたトリグリフ幅とメトープ幅は2：3であるが、翼  

部正面において3メトープ式とすればトリグリフ幅とメトープ幅は2：2．22となり、メトープの幅が可  

成り狭くなる。そこでメトープの幅を広げて2メトープ式とされた。中央部においてもこれに習い、2  

メトープ式のフリーズとなされたと考えられる。   

以上のことを含め、デロスのアンティゴノスのストアの平面及び立面における各部寸法相互の比例関  

係を分析することにより明らかとなったことを纏めると、下記のようになる。  

（1）アンティゴノスのストアは、ストア長さが亜Orしストア長さ：翼部正面長さ＝9：1として構想さ  

れた。  

（2）このストアは、巽部柱間寸法を基準寸法として、スタイロベイト上でのストア長さがその473．／10  

倍、翼部幅及び中央部奥行が53ノ10倍として決定された。この時、翼部柱間寸法は81ノ2rし1fbot  

＝0．29781mとなる。尚、この段階では、巽部のフリーズは2メトープ式が構想されていたと考え  

られる。  

（3）エンタブラチュアの設計に当たり、フリーズが2メトープ式から3メトープ式へ設計変更された。  

またこの時、翼部柱間寸法の37倍の長さの中央部列柱長さを32等分し、新たに中央部柱間寸法を  

割り出した。エンタブラチュアの各部寸法は、中央部柱間寸法との単純な比例関係で算出される。  

（4）このストアの中央部奥行寸法は、翼部幅と同寸法として計画され、実施された。また、巽部突出長  

さは基本的にはメガロポリスのフィリップのストアと同じく、入り隅部近くのメトープ幅をフルサ  

イズとする設計がなされた。  

図4－2－3から分かるように、可成り変わったェンタブラチュアの設計となっているが、その原因はトリ  

グリフの雄牛の頭の彫刻ばかりでなく、設計途中での基準寸法の変更にも起因していることが分かった。  

尚、デロスのアンティゴノスのストアの主要部に関して設計過程を纏めると、下記のようになる。  

（1）基本構想（1ft＝029781m）  

ストア長さ  ＝400ft  

ストア長さ：翼部幅  ＝9：1  

巽部正面  

全柱間数  

中央部  

（2）葉部柱間寸法の決定  

翼部柱間寸法  

（3）ストア長さの算出  

ストア長さ  

＝6柱式（5柱間）  

＝47柱間分  

＝37柱間分（後に32柱間に等分）  

＝400rt÷47  →81／2n  

＝473り0×翼部柱間寸法  ＝＞4011．ノ2rt   
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翼部幅  ＝53／10×翼部柱間寸法  

中央部列柱長さ  ＝37×基準寸法  

◎中央部柱間寸法を求める段階で、2メトープ式から3メトープ式への設計変更   

（但し、比例関係のみ3メトープ式で、実際のフリーズ形式は2メトープ式）  

中央部柱間寸法  ＝中央部列柱長さ÷32  

＊中央柱間寸法は古代尺で表記できるように丸められる。  

柱位置寸法  ＝3／20×巽部柱間寸法  

一→45rt   

＝＞314rt  

→913／16rt  

→11／4ft  

＊2メトープ式から3メトープ式に変更したため、隅柱間短縮量がOrtとなった。  

（4）ストアの深さの算出  

中央部深さ  

翼部突出長さ  

翼部深さ  

＝53／10×翼部柱間寸法  →45rt  

＝2．×中央部柱間寸法＋隅柱間延長量  ＝201侶rt  

＝中央部深さ＋翼部突出長さ  ＝651／8ft  

＊隅柱間延長量は、（トリグリフ幅－アーキトレイブ幅）÷2で求められる。  

（5）エンタブラチュアの設計  

トリグリフ幅  ＝2／15×中央部柱間寸法  →11／3ft  

＊トリグリフ幅の柱間との比例関係は3メトープ式を示すが、実際は2メトープ式  

＊トリグリフは中央部も翼部も同寸法の部材が使用  

アーキトレイブ高さ  ＝1／6×中央部柱間寸法  

フリーズ高さ  ＝1／5×中央部柱間寸法  

＊アーキトレイブ高さ：フリーズ高さ＝5：6  

コーニス高さ＋シーマ高さ ＝1／8×中央部柱間寸法  

→12ノ3ft   

→2rt  

→11／4n   

→ 5ノ8n   

→5侶ft  

＝1ノ16×中央部柱間寸法  

＝1／16×中央部柱間寸法  

コーニス高さ  

シーマ高さ  

（6）円柱の設計  

円柱下部直径  

円柱上部直径  

アバクス幅  

アーキトレイブ幅  

＝2ノ7×翼部柱間寸法  

＝5／6×円柱下部直径  

＝3／10×翼部柱間寸法  

＝1／4×翼部柱間寸法  

＝5／6×アバクス幅  

一斗23／8ft   

→2ft   

→29／16rt   

→21侶魚   

→21／8ft   
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注：  

1 AntigonosGonatas、在位期間は紀元前277－239年  

2 JIJ．Coulton，TheArchiEecturaEDevetopmenEqF771eGreekSEoa．0ゆTd，1976，P．231  

3  FernandCourby，E坪loradonATChゐlogiquedeDibsVLePortiquedAnEigoneouduNo〝お－Eft，Paris，1912，PP・13－45，  

遺跡は、ストアの東側においてはトイコベイトまでほぼ完全に残存し、西側にはクレビスの一部が残ってい  

る。従ってストア長さの実測は可能である。また東側翼部正面では、東端から4番目の円柱が乗っているス  

タイロベイトまでが残っている。中央部やストアの背面には基礎しか残存しておらず、深さ方向の寸法は基  

礎を手がかりとした復元値となる。中央部の柱間寸法は実測できる箇所は無いが、ストア内部柱の基礎がほ  

とんど残存しており、中央部においては正面の2柱間ごとに内部柱が立てられるという復元に符合する。尚、  

本節で使用した中央部柱間寸法は、中央部列柱長さを32等分して求めた値を用いた。   

4 J．）．Coulton（GreekStoa），OP．Cit・”P・133  

5 第3章第1節（p．槌）参照  

6  森田慶一訳注、ウイトルーウイス建築書、東海大学出版会、1974、ⅠⅠⅠ．3．12  

7  ストア長さ＝473／10×（翼部柱間寸法）という比例関係から導き出しても、同様の結果が得られる。  

翼部柱間寸法＝400rt／（473／10）＝8216A73ft→81／2rtor87／16ft  

通常、古代の尺度で表現可能な寸法に丸める場合、上記のように端数を切り捨てるか切り上げるかで、2通り  

の結果が得られる。しかし、翼部柱間寸法は他の寸法を割り出すための基準となる寸法であるので、この様  

な場合、舌代尺として、より単純な寸法が選ばれたと考えられる。従って、上記の場合は87ノ16rtではなく、  

81／2rtが計算結果である可能性が高い。  

また、翼部柱間寸法＝87／16rtである場合、1rt＝0．29977mとなる。この尺度を用いて計算すれば、翼部の  

突出部長さがちょうど20rtとなる。即ち、実部突出長さは、2×中央部柱間寸法＝191／2rtとして計算した  

後、設計上、重要な寸法ではないとし考えられ、20rtに丸められたという解釈が成り立つ。しかし、業部柱  

間寸法＝81／ユーtとした場合より、理論値と実測値の差が全体として若干大ききく、特に、ユーティンテリア  

を含んだストアの長さや翼部正面幅などにおいて、大きな差が生じる。  

8  翼部幅＝1／9×ストア長さ＝13．286m（差＋0．114m）  

9  翼部将＝∠拘4／9rtを丸めずそのまま53／10で割れば、8184／477rt→83／8rtor81／3rtとなる。従って計算上は、  

軍部幅＝叫4／9rtを丸めず計算しても、翼部幅＝441／2托と丸めて計算した場合と同じ結果となる。  

また、軍部幅＝444／9rtを、大きく45rtに丸めた場合は、ストア長さの400rtを47等分して求める計算結果  

と同じく、翼都柱間寸法は81／2ftとなる。  

W  ＝400rt／9  ＝414／9rt  亡＞45rt  

IW  ＝45rt／（53／10）  ＝826／53  －す81／2rt  

lO 基壇を含んだストア長さ＝471／2×巽部柱間寸法＝120．08m（差0．110m）  

11 古代尺の計算を進める中で、最終的なストア長さ（L）が4011／2rtとして算出される。従って、ストア長さ  

（L）の実測値である119．57mを4011／2托で除し、1foot＝0．29781mを算出した。  

12 他に、柱位置寸法（SA）との比例関係も見ることもできる。  

CreW＄ide ＝5／6SA  ＝11J24ft  →11／16ft  

CreWfrQnt ＝8，I9SA  ＝11／9ft  一＋11／8ft  

13 ユーティンテリア幅は、下記のように正面、側面のクレビス暗から算出できる。  
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EutW  ＝1／7CreW＄ide  ＝17／112rt   

EutW  ＝2／15CreWfront  ＝3！20ft  

→1／8rt  （差＋0．008、＋0．007）   

→1唱rt  （差＋0．008、＋0．007）  

14 J．）．Coulton（GreekStoa），OP．Cit”P．133  

この式は、通常、ドリス式建造物における隅柱間短縮量の理論値を求めるものであると考えられている。し  

かし、実際この式が意味するものは、隅部における円柱中心とトリグリフ中心とのズレの距離を算出する計  

算式である。  

15 巽部突出部の柱間寸法（IP）は、復元では突出部の1／2となっているが、明確な根拠は示されていない。  

IP  ＝1／2Pr（わ  ＝101／16托  （差0．003m）  

翼部突出長さが部柱間寸法（Ⅰ）の2倍に隅柱間延長量（AE）を加えて求められたのであれば、突出部正面側  

の柱間寸法（IPftont）は中央部柱間と同寸法として、突出部入り隅側の柱間寸法（IPrd肌）は中央部柱間寸法  

に隅柱間延長量（AE）を加えた寸法となる。  

IPftont  ＝Ⅰ  ＝913／16rt  

IPrettm  ＝I＋AE  ＝105／16ft  

16 他に、円柱中心からスタイロベイト端までの距離（SA）との比例関係を見ることもできる。  

CreH  ＝2／3SA  ＝5／6ft  （差0．002）  

17 シーマの高さを含んだエンタブラチュアの高さ（EnhH）は、中央部柱間寸法の約1／2となっていることから、  

エンタブラチュアの高さを中央部柱間寸法との比例関係で求めた後、各部寸法が割り振られたとも考えるこ  

とができる。  

EnbH   ＝1／2Ⅰ  ＝429／32rt  →47侶rt  （差－0．∝汐m）  

ところが、エンタブラチュアの高さから各要素の高さを導き出すためには、A：F：（CorH＋SimH）＝1／5：   

1／6：1／8＝24：20：15という比例関係で分割しなければならない。これは極めて困難であり、従って、エン  

タブラチュアの高さを分割し各要素の高さを求めるという設計過程が取られた可能性は小さいと考えられる。  

18IW＝83／8ftの場合、L＝3961／4ftとなる。従って、1ft＝（119．57m）／（3961／4ft）＝0．30175mとなる。  

19IW＝81／3ftの場合、L＝3933／4ftとなる。従って、1ft＝（119．57m）／（3933／4ft）＝0．30367となる。  

20IW＝83／8ftで中央部柱間寸法を丸めない場合、L＝3931／8ftとなる。従って、1ft＝（l19．57m）／（3961／8ft）＝  

0．30185mとなる。  

21 コリントの南ストア（紀元前ゴ世紀初め）の柱間寸法は2．34mでアンティゴノスのストアの柱間より、約0．2  

m程度しか小さくない。このストアはストア長さが約165mという長大なストアであるが2メトープ式で建  

造されている。そのため円柱の直径も約0．96mと大きい。また、オロボスのストア（StoaattheAmphiaraion   

inOropos，C．360B．C．）は柱間寸法が2．286mと、コリントの甫ストアより小さいが3メトープ式となっている。  

確かに、フリーズが3メトープ式である柱間寸法が、2メトープ式である柱間寸法より、概ね長いものが多い  

ように思われる。しかし、3メトープ式と2メトープ式の何れであるかを、柱間寸法だけで判断することは難  

しい。  

22 タソスの翼付ストアでは、円柱下部直径（D）は、柱間寸法（IW）の約2／5倍で設計されている。即ち、柱間  

寸法を21／2で除した寸法である。一方、アンチイゴノスのストアの円柱下部直径（D）は、柱間寸法（IW）  

の約2／7倍、即ち、柱間寸法を31／2で除した寸法となっている。  

タソスの翼付ストア  D  ＝IW／（21／2）  

アンティゴノスのストア  D  ＝IWノ‘（31／2）  
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4－3．リンドスの翼付ストアの設計法  

4－3－1．はじめに   

ロードス島はトルコ沿岸に近いエーゲ海の南東部に位置する島である。紀元前4世紀、この島の西岸  

にあるリンドスという古代都市のアクロポリスに、ドリス式アンフイ・プロスタイル形式のアテナ神殿  

が再建された1）。紀元前3世紀初めには、神殿の前にプロピライアとそれに至る中央階段が建設されZ）、  

紀元前3世紀後半には、中央階段の前に翼付ストアが建設された3）。   

図4－3－1の平面図に見られるように、リンドスの翼付ストアは、中央部分の大階段により2つの部分  

に切断され、L型ストアが中央階段を挟んで2棟建てられたような形式となっている。しかし、中央部  

には、左右のストアのファサードから連続した列柱がスクリーンのように立てられ、建築としての一体  

性を確保している。これまで見てきた他の翼付ストアと最も異なる特徴は、中央部柱間寸法（Ⅰ＝2．62  

m）と巽部柱間寸法（IW＝2．61m）が同じ寸法と見なせるほどの僅かの差しかなく、共に3メトープ式  

のフリーズが乗せられていることである。また、中央階段部の左右に建てられた壁や、スクリーンとし  

て建設された中央部列柱の裏側にも、正面と同じようなエンタブラチュアが乗せられていることも特異   

である。   

本節では、上記のような特徴を有するリンドスの翼付ストアの各部寸法相互の比例関係を分析するこ  

とにより、このストアの設計手順を復元すると同時に、その設計法に閲し考察する。尚、このストアの  

各部寸法は全てデイツグベの発掘報告書4）よりより待るか、それらの寸法を使用し加減算で求めた。各  

部寸法及び各部を表す記号は、表4－3－1（A）（B）欄に記す。また、主要な各部を表す記号は図4－3－1～  

図4j－4にも示した。  

4－3－2．各部寸法相互の比例関係  

このストアの各部相互の比例関係を分析した結果、基壇を含んだストア長さ（OL）と巽部幅（0Ⅵり  

Fjg．4－3－1．Thep［QnOf†hes†ocIWithw（ngSC）fLjndos  
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との間に9：1の比例関係が在り、また、スタイロベイト上でのストア長さ（L）や巽部幅（W）は、中  

央部柱間寸法（Ⅰ）との間に下記のような比例関係が成立していることが判明した。  

（差0．007m）   

（差0．025m）   

（差0．（カ8m）  

OW  ＝1／90L   

L  ＝33I   

W  ＝31／6Ⅰ  

また、中央部長さ（C）、中央部列柱長さ（CA）及び柱位置寸法（SA）も、中央部柱間寸法（Ⅰ）との比  

例関係式が成立している。  

C  ＝262／3I  

CA  ＝27I  

SA  ＝1ノ6Ⅰ  

（差0．0（侶m）   

（差0．000m）   

（差0．004m）5）  

尚、中央部柱間寸法（Ⅰ）と翼部柱間寸法（IW）は1cmの差しか無く、同寸法として設計されたと考え  

られる。  

（差0．010m）  IW  ＝Ⅰ   

以上の様に、平面上の主要な各部寸法と中央部柱間寸法との間には、単純な比例関係が見られるが、そ  

の中で、特に特徴的であると考えられるのは、ストア長さが中央部柱間寸法の整数倍になっていること  

である。これは、次のように説明できる。   

ストア正面の柱間数をm、翼部正面の柱間数をm（中央部列柱の柱間数は、m－2nとなる）、kを単純  

な分数とすれば、翼部幅（W）、中央部長さ（C）、柱位置寸法（SA）は下記のように表記できる。  

W  ＝（n＋k）Ⅰ  

Fig．4－3－2．TheecIS†wingof†hes†○（コWiThwings（】†Lindos  
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C  ＝（m－2n）I－2SA  

SA  ＝kI   

従って、ストア長さ（L）は、下記のように計算できる。  

L  ＝2W＋C  

＝2（n＋k）Ⅰ＋（m－2n）ト2SA  

＝mI＋2（kI－SA）  

上式から、ストア長さが柱間寸法の整数倍（L＝mI）となるのは、SA＝kIの場合であることが分か  

る。ゼウスのストアでは、大凡、以下のような比例関係が見られた（表2－1－1参照）。但しIWは翼部柱  

間寸法である。  

L  ＝22IW  

W  ＝51／4Ⅳ  

＝44．264m  （差0．112m）   

＝10．563m  （差0．∝蜂m）  

ゼウスのストアでは、SA＝1／4IWではなく、SAZCtk；＝2／9I＝I／（41／2）となっているため、ストア長さ  

（L）が柱間寸法×柱間数として算出される長さより若干長くなっている。リンドスの翼付ストアの建築  

家は、W＝（n＋k）Ⅰ、SA＝kIとすれば、ストア長さ（L）は柱間寸法の整数倍となることを認識してい  

l   l  「  l           口            l          l  t                   l’ l              l   

Fig．4－3－4．Theorderof†hes†oQ  

WiThwlngS（コ†Lindos   

Fig．4－3－3．Theelevcl†ion（コ†cen†rcIIpclr†  

fromgre（コ†s†qirc（コSe  
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T（】bIe4－3－1（1）．ProporTionbe†weenelemen†son†heplqn  

（A）   （B）   （C）  

elemenb  

S）・mbol   
meaSure．  Propo鵬on   
（m）  

0verallLengtb   OL   87．96  ＝Ca．901Ⅳ   

Ol’erallⅥridlborWings  01Ⅳ  9．78  

＝Ca．33／4Ⅰ  

0verallWidtborCentIalPa正  OC  68．40   

bngthontheSIylobateorStoa   L   86．485  ＝33Ⅰ   

Wi血bontbeSIylobateorWings   1Ⅳ   8．305  ＝31／6Ⅰ   

bmgthontheS年lobateorCentIalPa正   C   69．＄75  ＝262／3Ⅰ   

Dep仙orWings   DpW   18．925   

D叩tbofCemtIdPa正   DpC   ＄．445   

AxialDistaJICebetweenangleC01umnoftheStoa   LA   ＄5．62  ＝322／3Ⅰ   

AxialDistancebetweenangleColumnatWings   W’A   7．44  ＝25ノ6Ⅰ   

AxialDistancebetweenaLngleColumnsatCentralPar（  
AxialLengthofCentralColonnade   

CA   70．74  ＝27Ⅰ   

prqjectionorWings   Pl句   10．∠は  ＝4Ⅰ   

AxialIntercolumniationatCentralPart   2．62  ＝01Ⅳ／（33／4）   

AxialIntercolummiationatWings   2．61  

AngleAxialIntercolumniationatWings   IlⅣA   ヱ．415  ＝11／12Ⅰ   

Distance丘omsecondColumnAxis  
m（Wimg）   2．＄48  ＝11／12Ⅰ   

toed賢eOfStYlobateatWin亡S  

Distance丘omsecondcentralAntaAxis  
IA（Center）   

toed巳eOfStvlobateatCentralPatt  
2．98＄  

AngleConlractionatWings   AC（Wing）   0．195  

AngleContractionalPrqjection   AC（p一句）   0．20   

Distance丘omColumnAxistoedgeofStylobate  SA  0．433  

＝1／6IW  

StYlobateWidtb  S  0．885   

LowelDiamelerColu加   D   0．78  ＝3／10Ⅰ   

WidthofinnerAnta   AnW   0．77  ＝D＝3／10Ⅰ   

DiamcterofinnerAnta  AnD  0．735  

＝15／16D  

Thickneisofwal1（WingSideofOrthostate）  WT  0．66   

＝11／13D   

WidthofLowerCFePis   2C托W（lVimg）   0．737  ＝2／7Ⅰ   

WidthofLowerCrepis   CIeW（lower）   0．375  ＝1／7Ⅰ   

WidthofUpperCrepis   CreW（upper）   0．3＄  ＝1／7Ⅰ   

WidthofEuthynteriaat丘ontofWings   EutW（Wing）   0．15  

WidthofEuthynteriaat丘ontofCentralPart   EulW（Center）   0．17   

たように思える。   

次に、奥行方向の寸法に閲し検討する。リンドスの翼付ストアでは、ストアの奥行方向の寸法と単純  

な比例関係を持つ寸法は見いだせないが、翼部突出長さ（h句）は、中央部柱間寸法（Ⅰ）の丁度4倍と  

なっている。  

n句  ＝4Ⅰ  （差0．000m）  

この比例関係は、翼部突出部の入り隅近くのメトープをフルサイズのメトープにするための手法として  
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Tく】ble4－3－1（2）．Propor†ionbe†weene暮emen†son†heelevQ†ion  

（A）   （B）   （C）   （D）  

elements  
Symbol   

mea5ure．  de托rence  
（m）   Propo血on  （m）   

HeightofCrepis＆St）一lobate   Cr亡H   0．21  ＝（1ノ4Ⅰ）／3＝1／12Ⅰ   －0．008   

Height of Stylobate StyH   0．ヱ3  ＝（1／4Ⅰ）／3＝1／12Ⅰ   0．012   

ColummHeight   H   5．00   

HeightofColumnShaLt   Sham   ＝6D   ＿0．013  

UpperDiameterofColumn   d   0．635  ＝5／6D   －0．015   

Capital Height CapH  0．333  0．006  

＝1／15H＝＝1／14Sha什i  0．000  

Abacl娼Heigbt  AbH  0．145   0．002  

＝1／6AblⅣ  0．005   

Abact遁Width  AbW  0．84  －0．007  

＝1／6H  0．007  

ThicknessofArchitlaVe  AW  0．74   －0．001  

＝2／7Ⅰ  －0．009   

WidthofTriglyph   T   0．35  ＝2ノ15Ⅰ   0．001   

WidthofMetopeaIWings   hlet   0．525  ＝1／5Ⅰ   0．001   

ArcbitraveHeight   A   0．45  ＝Ca．1／6Ⅰ   0．013   

HeigbtofFrieze   F   0．535  ＝Ca．1ノ5Ⅰ   0．011   

HeigbtofComice   CorH   0．37  ＝1／7Ⅰ   －0．004   

PrqjectionofComice   CoIP   0．23  ＝1／12Ⅰ   0．012   

使用されている。翼部突出長さが中央部柱間寸法の4倍として設計されたのであれば、ストアの棄却奥  

行と中央部奥行は、その何れかが決定された後、翼部突出長さを加えるか減ずることにより求められた  

ことになる。中央部奥行は、巽部幅に近い寸法となっていることから、中央部奥行（DpC）に翼部突出  

長さ（n両）を加えて翼部奥行（DpW）が算出された可能性が高いと考えられる。  

DpW  ＝DpC＋Prqi   

翼部幅（W＝8．305m）と中央部奥行（DpC＝8．445m）の差は0．140mである。この差は、巽部にお  

ける第二柱位置寸法（IA血g＝2．848m）と、中央部のアンタ円柱中心6）からスタイロベイト端までの  

距離（IACntCr＝2．988m、以下、「アンタ位置寸法」と記す）との差（IACntCr－IAⅥing＝0．140m）と、同  

寸法となっている。即ち、中央部奥行は翼部奥行と同じ方法で算出された後、アンタ位置寸法が、何ら  

かの理由で0．140m、延長されたと考えることができる。この件に関しては、後に検討する。   

円柱下部直径（D）は、中央部柱間寸法（Ⅰ）や柱位置寸法（SA）との間に比例関係が見られる。  

（差0．006m）   

（差0．001m）  

D  ＝3／10Ⅰ  

＝14i5SA  ＝9／10×2SA  

側壁先端のアンタ部は、四角い柱形のアンタ前部に半円柱が取り付けられると言う、特殊な収まりと  

なっている。柱形アンタの幅（AnW、以下、「アンタ幅」と呼ぶ）は円柱下部直径とほぼ同寸法となっ  

ている。また、半円柱部のアンタ直径（AnD、以下、「アンタ直径」と呼ぶ）や壁厚（WT）は、中央部  

柱間寸法（Ⅰ）との比例関係で、若しくは、円柱下部直径（D）との比例関係で求められた可能性がある。  
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（差0，004m）   

（差0．016m）   

（差0．004m）   

（差0．005m）   

（差0．000m）  

AnⅥr  ＝D  
＝3ノ●10Ⅰ  

AnD   ＝2ノ7Ⅰ  

＝15ノ16D   

Ⅵ  ＝1／4Ⅰ  

＝11／13D  ＝（51ノ2）一／（61／2）×D  

壁の厚さ（Wr）は中央部柱間寸法（Ⅰ）の1／‘4という、極めて単純な比例関係となっている。また、ア  

ンタに関連する各部寸法も中央部柱間寸法（Ⅰ）との比例関係が成立している。従って、各部寸法は、円  

柱下部直径と直接的な比例関係が無くとも、中央部柱間寸法との比例関係を介して円柱下部直径との寸  

法比較が可能である。さらに他の平面上の各部寸法が、中央部柱間寸法との比例関係から算出されたと  

考えられることを鑑みれば、アンタ幅、アンタ直径、壁厚も、中央柱間寸法との比例関係から算出され  

た可能性が高いように思える。   

このストアは、本論文で取り上げた巽付ストアの中では、唯一、円柱の高さ（H）が判明している。円  

柱の高さは、他の何れの寸法とも単純な比例関係が発見できなかったが、柱身の高さ（Sh劇）と円柱  

下部直径（D）との間に、単純な比例関係が見出せた。  

ShafH ＝6D  （差0．O13m）  

また、円柱上部直径（d）も円柱下部直径（D）との単純な比例関係で求められているように思える。  

d  ＝5／6D  （差0．015m）   

一方、アバクス幅（AbW）は円柱高さ（H）の1／6という比例関係が成立している。  

AbW  ＝1／6H  （差0．007m）  

柱身の高さ（ShafH）が円柱下部直径の6倍、それに柱頭の高さ（CapH）7）を加えて円柱の高さ（H）が  

決定され、円柱高さの1／6としてアバクス幅が決定されていることになる。この寸法決定の過程は、円  

柱下部直径（D）よりアバクス幅（AbW）が若干大きくなると言うことが容易に理解でき、また、円柱  

の全体的な形状を具体的に想像させるものである。更に、アーキトレイブ幅（AW）はアバクス幅（AbW）  

の7／8として算出されたと考えられる。円柱下部直径からアーキトレイブまでの一連の比例関係は、クー  

ルトンの言う連鎖方式に相当するものと考えられる8）。  

（差0．005m）   AW  ＝7i8AbⅥ’  

トリグリフ幅（T）及びメトープ幅（hIet）は、他のストアと同様、中央部柱間寸法（Ⅰ）との比例関  

係より算出され、2：3の比例関係が創り出されている。  

（差0．001m）  T  ＝2／15Ⅰ  

h4et   ＝1／5Ⅰ  （差0．001m）  

また、エンタブラチュアの各要素の高さも、幾分誤差はあるものの、中央部柱間寸法（Ⅰ）との比例関係  

が見られる。  

A（アーキトレイブの高さ）  ＝1／6Ⅰ  （差0．013m）   

（差0．011m）   F（フリーズの高さ）  ＝1／5Ⅰ  
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Cor（コーニスの高さ）  （差0．004m）   ＝1／7Ⅰ  

以上、各部寸法相互の比例関係について検討してきたが、リンドスの翼付ストアは、平面ばかりでな  

く立面の各部寸法も、主要な寸法は中央部柱間寸法を基準寸法として、その比例関係で算出された可能  

性が高いことが判明した。尚、ここで算出した比例関係は、表中3－2に纏めて記した。  

4－3－3．各部寸法の古代の尺度への換算  

1‰tの長さが0．295m～0．330mの間にあると仮定すれば、リンドスの翼付ストア長さはスタイロベ  

イト上で262．08魚～293．17爪、また、基壇を含んだストア長さは266．55ft～298．17ftと計算できる。従っ  

て、設計の始まりとして相応しい単純な寸法を見いだすことはできない。ただ、基壇を含んだストア長  

さ（OL）が300rtとして構想され設計が始められたものの、最終的に、それより若干短くなったと考え  

ることはできる。この場合、基準となる中央部柱間寸法は以下のようにして求められたと考えられる。   

先ず、基壇を含んだストア長さ（OL）と、基壇を含んだ翼部幅（OW）との間の9：1という比例関係  

から、OWを算出すれば下記のようになる。  

OW  ＝1／90L  ＝331／3ft   

基壇を含んだ翼部幅（OW）は、中央部柱間寸法（Ⅰ）のおよそ33／4倍（差0．012m）となっていること  

から、  

Ⅰ  ＝OW／P3／4）  ＝88／9n  →87／8ft  

として、中央部柱間寸法（Ⅰ）が求められる。この時1nの長さは0．29517mとなる9）。   

また、基壇を含んだ翼部幅（OW）は、1footの長さが0．295m～0．330mとした場合、29．67ft～33．15  

魚となる。そこで、基壇を含んだ翼部幅（OW）が30軋 その9倍をストア長さとして設計が始められ  

た可能性も考えられる。この場合も、中央部柱間寸法（Ⅰ）は下記のようにして算出され、1botの長さ  

は0．32759mとなる10）。  

● Ⅰ  ＝OW／（33／4）  ＝8n  

ここでは、先ず、基壇を含んだ翼部幅（OW）が30ftとして始められる設計過程について検討する（表  

4－3－2参照）。   

翼部幅（OW）から中央部柱間寸法（Ⅰ）が導き出されれば、これを基準寸法とした比例関係で、平面  

上の主要な各部寸法は、下記のように算出できる。  

L（ストア長さ）  ＝33Ⅰ  ＝264魚  （差0．001m）  

W（翼部幅）  ＝31／6Ⅰ  ＝251／3ft  （差0．006m）  

C（中央部長さ）  ＝262ノ3Ⅰ  ＝2131／3ft  （差0．001m）  

SA（柱位置寸法）  ＝1／6Ⅰ  

＝11／3ft  →15／16ft  （差0．003m）  

また、これらの寸法が決定すれば、以下の寸法は、自ずと確定する。  
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u（ストア列柱長さ）   ＝L＿2SA  ＝2613／8rt  （差0．004m）  

WA（翼部列柱長さ）  ＝W＿2SA  ＝2217／24ft  （差0．00lm）  

CA（中央部列柱長さ）   ＝C＋2SA  ＝21523／24ft   （差0．∝垢m）  

中央部列柱長さ（CA）は、理論的にはCA＝27Ⅰ＝216ftである。しかし、円柱中心からスタイロベイ  

ト端までの距離（SA）の長さを、dacty1で表示できる長さに丸めた結果として、理論値より若干短くなっ  

たが、その誤差が216丘（70．759m）に対して1／24rt（0．014m）と極めて小さいので無視されたと考え  

られる。   

設計当初の段階では、基壇を含んだ巽部幅（OW）はOW＝33ノ′4Ⅰ＝30nである。基壇を含んだ翼部  

幅（OW）とスタイロベイト上での翼部幅（W）の差は、4段分のクレビス幅に相当する。従って、2段  

のクレビス幅（2CreW）は、  

2CreW ＝（OW－W）／2  ＝21／3ft  

となる11）。また、基壇を含んだ翼部幅（OW）とストア長さ（OL）の比1：9と言うことから基壇を含  

んだストア長さ（OL）を求めればOL＝90Ⅵr＝270rtとなる。基壇を含んだストア長さ（OL）とスタ  

イロベイト上でのストア長さ（L）の差も、4段分のクレビス幅に相当する。従って、2段のクレビス幅  

（2CreW）は3ftとなり、翼部幅から求めた2段のクレビス幅と異なった寸法となる。  

2CreW ＝（OL－1）／2  ＝3ft   

このストアの建築家は、基壇を含んだ翼部幅（OW）とストア長さ（OL）の比を正確にOW：OL＝1：  

9とするために、2段のクレビス幅（2CreW）を求め直したと考えられる。下記の連立方程式を解けば、  

条件に合致した2段のクレビス幅（2CreW）を算出することができる。  

OL  ＝90W  

OⅥJ   ＝W＋4CreW  

OL  ＝L＋4CreW   

これを2CreWで解けば、  

2CreW ＝（L－9W）／16  ＝21／4ft  （差0．（X氾m）1ユ）  

となる。当時、どの様な計算がなされたか分からないが、何らかの方法で2CreW＝21／4rtが導き出さ  

れたと考えられる。従って、基壇を含んだストア長さ（OL）、翼部幅（OW）及び中央部長さ（OC）は、  

下記のように算出できる。  

（差0．002m）   

（差0．007m）  

（差0′012m）   

OL  ＝L＋4CreW  ＝2681／2ft   

OW  ＝W＋4CreW  ＝295／6ft   

OC  ＝OL－20W  ＝2085／6ft  

次に、細部の寸法に閲し検討する。円柱下部直径（D）、アンタ幅（AnW）及びアンタ直径（AnD）、  

壁厚（WT）、それにエンタブラチュア各部寸法（T＝トリグリフ幅、Met＝メトープ幅、A＝アーキト  

レイブ高さ、F＝フリーズ高さ、CorH＝コーニス高さ）も、中央柱間寸法との比例関係から求められ  

るので、古代尺に換算すれば下記のようになる。  
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→23侶爪  （差0．002m）  

→23ノ8ft  （差0．008m）  

→21／4rt  （差0．002m）  

（差0，005m）   

一⇒11／16n  （差0．002m）   

→15侶rt  （差0．007m）13）   

→13／8ft  （差0．000m）   

→15侶れ  （差0．003m）  

→11／8ft  （差0．001m）   

D  ＝3ノ10I   

AnW  ＝3′■10I   

AnD  ＝2ノ7I   

WT  ＝1ノ4I   

T  ＝2／15I   

h4et  ＝1／5I   

A  ＝1／6I   

F  ＝1ノ5I   

CorH  ＝1／7Ⅰ  

＝22ノ5rt   

＝22／5ft   

＝22ノ7ft   

＝2魚   

＝11／15ft   

＝13／5rt   

＝11ノ3ft   

＝13‘J5rt   

＝11／7ft  

円柱の各部寸法は、前述したように、円柱下部直径（D）から円柱上部直径（d）と柱身の高さ（Sb正H）、  

柱身の高さから柱頭の高さ（CapH）、柱身と柱頭の高さを加えた円柱の高さ（H＝ShafH＋CapH）から  

アバクスの幅（AbW）、アバクスの幅からアーキトレイブの幅（AW）、というように、比例の連鎖方式  

で決定される。  

＝147／48丘  →115／16ft  （差0．00Om）   

＝1ヰ1／4ft  （差0．001m）  

d  ＝5／6D   

Sba托Ⅰ ＝6D  

CapH ＝1／14ShafH   ＝11／56ft  →1ft  （差0．005m）  

H  ＝ShafH＋CapH ＝151／4ft  （差0．OMm）  

AbW  ＝1／6H  ＝213／24ft  →29／16ft  （差0．001m）14）  

AW   ＝7／8AbW  ＝231／128ft  →11／4ft  （差0．003m）   

最後に、中央部柱間寸法以外の柱間寸法、及び奥行方向に関して考察する。翼部における第二柱位置  

寸法（IAWhg）は、  

IAwing ＝（W－Ⅰ）／2  ＝82！3ft  →811／16ft   （差0．002m）  

となる。綜果として巽部柱間寸法（IW）は、下記のように中央部柱間寸法より若干小さな寸法として確  

定きれる。  

IW  ＝W－2IAmng  ＝723／24ft  （差0．003m）  

巽部隅の柱間寸法（IWA）は、第二柱位置寸法（IA雨ng）から柱位置寸法（SA）をを引くことにより計  

算できる。  

IWA   ＝IAWlng－SA  ＝73／8ft   

従って、隅柱間短縮量（AC）は、結果的に下記のようになる。  

AC  ＝IW－IWA  ＝7／12ft   

翼部突出長さ 肋句）は中央部柱間寸法（Ⅰ）の4倍で算出されていた。  

n両  ＝4Ⅰ  ＝32ft  

（差0．（氾1m）  

（差0．0似m）  

（差0．∝）3m）  

この比例関係は、翼突出部において、入り隅部のメトープ幅を通常のメトープ幅とするためのものであ  

るり、入り隅部の隅柱間寸法が延長されることを意味している。デイツグべの復元では、入り隅部の隅  
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T（コble4－3－2（l）・Ancien†f00†ofeqchelemen†on†heplqn（lf00†＝0．32759m）  

（A）   （B）   

（C）  

（D）  

1fbot＝0．32759m   

Symbol  トIeasure．  AncientFoot 氏  defi托nCe m   
（）  

Process of Calculation 
（）  

OL   S7．96   2681／2   0．002  ＝L＋4CrelⅣ＝2681／2R   

OW   9．78   29 5ノ6   0．007  ＝W＋4CreW＝25ノ6丘   

OC   68．40   20＄ 5／6   －0．012  ＝OL－20W＝20さ5／6R   

L   86．485  2糾   0．001  ＝33Ⅰ＝2餌代   

W   8．305   251／3   0．0（）6  ＝31ノ6Ⅰ＝251ノ3氏   

C   69．g75  2131／3   ●0．011  ＝L－2W＝2131／3氏   

DpW   18．925   57 3／4   0．007  ＝DpC＋Prqi＝573／4托   

DpC   ＄．445   25 3／4   0．010  ＝31／3ト（h4et－CorP）＝2535ノ∠は魚→253ノ4氏   

LA   ＄5．62   ヱ613／§   ＿0．004  ＝L－2SA＝2613ノ8氏   

WA   7．44   2217／24   0．001  ＝W－2SA＝2217／24氏   

CA   70．74   21523／24   ▼0．006  ＝C＋2SA＝22523ノ24允   

Prqi   10．48   32   ＿0．003  ＝4Ⅰ＝32魚   

2．62   8   ＿0．001  ＝30／（33／4）＝8R、Ⅰ＝CA／27＝7糾1／ふはR   

IW   2．61   7乞き／24   0．003  ＝W－2IA＝723／24氏   

m   2．415   7 3ノ8   －0．001  ＝m－SA＝73／＄魚   

IA（Wing）   2．848   gll／16   0．002  ＝11／12Ⅰ＝82／3R→811／16魚   

IA（Center）   2．9＄8   91侶   －0．001  ＝IA（lVing）＋ppC－W）＝95／48氏→91侶魚   

AC（Wimg）   0．195   7／12   0．004  ＝IW一IWA＝7／12托   

AC（p一句）   0．20   29／48   0．002  ＝IP一IPA＝29／48丘   

SA   0．433   15／1（i   0．003  ＝1賂Ⅰ＝11／3R→15／16氏   

S   0．885   211／16   0．（X）5  ＝1／3Ⅰ＝22／3氏－◆211／16且   

D   0．78   2 3／8   0．002  ＝3／10Ⅰ＝22／5氏→23ノ8氏   

AnW   0．77   ヱ 3侶   ＿0．00§  ＝3ノ10Ⅰ＝22／5丘→23ノ8R   

AnD   0．735   21／4   －0．002  ＝2／7Ⅰ＝2ユ／7R→21／4氏   

WT   0．66   2   0．005  ＝1／4Ⅰ＝ヱ丘   

2CleW（Wing）   0．737   21／4   0．000  ＝（L－9W）／16＝21／4氏   

CreW（loIIrer）   0．375   11／＄   0．006  ＝2CreW／2＝11侶氏   

CIeW（upper）   0．3S   11ノ8   0．011  ＝2CleW／2＝11侶氏   

EutW（lVing）   0．15   7／16   0．007   

EutW（Ce血er）   0．17   1ノ2   ＝1／ヱ丘        0．006   

∫〟用♪d脾re乃Ce∫（α如0加evα血叫  0．Jjβ  

柱間寸法の延長はなく、突出部の柱間寸法は中央部や翼部の柱間寸法より全て長く、突出部正面側の隅  

柱間寸法も、翼部正面の隅柱間寸法より長くなっている。ところがクールトンは、このストアのフリー  

ズは基本的には同寸法のものしか発見されておらず、突出部においても、中央部と同寸法のフィリーズ  

が使用されたと考えている15）。従って、翼部突出部の柱間寸法（IP）は、中央部柱間（Ⅰ）と同寸法であ  

り、突出部正面側の柱間寸法（Im）は翼部の隅柱間寸法（IWA）に等しく、また、入り隅近くの柱間  

寸法（IPR）は中央部柱間寸法（Ⅰ）に隅柱間短縮量（AC）を加えた長さとなる。  

IP  ＝Ⅰ  

IPA  ＝IWA  ＝I－AC  
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Tc）ble4－3－2（2）．Ancien†f00†ofe（】Chelemen†on†heelevQ†ion（lfoo†＝0．32759m）  

（C）  

（A）   （B）  

1fbot＝0．32759m   
（D）  

Symbol  hleasure．   
（魚）   AncientFoot   de托托nCe 四   

Process of Calculation 

CreH   0．2l   21／32   

SWH   0．23   11ノJ16   

H   5．00   151／4   0．0（M  ＝ShafH＋CapH＝151／4ft   

Sha什Ⅰ   4．667   141／4   －0．001  ＝6D＝141／4R   

d   0．635   115／16   0．000  ＝5／6D＝147／48魚→115／16魚   

CapH   0．333   0．005  ＝1／14ShafH＝11／56魚→l魚   

AbH   0．145   7716   0，002  ＝3ノ7CapH＝3／7魚→7一／16魚   

AbW   0．84   2 9／16   0．001  ＝1／6H＝213ノ24魚→29／16R   

AW   0．74   21／4   0．003  ＝7侶AblⅣ＝231ノ12g魚→21／4R   

T   0．35   11／16   0．002  ＝2／15Ⅰ＝11／15ft→11／16魚   

hlet   0．525   15／8   －0．007  ＝1／5Ⅰ＝13／5魚－す15／8魚   

A   0．45   13／8   0．000  ＝1一／6Ⅰ＝11／3魚→13／8魚   

F   0．535   15侶   0．003   
＝1／5Ⅰ＝13／5R－◆15／＄魚  

＝6／5A＝113／20魚一◆15／＄R   

CoIH   0．37   11ノ8   0．001  ＝1／7Ⅰ＝11／7fl一◆11／8R   

CoTP   0．23   11／16   0．005  ＝1／12Ⅰ＝2／3魚一◆11／16魚   

⊥  ′ J′‘ ′  ′′ ′  ′ ′  ′  0．（対∫  

IPR  ＝Ⅰ＋AC   

ストアの翼部奥行は中央部奥行に突出長さを加えることにより求められた。また、中央部奥行（DpC）  

は、巽部幅と同様の設計が考えられたが、何らかの理由で、アンタ位置寸法（IACnter）が0．140m延長  

されたと、先に述べた。   

図4－3－3に示すデイツグベの復元図によれば、中央階段部から見たら、正面列柱裏側と側壁部にもオー  

ダー各要素の装飾が施されており、翼部突出部と中央部との関係に似た入り隅部が構成されているのが  

分かる。また、アンタ円柱中心線上にトリグリフの中心が置かれ、正面列柱のエンタブラチュアまでに、  

3つのメトープが配されており、アンタ円柱が入り隅部角から2番目の柱として設計されていることが  

分かる。   

中央階段側の側壁部においても、翼部突出部の入り隅部と同様の手法で設計されたとしたら、中央部  

列柱の背面のスタイロベイト端から背壁の端までの長さが突出長さとなり、その長さは中央部柱間寸法  

（Ⅰ）の3倍となる。また、スタイロベイトの幅は、実際施工されたスタイロベイト石材の幅（S＝0．885  

m）16）ではく、設計上は柱位置寸法（SA）の2倍と考えれば、中央部奥行（DpC）は下記のようになる。  

DpC  ＝3I＋2SA  ＝W＋SA  ＝31／6I＋1／6I ＝31／3Ⅰ  

つまり、中央部奥行を翼突出部の長さと同じ手法で設計したら、巽部幅（Ⅵr）よりSA＝1／′6Ⅰ、長くな  

ることになる。また、この延長量が入り隅例の隅の柱間に加えられれば、入り隅部にはフルサイズのメ  

トープが配置されることになる。   

一方、入り隅部コーニスの下面では、丁度角の部分が正方形のヴイアとなっている（図4－3－5参照）。  
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これは、側壁上の入り隅部のメトープ幅が、軒の出の長さ（CorP）17）と等しくなるよう設計されたこと  

を意味している。即ち、中央階段部の側壁においては、先ず、入り隅部角近くのメトープをフルサイズ  

とする設計法で、DpC＝31／3Ⅰとして、中央部奥行（DpC）が算出された。しかし、入り隅部近くのメ  

トープの幅は軒の出（CorP）と同寸法として決定されたので、入り隅部のメトープの幅は、通常のメトー  

プ幅（Met）から軒の出（CorP）の長さに短縮された。この短縮量はMet－CorPであるので、最終的な  

中央部奥行（DpC）は下記の様になる。  

DpC  ＝31／3ト（MeトCorP）  

メトープの幅（Met）は1／5Ⅰ、軒の出（CorP）はl／12Ⅰと考えられるので、それぞれの寸法は下記のよ  

うに計算できる。  

（差0．007m）   

（差0．005m）  

＝1／5Ⅰ ＝13／5rt →15／8魚   

＝1／12Ⅰ ＝2／■3rt →11／16n  

Met－CorP  ＝15／16n   

従って、中央部奥行（DpC）は、  

DpC  ＝31／3Ⅰ－（Met－CorP）   ＝262／3ft－15／16ft  

＝2535／48ft  →253／4ft  （差0．010m）  

となる。これに翼部突出長さ（h句）を加えた長さが翼部奥行（DpW）である。  

DpW  ＝DpC＋Prqj  ＝573／4ft  （差0．007m）  

中央部奥行（DpC）と翼部幅（W）との差はDpC－W＝5／12nとなる。この延長は入り隅部近くのメトー  

プの長さを調整するためのものであるから、アンタ位置寸法（IACn血ー）に加算される。  

IACnCtCr ＝IAwing＋5／12ft ＝95！48ft  →91／8ft  （差0．00lm）   

以上の設計過程は、中央部奥行を巽部突出長さの設計法に則り論じたものである。しかし、これを単  

に中央階段側の側壁入り隅近くのメトープの設計過程と解釈することもできる。この場合、中央部奥行  

寸法が翼部幅と同寸法という想定で、設計は始められる。  

DpC  ＝W  ＝31／6Ⅰ  

次に、軒の出（CorP）を1／12Ⅰとし、中央階段側の側壁入り隅近くのメトープの幅をこれと同寸法とす  

ることが意図される。翼部突出部の設計法を応用し、中央部奥行寸法を1／6Ⅰ長くすれば、入り隅部の  

ストア内部  

Fig．4－3－5．TheupperviewofcorniceqndfriezeQ†cen†rQIp（コr†  
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メトープ幅はフルサイズとなることが分かる。従って、1ノ6Ⅰからメトープ幅と軒の出の差を引いた値、  

即ち、1′′20Ⅰを引けば、入り隅部のメトープ幅は1／12Ⅰとなることになる。  

1．／6ト（hIeトCorP）  ＝1／6ト1′75Ⅰ＋1．′’12Ⅰ  ＝1／20Ⅰ  ＝2′・’5ft  

従って、中央部奥行寸法（DpC）及びアンタ位置寸法（IACnCtCr）は、巽部幅（W）及び翼部における第  

二柱間寸法（IAWhg）に、上記の寸法を加えることにより決定される。  

DpC  ＝W＋2／5ft  ＝2511／15ft  →253／4ft  （差0．010m）  

IACneter ＝IAⅥing＋2！5ft ＝97／80ft  →91i8ft  （差0．001m）  

以上のことは、突出長さを柱間寸法の整数倍にすることが、入り隅部のメトープ幅をフルサイズとする  

ことと、同じ意味であることを示している。そして、このストアの建築家はその意味を十分理解し、中  

央部奥行の設計に応用したと考えられる1＄）。   

さて、中央部柱間寸法が8hot、1flの長さが0．32759mの場合について考察してきたが、中央部柱間  

寸法が87／8rt、1rtの長さが0．29517mの場合についても、ほぼ同様の過程で、各部寸法を導き出すこ  

とができる。唯一異なる箇所は、中央部列柱長さ（CA）が決定される順序と、それに伴い、ストア長  

さの寸法の算出手順である。   

基壇を含んだストア長さ（OL）と基壇を含んだ翼廓幅（OW）との間の9：1という比例関係から、OW  

＝331／3rtと算出される。次いで、基壇を含んだ巽部幅（OW）を33／4で除することで、中央部柱間寸  

法（Ⅰ）が87／8ftとして決定される。翼部幅（W）は中央部柱間寸法との比例関係から、  

W  ＝31／■6Ⅰ  ＝285／48ft  →281／8rt  （差0．003m）  

となる。また、柱位置寸法（SA）も中央部柱間寸法との比例関係から、下記のように求められる。  

SA  ＝1／6I  ＝123／48ft  →17／16ft  （差0．009m）  

ここで、中央部列柱長さ（CA）が中央部柱間寸法（Ⅰ＝87侶ft）の27倍で算出され、その計算結果か  

ら柱位置寸法（SA）の2倍を引き、中央部長さ（C）が求められる19）。  

（差0．010m）   

（差0．006m）  

CA  ＝27Ⅰ  ＝2395／8ft  

C  ＝CA－2SA  ＝2363／4ft  

従って、ストア長さ（L）は下記のように算出される。  

L  ＝2W＋C  ＝293ft  （差0．0（氾m）  

以下は、中央部柱間寸法が8rt、1f∞tの長さが0．32759mの場合と全く同様の過程を経て、各部寸法を  

算出することができる。その計算結果は表牛3－3に掲載している。   

この設計手順では、中央部柱間寸法が計画通りの寸法として正確に施工できる。しかし、ストア列柱  

長さ（u）、翼部列柱長さ（WA）、中央部列柱長さ（CA）の理論値と実測値の誤差が大きくなる（表  

4－3－3参照）。また、翼部正面の中央柱間寸法（IW）が、中央部柱間寸法（Ⅰ）と0．010m異なっている理  

由が説明できない。従って、中央部柱間寸法を87侶丘とする設計手順が実際採用された可能性は、中  

央部柱間寸法を8rtとして設計された可能性より小さいと考えられる。本節では、リンドスの翼付スト  

アは、翼部幅が30ft、ストア長さがその9倍、基準となる中央部柱間寸法が8nとして設計されたとい  
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T（コble4－3－3（1）lAncien†f00†ofe（コChelemen†on†hep］cln（1f00†＝0．29517m）  

（A）   （B）   

（C）  

1bot＝0．29517m   
（D）  

（丘）   

Symbol   h・Ieasure．  AncientFoot   de托rence （m）   Process of Calculation 

OL   87．96   29＄   ＿0．00l  ＝L＋4CreW＝29名氏   

01Ⅳ   9．78   33 1侶   0．002  ＝W＋4CreⅥ7＝331／8氏   

OC   68．40   231374   ＿0．006  ＝OL－20W＝ユ313ノ4魚   

L   86．485  293   0．000  ＝2W＋C＝293丘   

1Ⅳ   ＄．305   281ノ8   0．003  ＝31沌Ⅰ＝285／48丘一◆281／8魚   

C   69．g75  236 3ノ4   －0．006  ＝CA－2SA＝2363／4ft   

DpW   1S．925   641J唱   －0．003  ＝DpC十Pl句＝573／4丘   

DpC   8．415   28 5／g   －0．（X14  ＝31／3ト（h1et－CorP）＝287／12R→285ノ8氏   

LA   85．62   2901／8   －0．016  ＝L－2SA＝2901相良 

WA   7．44   251／4   －0．013  ＝W－2SA＝251／4氏   

CA   70．74   239 5／8   0．010  ＝27Ⅰ＝2395／g氏   

Prqi   10，48   35 1／2   0．001  ＝4Ⅰ＝351ノ2R   

8 7侶   
OW＝300魚ノウ＝33173氏  

2．62  0．000  
Ⅰ＝OW／（33ノ4）＝＄8／9丘→＄7／＄氏   

IW   2．61   8 7／8   －0．010  ＝W－2IA＝S7／8氏   

IWA   ユ．415   S：封16   －0．00ユ  ＝IA－SAニ83／16R   

m（、Iring）   2．S48   9 5／8   0．007  ＝（W－Ⅰ）ノ2＝95／8魚   

lA（Center）   2．988   10 1／S   －0．001  ＝IA（Wing）＋（DpC－W）＝101／8氏   

AC（ll▼ing）   0．195   11／16   －0．008  ＝IW－IWA＝11／16氏   

AC（p一句）   0．20   11／16   －0．003  ＝IP－ⅣA＝11／16氏   

SA   0．433   17／∫16   0．009  ＝1ノ6Ⅰ＝123ノ48允→11／2Ror17／16氏   

S   0．885   3   －0．001  ＝1ノ3Ⅰ＝ユ23ノ24托一◆3ft   

D   0．78   2 5／8   0．005  ＝3／10Ⅰ＝253／80丘→25侶且   

AnW   0．77   2 5／8   －0．005  ＝3ノ10Ⅰ＝253′J80魚一◆25侶凡   

AnD   0．735   21／2   －0．003  ＝2／7Ⅰ＝215／28氏一寸21／2氏   

WT   0．66   21㌔4   －0．004  ＝1ノ4Ⅰ＝27／32魚一◆21／4侃   

2CreW（Wing）   0．737   21／■2   －0．001  ＝（L－9W）／16＝263／12g良一◆21／2丘   

CIeW（low併）   0，375   11／4   0．0（）6  ＝2CrelⅣ／2＝11／4R   

CreW（uppe巾   0．38   11／4   0．011  ＝2CreW／2＝11／4氏   

EutW（llring）   0．15   1一／2   0．002  ＝1ノ2R   

EutW（Center）  0．17   9／16   0．004   

∫〟ゆ櫛re〝Cg∫（血0血おVα加∫ノlαJ47  

う結論に達した。  

4－3－4．リンドスの翼付ストアの設計過程と設計法に関するまとめ  

リンドスの翼付ストアの各部寸法相互の比例関係を分析し、設計過程を復元することにより、以下の  

結論を得た。  

（1）リンドスの翼付ストアは、基壇を含んだ翼部正面長さを30rtとし、基壇を含んだストア長さをそ  
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T（コbJe4－3－3（2）．Ancien†f00†ofeく】Cheremen†on†heeTevq†ion（lf00†＝0．29517m）  

（C）  

（A）   （B）  

1bot＝0．29517m   
の）  

AncientFoot  
Symbol  入ieasure．  

（允）   （m）   

P10CeSSOfCalc山ation   

CleH   0．21   11／16   0．007  ＝（1／4トStyH）／2＝（115／32魚）／2＝47／朗魚→川畑托   

SサH   0．23   3／4   0．009  ＝（1／4Ⅰ）／3＝1／12Ⅰ＝71仲6魚→3／4R   

H   5．00   16 7侶   0，O19  ＝Sha什Ⅰ＋CapH＝167／8魚   

SbafH   4．667   15 3／4   0．018  ＝6D＝153／4魚   

d   0．635   2 3／16   －0．011  ＝5／6D＝23／16魚   

CapH   0．333   11侶   0．001  ＝1／14ShafH＝11侶n   

AbH   0．145   1／2   －0．003  ＝3／7CapH＝27／56允→1／2魚   

AblⅣ   0．84   213／16   0．010  ＝1／6H＝213／16魚   

AW   0．74   21／2   0．002  ＝7侶AblⅣ＝26／13魚→21／2R   

T   0．35   13／16   －0．001  ＝2／15Ⅰ＝111／60魚→13／16侃   

h・Iet   0．525   13／4   0．00＄  ＝1／5Ⅰ三131／40魚→13／4R   

A   0．45   11佗   0．007  ニ1／6Ⅰ＝1ヱ3／48R→11／ヱR   

F   0．535   113／16   0．000  ＝1／5Ⅰご131／40R→113／16Ror13／4R   

CoIH   0．37   11／4   0．001  ＝1／7Ⅰ＝115／56魚→11／4魚   

CoIP   0．23   3／4   0．009  ＝1／12Ⅰ＝71ノ9（in→3／4ft   

∫以椚♪d伊re乃Cg∫rα如0加evα血叫  0．JO∫  

の9倍として設計が始められた。  

（2）このストアは、中央部柱間寸法を基準寸法として、その単純な比例関係で平面上の各部寸法及びエ   

ンタブラチュアの各要素の寸法が決定された。基準寸法は8ft、1ftの長さは0．32759mであると考   

えられる。尚、翼部柱間寸法は、基本的には中央部柱間寸法と同寸法である。  

（3）宰部突出長さは入り隅部のメトープをフルサイズとするために、柱間寸法の整数倍として設計され  

た。  

（4）中央部奥行は、翼部幅と同寸法として設計が始められた。ただ、中央階段部側壁における入り隅部   

のメトープの収まりを考慮し、若干延長された。延長量の算出には、巽部突出長さの設計法が応用  

された。  

（5）円柱の設計は円柱下部直径から始まる比例の連鎖方式により設計された可能性がある。  

リンドスの翼付ストアの設計法は、基本的には2世紀ほど前に建設されたアテネのアゴラにあるゼウ  

スのストアに類似している。ただ、ゼウスのストアに比べれば、細部にまで単純な比例関係が見られ、  

比例を使用した設計法がシステム化されたように思える。即ち、翼部幅が「（翼部正面柱間数＋1／k）×  

基準寸法」として設計される場合、円柱中心からスタイロベイト端までの距離が「基準寸法÷k」で算  

出されれば、ストア長さは「ストア正面柱間数×基準寸法」と言う、極めて単純な関係となる。この様  

な比例関係の性状を当時の建築家は知っていたに違いなく、比例関係を用いた設計法が円熟し、システ  

ム化されていたように思える。   

また、ストア長さと翼部幅の9：1という比例関係は、デロスのアンティゴノスの比例関係と同一であ  
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るが、最終的にその比例関係を基壇上の寸法として実現した点も、やはり、ゼウスのストアとの設計上  

の共通点として認識できる。従って、リンドスの翼付ストアの設計法は、ゼウスのストアの設計法の涜  

れを受け継ぎ、よりシステム化されたものと考えることができる。   

尚、リンドスの巽付ストアの設計過程を纏めると、下記のようになる。  

（1）基本構想（1fbot＝032759m）  

基壇を含んだ巽部幅  

基壇を含んだストア長さ  

ストア長さ：翼部幅  

基壇を含んだ翼部幅  

翼部正面  

全柱間数  

中央部  

（2）柱間寸法の決定  

柱間寸法  

＝30rt   

＝270rt   

＝9：1（基壇を含む）   

＝33ノ4×柱間寸法  

＝4柱式（3柱間）  

＝33柱間  

＝27柱間  

＝30ft÷33／4   

＝中央部柱間寸法  

＝翼部間寸法  

＝1／6×柱間寸法  

＝8rt   

【3メトープ式】 ＝8丘  

【3メトープ式】 →723／24丘  

→15／16魚  柱位置寸法  

（3）長さ方向の設計  

①スタイロベイト上  

翼部幅  

ストア長さ  

中央部長さ  

柱位置寸法  

中央部列柱長さ  

＝31／6×柱間寸法  

＝33×柱間寸法  

＝262／3×柱間寸法  

＝1／6×翼部柱間寸法  

＝中央部長さ＋2×柱位置寸法  

＝251／3ft   

＝2糾rt   

＝2131／3rt   

→15／16爪   

＝21523／24ft  

＊中央部列柱長さ＝27×柱間寸法＝216rtであるが、スタイロベイト上の寸法を  

優先して決定。その為発生した誤差の1／24rtは、中央部列柱の柱間に吸収  

③基壇（クレビス2段）を含む  

基壇幅（基壇翼上で、ストア長さ：翼部幅＝9：1となるよう再計算）   →21／4rt  

基壇を含む翼部幅  

ス基壇を含むトア長さ  

基壇を含む中央部長さ  

（4）奥行方向の設計  

巽部突出長さ  

＝翼部幅＋2×基壇幅   

＝ストア長さ＋2×基壇幅  

＝中央部長さ＋2×基壇幅  

＝295婚n   

＝2681／2rt   

＝2085伯n  

＝4×柱間寸法  ＝3ヱft   
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中央部探さ  ＝31ノ6×柱間寸法＋調整量  →253／4rt  

＊調整量とは、中央大階段に面するストア側壁と大階段部分の列柱の上部に乗る  

コーニス突出長さを考慮して、入り隅部のメトープ幅を調整した量（2ノ5ft）  

（5）エンタブラチュアの設計  

トリグリフ幅  ＝2ノ15×柱間寸法  

メトープ幅  ＝1ノ′5×柱間寸法  

→11ノ16ft   

→15ノ8rt  

＊3メトープ式でトリグリフ幅：メトープ幅が、2：3となる比例関係  

アーキトレイブ高さ  ＝1／6×柱間寸法  

フリーズ高さ  ＝1／5×柱間寸法  

コーニス高さ  ＝1／7×柱間寸法  

＊アーキトレイブ高さ：フリーズ高さ＝ 5：6  

→13／8rt   

→15ノ8ft   

→11侶n  

（6）円柱の設計  

円柱下部直径  

円柱上部直径  

柱身高さ  

柱頭高さ  

円柱高さ  

アバクス幅  

アーキトレイブ幅  

＝3／10×柱間寸法  

＝5／6×円柱下部直径  

＝6×円柱下部直径  

＝1／14×柱身高さ  

＝柱身高さ＋柱頭高さ  

＝円柱高さ÷6  

＝7／8×アバクス幅  

一→23侶rt   

→115ノ16ft   

＝141／4f－t   

→1ft   

＝151／4rt   

→29／16rt   

→21ノ4f【   
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注：  

1 RichardSdllwell，edit・．TheProncetonEhcycわpediaqfCkzs∫icalSites，Princeton，1976，p・757  

2 J・J・Coulton，乃eArchitechLralDeve毎mentqFEheGreekStoa，Oxrord，1976，P■61，P・251  

3 Ibid・，p．252  

4 日narDyggve，“I．aStoa’’，LindosPbuillbsdeL．．Acrqpole1902－1914eE1952，Lll．LeSancLuaTYDIAEhenaLindiae（L，7  

ArchitecLureL・indienneW，1960，Copenhagen，Pp，215－289  

遺跡は、中央部分はスタイロベイトぱかりでなく、円柱の一部が残存している箇所もある。また壁部は中央階  

段左右から背後まで可成りの部分が残っており、中でも、中央階段の西側に立つストア背面の壁は、コーニス  

部分まで残存していた。翼部は、北翼入り隅部でスタイトベイトまで残存し、西翼突出部の束側には下段クレ  

ビスが残っている。また、基礎は可成りの部分が残存している。  

5 もし、フリーズ形式が2メトープ式であるなら、その場合の柱間寸法（i）と柱位置寸法（SA）との比例関係  

はSA＝1／6×3ノ′2i＝1舟iとなる。従って、このストアの設計者は、円柱中心からスタイロベイト端までの距  

離（SA）は、2メトープ式の場合は柱間の1／4倍と考えていたかもしれない。少なくとも、SA＝1／6Ⅰという  

比例関係は、3メトープ式の場合の柱間寸法との比例関係であると、認識されていたと考えられる。  

6 中央階段の側壁部のアンタは、通常の四角い柱形のアンタ前部に半円柱が取り付けられている。アンタ円柱中  

心とは柱形アンタと半円柱の境を指す。半円柱のアンタの中心は、これより3cm正面側にある（図4j－3参照）。  

7 柱東高さ（CapH）は円柱高さの1／15倍、即ち、柱身高さ（ShafH）の1／14倍として算出することができる。  

Cap ＝1／15H   ＝1／14ShafH  （差0．000m）  

8 アバクスの幅（AbW）とアーキトレイブの幅（AW）は、共に円柱上部直径（d）との比例関係が見られる。  

（差0．〔氾7m）  

（差0．009m）  

AbW ＝11／3d   

AW  ＝11／6d  

これらの関係は、アバクスの両端に1／12d（0．053m）の隙間を残してアーキトレイブが乗せられることを示  

している。しかし、この寸法決定の過程では、アバクス暗が円柱下部直径より若干大きな寸法となることが、  

即座には認識できない。  

また、円柱下部直径（D）が中央部柱間寸法（Ⅰ）の3／10、円柱上部直径（d）が円柱下部直径の5／6であるこ  

とから、円柱上部直径を中央部柱間寸法（Ⅰ）の比例関係で表せば下記のようになる。  

d   ＝5／6D＝5／6×（3／10Ⅰ）   ＝1／4Ⅰ  （差0．020m）  

アバクス幅（AbW）及びアーキトレイプ幅（AW）は、円柱上部直径（d）との比例関係が見られるたので、こ  

れを中央部柱間寸法（Ⅰ）で表示すれば、  

AbW ＝11／3d  ＝11／3×（1／4Ⅰ） ＝1／3Ⅰ  （差0．033m）  

AW ＝11ノ6d  ＝11／6×（1／4Ⅰ） ＝7／24Ⅰ  （差0．024m）  

となる。ところが、中央部柱間寸法からの比例関係で直接計算した値は、実測値との差が大きい。従って、設  

計の途中でd＝1／4Ⅰ、AbW＝1／3Ⅰという比例概念は存在していたかもしれないが、アバクス幅やアpキトレ  

イブ幅が、中央部柱間寸法を基準寸法として算出されたとは考えにくい。  

一方、アーキトレイブ幅（AW）は、中央部柱間寸法（Ⅰ）との間に、単純で正確な比例関係も見られる。  

AW ＝2／7Ⅰ  （差0．009m）  

アーキトレイブが梁という構造材であることを考慮すれば、柱間寸法から算出される可能性を否定することは  

できない。また、円柱下部直径（D）はD＝3／10Ⅰであるので、アーキトレイブ幅は円柱下部直径より僅かに  
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小さい寸法となることが分かる（D－AW＝1／70Ⅰ）。アバクス幅（AbW）は円柱下部直径（D）より幾分大き  

な寸法となるため、アバクスの前後に適当な隙間を残しアーキトレイブが乗る可能性は十分予測し得る。しか  

し、この設計過程では、この隙間を比例関係だけで正確に認識することはできず、最終的に尺度で寸法を算出  

し、その後、適当な隙間が取れることを確認する必要がある。  

9 最終的に、スタイロベイト上でのストア長さ（86．458m）は293rtと算出されるので、下記のようにして1root  

の長さを求めた。  

1rt  ＝86．485m／293rt  ＝0．29517m  

lO 最終的に、スタイロベイト上のストア長さ（弘458m）は2糾rtと算出されるので、下記のようにして1root  

の長さを求めた。  

1rt  ＝86．485m／2糾托  ＝0．32759m  

llここで示す2段のクレビス幅（2C托W）は、翼都南側面の上段及び下段のクレビス幅を合わせた長さである。  

12 表4－3－2に示すCreWlower、CreWuPPerは、ストア中央部正面のクレビス幅である。これらのクレビス幅は基本  

的には翼都南側面のクレビスと同寸法とされたと考えられる。  

（差0．∝賂m）   

（差0．011m）  

CreWlower  ＝2CreW／2  ＝11／8ft  

CreWuPPer  ＝2CreW／2  ＝11／8ft  

また、ユーティンテリア幅（EutW）は単純に1／2rtとされたと考えられる。  

EutWCenter  ＝1／2rt  （差0．006m）   

基壇の高さは2rt、若しくは1ノ4Ⅰと決められ、その1ノ3がスタイロベイトの高さ（StyH）と考えられたようだ。  

StyH  ＝1／11I  ＝8／11ft   →11／16ft  （差0．005m）  

従ってクレビスの高さ（CreH）は、下記の計算で求められる。  

CreH  ＝（2ft－StyH）／2  ＝21／32ft  ＝101／2dactyl  （差0．005m）  

13 施工上メトープは、柱間寸法が三等分され3つのトリグリフが施工された後、残りの部分として具現化する寸  

法であると考えられる。従ってメトープ幅（htet）は正確には下記のようになる。  

h血 ＝（ト3T）／3  ＝129／48rt  （差0．001m）  

14 アバクスの高さ（AbH）は柱頭の高さ（CapH）を7等分し、その3つ分として求められたと考えられる。  

AbH ＝3／7CapH ＝3／7ft  →7／16ft  （差0，002m）  

15J．J．Coulton，TneArchitectuT・alDevelqpmenEqftheGreekStoa，Oxford，1976、p．133  

16 スタイロベイト石材幅（S）は、基本的には杜位置寸法（SA）の2倍と考えられている。  

S  ＝2SA  ＝1／3Ⅰ  ＝22／3rt  →211／16ft  （差0．005m）   

ただ、スタイロベイト幅（S）は、石材の寸法が計測しやすいdacty1で表記できる寸法に丸められ、また、円  

柱が乗るに十分な幅が確保できるように、大きめの寸法となるよう、端数が切り上げられたと考えられる。  

17 ここで言う軒の出（CorP）とは、フリーズ表面からミューチュール先端までの距離を指す。  

18 ここで示した設計法は、中央部奥行の寸法が、当初、翼部幅と同一寸法であると想定され、その後、翼部幅に  

入り隅部の軒の出やメトープの収まりについて検討され、その結果、アンタ位置寸法が延長された言うことで  

ある。これを実現する方法は、以下のようにして、アーキトレイブの幅を考慮し算出する方法が、正確な延長  

量を求めることができる。  

中央部奥行が翼部幅に等しい場合、アンタ円柱中心からストア正面列柱の円柱中心までの距離（ICA）は、翼  

部正面の端の心々間柱間寸法（IWA）に等しい。  

－  160 －   



4－3．StoawithWingsatLindos  

ICA  ＝lⅥrA  ＝73唱rt  

従って、アンタ円柱中心から裏側のアーキトレイプ表面までの距離（Ⅹ）は、下記のようにして算出される。  

但し、AWはアーキトレイブ幅である。  

X   ＝ICA－AW／2  ＝61／4rt  

この寸法にトリグリフが21／2個、フルサイズのメトープが2個配されれば、入り隅部角のメトープの幅仏4etA）  

は、以下のようになる。  

MetA ＝X－21／2T－2Met ＝61／4ft－（21／2）×（11／16ft）－2×（15；i8ft）   ＝11／32ft  

ここで軒の出の長さ（CorP）がCoげ＝1！12Ⅰ＝11／16ftと決定され、入り隅部角のメトープの幅（MetA）がこ  

の寸法に合わせられたとすれば、CorP－MetA＝11／32ftだけ、入り隅部角のメトープの幅を延ばさなければ  

ならない。この延長量は、アンタ円柱中心からストア正面列柱の円柱中心までの距離の延長量であると同時に、  

アンタ位置寸法の延長量であり、中央部奥行寸法の延長量ともなる。従って、アンタ位置寸法（IACnder）及び  

中央部奥行（DpC）は、下記のようになる。  

IACnCter＝IAWhg＋11／32ft  ＝91／32ft  （差0．029m）  

DpC ＝W＋11／32ft  ＝251／3ft＋11／32ft  

＝2565／96rt  →2511／16rt  （差0．030m）  

しかし、この設計過程から求められた理論値は、実測値との誤差が大きくなる。更に、この設計過程では、アー  

キトレイブ幅が決定されていなければ、上記の計算過程は成立しない。アーキトレイプ幅は円柱の各部寸法の  

設計に関連して決定されるので、可成り詳細な部分の寸法まで決定された時点で、算出される寸法であると考  

えることができる。即ち、詳細な部分まで設計が完了しない限り、基礎工事もできないことになる。  

一方、本文中で示した設計過程は、メトープ幅及び軒の出の長さが中央柱間寸法のとの比例関係から導き出す  

ことができ、最終的な上部寸法が決定されていない時点でも設計可能である。また、翼部の突出長さとの設計  

上の類似性も見ることができる。  

19 中央部柱間寸法が87／8rtとし、ストア長さ及び中央部長さをその比例関係で求め、結果として中央部列柱長  

さが決定するという設計手順も考えられる。この場合、ストア列柱長さ（LA）、翼部列柱長さ（WA）、中央部  

列柱長さ（CA）の理論値と実測値の差は、中央部列柱長さ（CA）を中央柱間寸法の27倍で求める設計過程の  

場合より、一層、大きくなる。この時の差はストア列柱長さにおいて0．017m、翼部列柱長さにおいて0．016m、  

中央部列柱長さにおいて0．016mとなる。尚、ストア長さは2927侶れ1rtの長さは0．29530mである。  
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第5章 翼付ストアとイオニア式建築の設計法の比較検討  

5－1．デルフィのマッシリア人の宝庫の設計法  

5－1－1．はじめに   

第2葺から第4章にかけて、翼付ストアの設計法に閲し分析し、考察した。その結果、翼付ストアと  

いう建築を通して、古代ギリシアのおける比例関係を用いた設計法に関する様々な特徴が明らかとなっ  

た。しかし、前章までに見てきた設計上の特徴が、ドリス式という建築様式の問題として発生している  

ものか、或いは、賀付ストアという平面形式上の特徴なのか、明確にする必要がある。そこで、本章で  

はドリス式以外の建築の設計法に閲し分析し、前章までに明らかとなった巽付ストアの設計法と、比較  

検討を試みる。   

ストアという建築は、1階正面の列柱は殆どがドリス式であり1）、ドリス式以外の様式を持つ翼付ス  

トアは存在していない。また、ドリス式以外の箱型の単純な平面形式のストアで、分析可能な各部寸法  

が判明しているものも無い。従って、本章では、ストア以外の建築で、単純な平面形式を持ち、設計法  

を検討するに十分で、且つ、正確な各部寸法が判明しているマッシリア人の宝庫と、翼付ストアに類似  

した平面形式を持つ2棟の建隻の設計法に閲し分析し、ドリス式巽付ストアの設計法との比較検討を行  

うことにする。   

平成6年（1994年）の夏、およそ2ケ月間、デルフィのアテナ・プロナイア神域にあるマッシリア人  

の宝庫（ca．540～500B．C．）ユ）の実測調査を行った。本調査は、設計法の分析を念頭に置き実施したも  

ので、実測箇所と実測精度には細心の注意を払った。従って、設計法の研究に取って、極めて貴重な資  

料となったと考えている。  

TE5    Tf4  TE3    TE2  

Fig．5－l－l．ThepIQnOf†he†rec】SuryOfM（コSSOlicl  
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5－1．TreasuryofMassaliaatDelphi   

この宝庫の建築様式はイオニア式、或いは、アイオリス式と呼ばれ、柵子の葉状の柱頭が用いられて  

いる。平面は、ナオス（主室）の前にプロナオス（前室）が配され、正面にはアンタ（側壁先端部）の  

間に2本の円柱が立つ、デイ・スタイル・イン・アンティス形式である（図5－1－1）。分析に使用した各  

部の寸法は、円柱下部直径を除き、平成6年の調査で得られた実測値を使用した3）。尚、各部寸法は、各  

部を表す記号と共に表5－1－1（A）（B）欄に示す。また、基壇上の主要な各部を表す記号と寸法は、図5－  

1－2にも示した。  

5－1－2．平面の設計手順   

基壇は、石灰岩のユーティンテリア、大理石のクレビス、トイコベイトの3段から成る4）。トイコベ  

イトの外側にはトルスのモールディングが施され、ドリス式円柱のフルーティングと類似した8本の粂  

溝が水平に刻まれている。トイコベイトの層は、正面ではスタイロベイトとなり、そこでは下側だけに  

モールディングが施されている（図5－1－2、5－ト4）。   

基壇の各石材は、3段とも外周面は仕上げられているが、ユーティンテリアとクレビスの内側の面は  

仕上げられていない。また、トイコベイトの内側には仕上げられた面はあるが、石材幅は全て同じと言  

うわけではない5）。設計上、重要と考えられた寸法であるならば、それを実現するために、石材立面は  

仕上げられ、一直線に揃えて施工されるのが当然である。従って、基壇寸法は、基壇の外法寸法で設計  

されたと考えられる。   

各部寸法相互の比例関係を計算した結果、単純で正確な比例関係を、様々な箇所で見いだすことが出  
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図2．トイコベイト・スタイロベイト上の平面各部寸法  
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5－l．TreasuryofMassaliaatDelphi  

Tclble5－ト1．Proporfionbe†weenelemen†s  

（A）   （B）   （C）   の）  

elemeれt  
mea5ure．  di脆rence  

Symbol  nopo血on  
（m）  （m）   

WidthofTreasuTyOnToichobatewithTorus  WT   6．362  

LengthofTIeaSuJyOl）ToichobatewithToruS  LT   8．625   

WidthofTreasuTyOnToichobate   W   6．159  

kngtbo【TreぉuyonToicbobate   L   S．420   

bngtbofPronaos＊   LP   2．114  ＝1／3WT   －0．007   

AxialIntercoluJnmiatioJ）   2．470  ＝2／5W   0．0（帖   

Distance丘omColunnAxis   
IA   1．弥15  ＝3／10W’   －0．003   

toedgeofToichobalewithoutTonu  

Breadth of Stylobate S   1．026  ＝1／6W   0．000   

Diameter of Base DB   0．743  ＝11／2D   0．008   

LowモーDiamete10rColumn   D   0．49   ＝1／5Ⅰ   ＿0．004   

Wi血borAぬ（0血0飢ale）   AがⅣ   0．497  ＝1／5Ⅰ   0．003   

LengthofTonISundelAntaBIock   AnT   0．493  ＝1／5Ⅰ   －0．001   

BreadthofThreshold   BT血   0．512  ＝1／2S   ＿0．001   

Brea血borToicbobate汀E4＆TE5）   BTn   0．510  ＝1／2S   ＿0．003   

BIea血horToi亡hob瓜e汀Eヱ＆TE3）   BTs   0．4g6  ＝WalE   0．003   

BTeadlhofToichobatewithTon蛤（rE4＆TE5）  BT血T   0．614   

BreadthofToichobatewithToruSOrE2＆TE3）  BTsT   0．5g＄   

Pr可ccliomorTor喝（upp併）   Tor   0．102  ＝1／10S   －0．（X）1   

PrqicctionofTor雌（1ower）   ToIL   0．066  ＝2／3Tor   ＿0．002   

TbicbeぉorEa5tWa11   1ⅣalE   0．4g3  

TbicbessofNo止血wall   WalN   0．472   

HeigbtorE血吋血eda   HE   0．ユ53  ＝1／3HECT   0．000   

Height of Crepis HC   0．289  ＝2／3HECTX4／7   0．000   

HeigbtorToicbobate   HT   0．217  ＝2／3HECrX3ノ7   0．000   

HeigbtorO仙00bte   HO止   0．482  ＝1／5W－1／gW   0．020   

HeightorWdl別ock   ⅠIWal   0．391  ＝（ト1／5）HO正   0．005   

Ⅰ加i富加orCrepidoma   HECT   0．759  ＝l畑W   ＿0．011   

HeigbtofCr叩idoma＋0仙00hte   HECrO   1．241  ＝1／5W   0．（X怜  

note：Il三Length丘omouteredgeofSり′lobatetosouthedgeofThreshold   

来た（表1－5－1（C）、（D）参照）。しかし、ユーティンテリアとクレビスの、外法での幅や長さと、正確  

で単純な比例関係を持つ部分は見出せなかった。従ってこれ以降は、基壇寸法はトイコベイトの層の外  

法で設計されたと考え、トルスを含まないトイコベイト上面での幅や長さを、単純に「基壇幅」、「基増  

長さ」と記すことにする。また、トルスの突き出し長さを加えた幅や長さを、「トルスを含んだ基壇幅」、  

「トルスを含んだ基壇長さ」と記す。図5－ト2に、トイコベイト平面の略図を示し、各部寸法を記す。   

比例関係を検討した結果、最初に決定された寸法として最も可能性が高いのは、基壇幅（W）であっ  

た。トルスを含んだ基壇幅（Wr）は、当然、基壇幅（W）にトルス幅（Tor、トイコベイト上面端から  

トルス先端までの突き出し長さ）の2倍を加えて計算することが出来る。  

WT  ＝W＋2Tor   

一方、トルスを含んだ基増長さ（u）には、次の関係が見られた。  

（差0．001m）   
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5－1．TreasuryofMassaliaatDelphi  

IJ   ＝（W＋2Tor）＋（W／3＋2Tor）  （差0．005m）   

即ち、トルスを含んだ基壇長さ（lJ）は、基壇幅にトルス幅の2つ分を加えた長さ（W＋2Tor＝WT）  

と、基壇幅の1／3にトルス幅の2つ分を加えた長さ（Ⅵr／3＋2Tor）の、合計として算出されている。ま  

た、実際のプロナオスの奥行（LP）を、スタイロベイト前面端から、プロナオスとナオスの間の敷居6）  

の前面端までの長さとして考えると、トルスを含んだ基壇幅（WT）の1ノ’3で求められる。  

LP  ＝1／3ⅥT  （差0．007m）  

従って、この宝庫の平面は、設計初期の段階では、正方形のナオスと、その3分の1の奥行のプロナオ  

スの組み合わせとして、意図されたと考えられる（図5－1－3）。   

トルスを含まない基壇長さ（L）は、トルスを含んだ基壇長さから前後のトルス幅（Tor）を引いて求  

められる7）。  

L  ＝LT－2Tor  （差0．（氾1m）  

基壇幅（W）と、中央柱間寸法（Ⅰ）8）、及び第二柱間寸法（IA）9）は、次のような比例関係がある。  

（差0．0（妬m）  

（差0．003m）  

Ⅰ  ＝2／5W   

IA  ＝3／10W  

これは、基壇幅（W）が、3：4：3に分割された位置に、円柱中心が配置されたとを示している。   

一方、スタイロベイト石材幅（S）10）は、  

（差0．αX）m）  S  ＝1／6W   

となり、これも基壇幅（W）との単純な比例関係で求められる。   

トルス幅（Tor）、敷居の幅（BTsh）、及び、図5－l－1のTE4とTE5で示されるトイコベイト上面にお  

ける幅（BTn）は、スタイロベイト石材幅（S）との単純な比例関係がある。即ち、一つの層にある各部  

の寸法が、同層に存在している一つの部材寸法から算出されることになる。  

（差0．001m）  

（差0．001m）  

（差0．003m）   

Tor  ＝1ノ10S   

BTsh  ＝1／2S   

BTn   ＝1ノ2S  

柱礎直径（DB）とアンタの幅（AnW）は、中央柱間寸法（Ⅰ）との比例関係から算出される。正面端  

に彫られたアンタ下のトルスは、長さ（M）が0．493mであり、アンタと同寸法として計画されたの  

は明らかである。また、円柱下部直径（D）は0．49mであり、アンタ幅（AnW＝0．497m）と、ほぼ同  

寸法となっている。従って、これも、アンタ幅（An）と同じ比例関係で算出される。  

（差0．（氾2m）   

（差0．003m）   

（差0．001m）   

（差0．004m）   

DB  ＝3ノ10I  

AnW  ＝1／5I  

AnT   ＝1／5I  

D  ＝1／5Ⅰ  

ここで、柱礎直径（DI】）と円柱下部直径（D）の比を計算すると、  

DB÷D ＝3／10Ⅰ÷1ノ5Ⅰ ＝1172  

－  165 －  



5－1．TreasuryofMassaliaatDelphi  

となる。これは、ヴイトゥルヴィウスが示す比例関係と全く同じである11）。従って、柱礎直径（DB）は、  

中央柱間寸法（Ⅰ）との比例関係で求められたとするより、ヴイトゥルヴイウスが示すように、円柱下部  

直径（D）との比例関係で求められたと考える方が妥当のように思える。  

（差0．008m）   DB  ＝11／2D  

また、ヴイトゥルヴイウスは、基壇幅から円柱下部直径を求め、円柱下部直径から柱間寸法を算出す  

る方法を示している1ユ）。ここでは、基壇幅から柱間寸法を割り出し、柱間寸法から円柱下部直径を算出  

したことになる。どちらも、基壇幅と柱間寸法、及び、円柱下部直径が、ファサードの設計にとって重  

要な要素であり、各部の寸法が比例によって関連づけられていることに変わりはない。また、アンタ幅  

が、円柱下部直径と同じ比例関係で求められていることで、アンタ幅も円柱下部直径と同程度に、ファ  

サードの設計において重要な要素と認識されていたことが分かる。   

以上の様に、基壇幅（W）か－ら始まり、単純な比例関係によって、トイコベイトやスタイロベイトの  

層における殆どの寸法が決定されている過程を辿ることができた（図5－ト3）。   

基壇幅は、建築の規模を決定する重要な要素であり、最初に決定される寸法として相応しい。また設  

計初期の段階で、この様な寸法に複雑な端数が付けられたとは考えにくい。さらに、上記の比例関係に  

よる各部寸法決定の過程の中で、基壇幅は、何の変更も成されていない。従って、当初の設計寸法がそ  

のまま、施工寸法になっていると予想される。つまり、基壇幅は、当時使用された古代尺で、単純な整  

数として表現できる長さであると考えられる。   

マッシリア人の宝庫が設計されたときに使用された古代尺を、イオニア尺とドリス尺を含む約0．295m  

～0．330mの間と仮定すれば、基壇幅（W）は18．66ft～20．88ftとなる。従って、基壇幅が古代尺で最  

も単純な整数となる長さは20ftであり、この時の1f00tの長さは0．30795mとなる。これを用いて基壇  
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5－l・TreasuTyOfMassaliaatDelphi  

TQble5－l－2．Ancien†foo†ofeqchelemen†（lf00†＝0．30795m）  

（A）   （B）   （C）  の）   

1軋＝030795m  
ProcessofCalculation  Symbol   meaSule． （m）         AncientFoot （丘）  dif托rence （m）   

Ⅵ   6．362   20 ユノ3   －0．002  ＝W＋2Tor＝202／3魚   

LT   8，625   28   0．002  ＝（W＋2Tor）＋（W／3＋2Tor）＝28氏   

W   6．159   20   0．000  ＝20R   

L   8．420   271／3   0．003  ＝LT－2Tor＝271／3氏   

2．114   6 7侶   －0．003  ＝1ノ3WT＝68／9R   

2．470   8   0．（）06  ＝2／5W＝8丘   

m   1．糾5   6   ＿0．003  ＝3／10W＝6魚   

S   1．026   31／3   0．0（氾  ＝1／6W＝31ノ3R   

DB   0．743   ヱ ユ／5   0．004  ＝11／2D＝ユZノ5魚   

D   0．49   13／5   ＿0．003  ＝1／5Ⅰ＝13ノ5氏   

AnW   0．497   13／5   0．0桐  ＝1／5Ⅰ＝13／5托   

AnT   0．493   13／5   0．0（氾  ＝1／5Ⅰ＝13／5凡   

BTsh   0．512   12／3   ＿0．001  ＝1／2S＝12／3氏   

BTn   0．510   12／3   ＿0．003  ＝1／2S＝12ノ3丘   

BTs   0．486   19／16   0．005  ＝BTs＋Tor＝19／16托   

BTnT   0．614   2   －0．002  ＝BTn＋Tor＝2   

BTsT   0．588   143／48   0．（X）4  ＝BTs＋Tor＝143／48氏   

Tor   0．102   1／3   －0．001  ＝1ノ10S＝1／3杜   

TorL   0．066   2／9   ＿0．002  ＝2／3Tor＝2／9丘   

WalE   0．英日   19ノ16   0．002  ＝AnW＝13／5氏→19／16氏   

WalN   0．472   143／80   －0．00l  ＝AnW－1dactyl＝143侶0氏   

HE   0．Z53   13／16   0．0（B  ＝1／3HECr＝5／6R→13／16R   

HC   0．ユS9   15／16   0．000  ＝2ノ3HECTX4ノ7＝20ノ21魚→15ノ16氏   

HT   0．217   11／16   0．（X）5  ＝2／3HECrX3／7＝＝5／7R→11／16氏   

HO止   0．482   19／16   0．001  ＝1ノ5W－1／8W＝4凡－27／16魚＝19／16R   

HWal   0．391   11／4   0．（X）6  ＝（1－1／5）HO止＝4／5Ho止＝11／4允   

HECT   0．759   2 7／16   0．008  ＝1侶W＝21／2托一◆27／16魚   

HECTO   1．241   4   0．（）09  ＝1／5W＝4R   

各部の寸法を先に求めた比例関係や計算式に則り古代尺に換算すれば、下記の様になる（表5－1－2参照）。  

（差0．（X沿m）   

（差0．∝垢m）   

（差0．003m）   

（差0．（X氾m）   

（差0．001m）   

（差0．002m）   

（差0，002m）   

（差0．003m）   

（差0．001m）   

W  ＝20ft   

I  ＝2／5W  ＝8ft   

IA  ＝3／10Ⅵr  ＝6ft   

S  ＝1／6W  ＝31／3rt   

Tor  ＝1／10S  ＝1／3魚   

WT  ＝W＋2Tor  ＝202／3ft   

u  ＝（ⅥT＋2Tor）＋（W／3＋2Tor）  ＝28ft   

L  ＝IJ－2Tor  ＝271／3ft   

BT血  ＝1／2S  ＝12ノ3ft  
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（差0．003m）  

（差0．004m）  

（差0．000m）  

（差0．003m）  

（差0．004m）  

→67侶r【  （差0．003m）  

BTn   ＝1／2S   

A皿Ⅵ’  ＝1ノ′5I   

AnT   ＝1ノ5I   

D  ＝1／J5I   

DI〕  ＝11／2D   

LP  ＝1／3WT  

＝12／3ft   

＝13，／5rt   

＝13／5ft   

＝13／5ft   

＝22／5n   

＝68／9n  

円柱の太さ（D）やアンタの幅（AnW、AnT）においてのみ、1／5ftの使用が見られる。これらは、ファ  

サードの設計において、非常に重要な部分であるので、何らかの方法で、比例関係が正確に実現された  

と考えられる。また、トイコベイト下面におけるトルスの突き出し長さ（TorL）は、上面の突き出し長  

さ（Tor）の2／3となっている。この様な細部の設計では、原寸の型板等の使用により、正確な比例関係  

が創り出されたと考えられる。  

（差0．（氾2m）   TorL   ＝2／3Tor  ＝2／9ft  

この段階で、決定されてない平面寸法、即ち、他の平面寸法と合理的な比例関係が見いだせないもの  

は、図5－1－1中、TEZとTBで示されるトイコベイト石材上面の幅（BTs）と、壁の厚さ（WalE、WalN）  

だけである13）。   

オルソスタットの厚さは、通常、壁厚14）より大きい。TE2とTEうのトイコベイト石材上面での幅（BTs）  

は、東側のナオスの壁の厚さ（WdE）とほぼ同じ寸法（差0．003m）となっている。即ち、オルソスタッ  

トの厚さは、ナオスでは、壁厚とほぼ同寸法であると言える。ところが、プロナオスの壁厚は、ナオス  

の壁厚より大きと考えられるので15）、図5－1－1のTE2のプロナオス側では、オルソスタットがトイコベ  

イト上面から内側にはみ出すことになる。通常の設計では考えにくいが、実測値を検討した限り、この  

様な結果となっている。   

壁の厚さは、アンタの幅より若干小さな寸法とされるのが、一般的である。従って、東側のナオスの  

壁の厚さ（WalE）は、アンタの幅（AnW＝13／5ft＝1ft9＋3／5dactyl）の1dacty1以下を切り捨てて、I  

ft9dactyl＝19／16fIとされた様に思われる。また、北側の壁の厚さ（WalN）は、アンタ暗から1dactyl  

引いて決定されたのかも知れない。  

WalE  ＝AnW  ＝13／5ft  →19／16ft  （差0．002）  

WalN  ＝AnW－1／16ft  ＝13／5ft－1！16ft ＝143／80ft  （差0．001m）  

5－1－3．立面の設計手順   

基壇高さの設計過程は、その比例関係から、実に明確に辿ることが出来る。先ず、ユーティンテリア、  

クレビス、トイコベイトの高さの合計である基壇の高さ（HECT）は、基壇幅（W）の1溜で求められ  

る。これを、3等分し、その一つがユーティンテリアの高さ（HE）となり、残りの部分（HCr）が4：  

3の割合でクレビスとトイコベイトの高さ（HC、HT）に割り付けられる。これを、古代尺を用いた計  
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算式で表すと、下記のようになる。  

HBCT  ＝l／8W  ＝21i2ft  

HE  ＝1／3HECr  ＝5！6ft  →13／16ft  （差0．003m）  

HCT   ＝2／3HⅨ汀  ＝12／3魚  

HC  ＝4／7HCr  ＝20／21ft  →15／16ft  （差0．00Om）  

HT  ＝3／7HCr  ＝5／7ft  →11／16ft  （差0．005m）  

それぞれの層の高さは、計算過程の中で丸められるので、実際に施工された基壇高さは、当初の設計寸  

法より1dactyl、小さな値となる。  

（差0．008m）   HECT  ＝HE＋HC＋HT ＝27／16ft  

ヴイトゥルヴイウスは、イオニア式の柱礎の設計手順として、柱礎の高さを3等分し、その一つを礎  

盤に当て、残りを7部分に分けて、上の3部分をトルスの高さとし、下の4部分は2つのスコティアに  

割り当てるとしている1る）。ヴイトゥルヴイウスが示しているのは、礎盤、トルス、スコティアの設計手  

順であり、マッシリア人の宝庫で示したのは、基壇のユーティンテリア、クレビス、トイコベイトの設  

計手順である。対象とする部所が異なってはいるが、設計手順ばかりでなく、比そのものも同一となっ  

ていることは、注目に値する。   

オルソスタットの高さについては、次の設計過程が考えられる。先ず、基壇とオルソスタットを加え  

た高さ（HモCTO）が、基壇幅（W）のl／5（HECrO＝4ft）で求められる。この寸法から、基壇高さ（HECr）  

を引いて、オルソスタットの高さ（HO爪）が算出される。  

HOrt   ＝HECTO－HECT  ＝1／5W－1／8W  

＝4fト27／16rt  ＝19ノ16ft  （差0．001m）   

第1眉目の壁材の高さ（打Wd）は、オルソスタットの高さの副5となっている。これは壁材の高さを、  

オルソスタットの高さの1／5だけ小さくするということである。  

（差0．∝帖m）   HWd  ＝4／5HOれ  ＝11／4ft  

5－1－4．アストラガル装飾の設計手順  

オルソスタット外側の最下部には、1個の玉と2個の薄い円盤が交互に並べられたアストラガル  

（鮎仕喝d）が彫られている（図5－1－4）。宝庫北側には、全てのオルソスタットが残存しており、アスト  

ラガルの割付の状況を観察することが出来る。   

オルソスタット各石材の長さを表5－ト3（B）に、それを古代尺に換算した長さを、同表（C）に示し  

ている。この表には、東西端の石材を除き、オルソスタット石材の長さは、明らかに違う長さであるこ  

とが示されている17）。また、同表（E）、（F）には、アストラガルの円盤＋玉＋円盤を1装飾単位とした  

ときの、装飾単位の割り付け方と、各石材毎の装飾単位の長さの平均値を記している。これから、アス  

トラガルの装飾は、ほぼ各石材毎に割り付けられ、北側全面に合計、80個の装飾単位が彫り込まれてい  
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T（コble5－l－3．MeQSUremen†sofor†hos†c）†eb［ocks（コ†nor†hside  

（A）   （B）   （C）   （D）   （E）   （F）   

Stone  
average of 

number   
foot di晩rence m  numberorunit   unitlength  
（R）  （）  

（m）   

0－NE   0．377   11／4   0．075   

0－Nl   1．078   31／2   0．000  disk＋14unit   0．076   

0－N2   1．205   315／16   －0．008  15unit   0．OSO   

0－M   1．129   3 2．／3   0．000  15unit   0．075   

0－N4   1．031   3 1／3   0．005  14unit   0．074   

0－N5   0．947   3 1／16   0．0肘  1211nit   0．079   

0－NW   0．387   11／4   0．002  5unit＋disk   0．076   

Sum   6．154   20   －0．005  disk＋80unit＋disk  0．077  

note：1R．＝030795m，Oneunit＝disk＋bead＋disk，ll，idthofdisk＝73mm   

ることが分かる。装飾単位の長さは、平均すれば20ft／80＝174ft（0．077m）となる。しかし、実際に  

彫り込まれいてる装飾単位の長さは、僅かではあるが、各石材で、異なっている。   

東西隅のオルソスタット石材の長さは、11／4ftであり、円盤と玉の装飾、5単位分として計画されて  

いる18）。しかし、他の石材長は、必ずしも装飾の1単位長さの正数倍とはなっていない。このことは、  

装飾の1単位の長さが1／4ftと計画されたものの、実際には。装飾単位が石材の継ぎ目で切れないよう、  

各石材の長さに合わせて、個別に装飾単位が割り付けられたという施工過程を示す。   

また、装飾の15単位（1単位＝0．080m）が施された0－N2の石材にもし16単位が造られたならば、  

同じく15単位が割り付けられている0－N3の石材の装飾単位の長さと同じ寸法（1単位＝0．075m）と  

なる。それにも拘わらず、そうされなかったことは、宝庫北面のオルソスタットでは、装飾を合計80単  

位とする当初の計画が、合計81単位にして装飾単位の長さのばらつきを少なくするということより、優  

先されるべき事であったことを示している。  

5－1－5．マッシリア人の宝庫の設計法に関する考察及びドリス式建築との設計法の比較   

施工上の特徴や、各部寸法の比例関係を分析することにより、基壇から壁第1層日までの設計過程を  

おおよそ明らかにすることができた。ここで、平面・立面の各部寸法が決定されたと考えられる順序を、  

Fig．5－l－4．Nor†he（evQ†ionQ†eQS†pc）r†of†he†recISury  
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図5－ト5に示す。図中の括弧内の数字は、寸法決定に使用された比例を示す。括弧内にアスタリスクを  

記したものは、単純な比例計算以外の方法により、寸法が算出されたことを示す。   

図5一ト5には、基壇幅（W）との単純な比例関係から中央柱間寸法（Ⅰ）が求められ、中央柱間寸法（Ⅰ）  

から円柱下部直径（D）が、更に、円柱下部直径（D）から柱礎直径（DB）が求められるという、連鎖  

的な比例関係を用いた、各部寸法の決定過程が示される。これは、ヴイトゥルヴイウスがイオニア式神  

殿の各部寸法の割り出し方として示し、クールトンが比例の連鎖方式と呼んでいる設計法である19）。こ  

の様にして、各部寸法が割り出される設計過程は、平面、立面を問わず、他の箇所でも多く見られる。  

また、図5－1－5からは、比例には、1′′2、1／3、1／5、1鳩、1侶、1ノ10等、分子が1となる分数が数多く使用  

されていることも分かる。   

以上のことを踏まえ、マッシリア人の宝庫の設計上の特徴を纏めれば、下記の通りとなる。  

（1）マッシリア人の宝庫では、設計初期の段階で、基壇幅が20rtと決定され、ナオスが正方形、プロ  

ナオスの奥行がその1／3という、2つの形の組み合わせとして、平面計画がなされた。尚、基壇の  

計画寸法として決定されたのは、トイコベイトの外法寸法である。  

（2）この宝庫の多くの部材寸法間には、単純で正確な比例関係が成立している。特に、比例には、分子  

が1となる分数が数多く使用されている。  

（3）マッシリア人の宝庫は、多くの部分の寸法決定に、比例の連鎖方式が用いられた。   

また、装飾の割付方に関して、以下のことが分かった。  

伊）オルソスタット石材に施されたアストラガルは、計画された装飾単位の総数を実現するこが重要で  

あった。また、オルソスタット各石材の長さは任意に決定されたと考えられ、装飾は、各石材毎に  

割り付けられた。   

ドリス式の翼付ストアでは、円柱各部寸法は、円柱下部直径の寸法から始まる連鎖方式的な設計過程  

が見られたものの、平面上の主要な寸法やエンタブラチュア各部寸法は、柱間寸法との比例関係でほぼ  

決定されているので、基本的には柱間寸法を基準寸法とした、モデュラー方式で設計されたと言うこと  

ができる。それに対しマッシリア人の宝庫では、柱間寸法が基準寸法とはならず、連鎖方式としての設  

計過程を見ることができる。  

Ⅰ，lA （3：4：3）  WalE  （＊）  

Tor  （1／10）  

†  LP  （1月）  

L  （♯）  

S  （1／6）  

BTnT  （り  

HE  （1ノ3）  
HC，m （4：3）  

IIECT  （1侶）  

HO止  （り  HWal （1－1／5）  
HECrO  （1／5）  

Fig．5－l－5．Thediqgr（】mOf†heproporTjondrelQ†ionshipbe†weenelemen†s  
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注  

1 クールトンのストアに関する下記の著書に掲載された様々な建築の内、正面に列柱を有し、オーダーの種類  

が明確であるものが168棟である。その内、1階正面のオーダーがドリス式であるものは145棟（86％）、イオ  

ニア式であるものが21棟（13％）、その他のものが2棟（1％）である。クールトンは、アルカイック期のス  

トアには、神殿と同様、建設地における伝統的な様式が採用されているが、紀元前5世紀以降、重要なスト  

アの外部列柱には、ドリス式が広く用いられるようになったと述べている。  

J．J．Coulton，TneArchitechLralDeveヱ叩men（qfGreekStoa，0Ⅹford，1976，P．99，PP．212－294   

2 J．F．Bommelaer＆D・hroche，GuidedbDe帥es：Lesite，Paris，1991，p．63  

3  この宝庫に関しては、下記のフランス隊の発掘報告書が出版されている。各部寸法に関しても、正確な報告  

が成されているが、トイコベイトについては、高さ以外の寸法値が無いなど、設計法を検討する上で重要な  

寸法が欠落している。円柱下部直径（D）に付いては実測することが出来なかったので、下記の発掘報告書よ  

り得た（p．65）。  

G．Daux，FbuilledtDeわhesII：LesancLuaiT・ed’AthenaPT・Onaia：LRSdeuxTksors，Paris，1923  

各部の名称は、フランス隊の報告書の名称をそのまま使用している。また、通常、ユーティンテリア石材は、  

外面の下部は仕上lヂられず地中に埋められている為、基填ではなく、基礎の最上部と考えられる場合が多い。  

しかし、ここで見られるユーティンテリアは、外側の面は全面仕上げられており、地上に露出していたと考  

えられる。従って、本稿では、フランス隊がユーティンテリアと呼んでいる部分も基壇の一部として考察す   

る。  

図5－1－1のTE2～TE5は、トイコベイトに付けた石材番号である。表5－1－1のBTsは、TE2とTE3のトイコベ  

イト上面での石材幅の平均値を、同表のBTsTには、TE2とTEぅのトルスを含んだ石材幅の平均値を示す。ま  

た、同表のBTnは、TE4とTE5のトイコベイト上面での石材幅の平均値を、同表のBTnTは、TE4とTE5の  

トルスを含んだ石材幅の平均値を示している。これらの石材幅は、1．玩m異なっている。  

「敷居」とは、ナオスとプロナオスを仕切るオルソスタットの下に置かれた部材を指す。実際の敷居は発見さ  

れていない。ここで言う「敷居」は、外周のトイコベイトやスタイロベイトと同じ層にあり、トイコベイト  

と呼ぶべきかもしれないが、本稿では便宜上、「敷居」と呼ぶことにする。  

基壇幅（W）と、トルスを含んだ基壇長さ（u）との間に、5：7という単純な比例関係にある。  

u  ＝WX（7／5）  （差0．002m）  

そこで、5×7という均等グリッドから、基壇寸法を決定する方法も考えられる。即ち、ナオスが5×5グリッ  

ド、プロナオスが5×2グリッド、正面左右2番目のグリッド中央が円柱の据えられる位置となる。しかし、  

この均等グリッドからは、整合性のある設計過程が見いだせない。  

先ず、均等グリッドを用いたとすれば、プロナオスの深さ（PL）が基壇幅（W）の2／5として設計されたこ  

とになるが、実際は、1／3となっている。また、正面においては、トイコベイト上面が5グリッドであるのに  

対し、側面ではトルスが突き出た部分で7グリッドと、異なるレベルの寸法が決定されたことになる。均等  

グリッドを使用したり、或いは単純に5：7という比例関係を用いて、基壇の正面・側面の寸法を決定しよう  

とする場合、比例関係は同レベルの寸法に適用されるのが自然であると考えられる。何故、敢えて違うレベ  

ルの寸法に、比例関係を創り出すことになったのか、適切な理由が見出せない。  

中央の心々柱間寸法を、中央柱間寸法と呼ぶ。円柱の柱礎が据えられる場所を示す円とその中心点が、スタ  

イロベイト上面に刻まれている。中心点間の距離を実測し、これを心々柱間寸法とした。また、この円の直  
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径を実測し、柱礎直径（DB）とした。  

9  柱中心からトイコベイト上面の端までの距離を指す。トイコベイト上面での基壇幅（W）から中央柱間（Ⅰ）を  

引き、2で除して算出した。  

10 スタイロベイトは、前後2列の石材で構成される。図5－1－1のNo．40、No．41の石材は、宝庫近くに残存してい  

たものである。円柱の柱礎の位置を示す刻線から、図に示される位置におかれていたことが判明した。スタ  

イロベイト石材幅（S）は、前後の石材の幅を足して算出した。  

11 森田慶一訳註、「ウイトゥルーウイウス建築書」、東海大学出版会、昭和傘1年、ⅠⅠト5－1   

12 Ibid、ⅠⅠト3－1，7  

ヴイトゥルヴイウスは、基壇暗からモデュール求め、モデュールから円柱下部直径を求める過程を示してい  

るが、イオニア式の場合、1モデュールが円柱下部直径となる。従って、基壇幅から円柱下部直径が求められ  

ると言い直すことが出来る。  

13 トイコベイトのトルスを含んだ幅は、単純に、トルス幅を加えられた長さとして求められたと考える。  

BTnT  ＝BTn＋Tor  ＝12／3ft＋1／3ft  ＝2ft  （差－0．002m）  

BTsT  ＝BTs＋Tor  ＝19／16ft＋1／3ft  ＝143／48ft  （差＋0．∝拘m）  

14 壁の厚さ（壁厚）とは、オルソスタット上第1層目の壁部材の厚さを言う。  

15 宝庫周辺に残る壁部材には、中央が突き出た、T字型のものがある。中央の突き出た部分は、ナオスとプロナ  

オスを仕切る壁の一部となる。突き出た部分を境に、ナオス側（0．471m）は、プロナオス側（0．490m）より、  

壁厚さが小さくなっている。  

16 ウイトゥルーウイウス建築書、OP．CiL、ⅠⅠⅠ－5－3  

17 同じ層の石材の長さがまちまちなのはオルソスタットだけに限らない。トイコベイト壁の各石材の長さにも、  

ぱらつきが見られる。  

18 アストラガルの装飾は、端は2つの円盤が付けられる。従って、東西隅のオルソスタット石材の端には、円  

盤が1つづつ多く付けられる。束隅の石材（0－NE）では、その分、反対側の端に円盤を造らず、装飾単位に  

正確な長さを割り付けようとしたことが読みとれる。その結果、束隅の石材に隣接する石材（0－Nl）では、円  

盤が1個、多く付けられる。しかし、これ以外の石材には、この様な調整は見られない。  

19 クールトンは、ヴイトゥルヴイウスがドリス式神殿の設計法で示している比例関係のシステムを、「モデュ  

ラー方式（modularsystemofprDPOrtion）」、イオニア式神殿の設計法で示している比例関係のシステムを、「連  

鎖方式（successivesystemofproportion）」と名付けた。モデュラー方式とは、各部全ての寸法が、基準となる  

一つの寸法の、倍数か単純な分数となる比例の方式である。また、連鎖方式とは、ある部分が、先に決定さ  

れた部分と比例により関連づけられ、更に、その部分との比例関連により、次の部分が決定されていくとい  

う方式である。（Coulton、OP．CiL、1975、P．68－69）  
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5－2．翼付ストアに類似した平面形式を持つイオニア式建築の平面設計  

5－2－1．はじめに   

翼付ストアに類似した平面形式を有するイオニア式の建造物が2棟確認されている。一つは、サモト  

ラケ島の翼付プロピロン（紀元前340年噴）、他の一つはベルガモンのゼウスの祭壇（紀元前2世紀前  

半）である。   

紀元前340年頃、サモトラケ島の神域に壁で囲まれたテメノスが建設された。翼付ストアはその門と  

して建設されたもので、建築及び建築に施された彫刻はスコパスの手によるもであると言われている1）。  

サモトラケ島はタソス島と同じく、エーゲ海北部にある島で、地域的には可成り近い位置にある。また、  

翼付プロピロンの建設年代は、タソスの翼付ストア（紀元前330－320年頃）とほぼ同年代であり、規模  

的にもタソスの翼付ストアと同様、可成り小さな建造物である。   

一方、ベルガモンのゼウスの祭壇は、階段状の基壇を含んだ正面幅が約36．5mと、祭壇としては大規  

模なものである。これは祭壇であり建築ではないが、高いボディウムの上に建ち、正面両端に前に突き  

出した翼部があり、その平面に沿って列柱がならべられ、巽付ストアとよく似た平面となっている。建  

設はベルガモン王エウメネスⅠⅠ世の統治下の頃で、紀元前2世紀前半であるヱ）。   

これら2棟の建造物は、遺跡の状況が良好とは言えず、また、発掘報告書にも精度の高い寸法が記さ  

れていない。従って、本節ではこれら2棟のイオニア式建造物の平面の設計について、大まかな分析を  

行うことにする。  

5－2－2．サモトラケの巽付プロピロンの平面設計   

サモトラケの巽付プロピロンは、翼部に1柱間、中央部に3柱間のイオニア式の建造物である（図5－  

2－1参照）。レーマンは発掘された石材を基に、詳細な復元図を示しているものの、平面上の各部寸法を  

明示するのを避けている3）。しかし、渡辺氏は、レーマンの発掘報告書から、平面上の各部寸法を復元  

した4）。ここでは、レーマンの発掘報告書から読みとれる各部寸法に加えて、渡辺氏の復元値を用いて、  

分析する。尚、表5－2－1に各部を示す記号と各部寸法を示している。また、に主要な各部を表す記号は  

図5－2－1にも記した。   

渡辺氏は、翼付プロピロンの基壇を含んだ長さ寸法（OL）は、テメノスの長さの1／2として計画され、  

更にプロピロンの長さ寸法（OL）の1／2が翼部奥行寸法（ODpW）となったと述べている。  

OL   ＝LengthofTemenos÷2  （差0．010m）  

ODpW ＝OL／2  （差0．010m）  

渡辺氏の分析はこれで終了しているが、巽付プロピロンの平面上の各部相互の比例関係を分析すれば、  

スタイロベイト上でのプロピロンの正面長さ（L）と翼部奥行寸法（DpⅥr）も2：1の比例関係と成って  
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いるのが分かる5）。尚、基壇を含んだ正面長さ（OL）とスタイロベイト上での正面長さは10：9の比例  

関係が成立している。従って、基壇を含んだプロピロン正面長さ（OL）のい20が2段のクレビス幅  

（2CreⅥr）とされたと考えられる。  

L  ＝9／100L  

DpW  ＝l／2L  

2CreW ＝l／200L  

（差0．002m）   

（差0．010m）  

（差0．001m）   

更に、スタイロベイト上でのプロピロンの正面長さ（L）と翼部幅に4：1の比例関係が成立している。  

当然、中央部長さ（C）は正面長さ寸法（L）の1／2、翼部幅（W）の2倍となる。  

（差0．001m）   

（差0．002m）  

（差0．004m）  

W  ＝1ノ4L   

C  ＝1／2L  

＝2W  

また、翼部幅は7等分され、その内の5部分が翼部柱間寸法及び、中央部両端の柱間寸法（Ⅰ、以下、こ  

れらを榛準柱間寸法と呼ぶ）、1部分が柱位置寸法（SA）となる。従って、柱位置寸法（SA）は棲準柱  

間寸法（Ⅰ）の1／5となる。  

（差0．005m）  

（差0．003m）  

（差0．∝姥m）   

Ⅰ  ＝5ノ7W   

SA  ＝1／7W  

＝1／5Ⅰ  

中央部の中央柱間寸法は、結果的に決まるものと考えられる。即ち、中央部の列柱長さ（CA）は棲  

準柱間寸法（Ⅰ）と柱位置寸法（SA）が決定すれば、  

u  

。A  

1  

U 古 芦 吉夢 合 ○  

l  王  

此                      ・ニ∴：  

富 KrcW  

Fjg．5－2－l．ThepIc］nOf†hepropYlonwithwJngSく】†Scmo†hor（】Ce  
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TqbIe5－2－1．PropY10nWi†hwlngSC）†Somo†horoce；Proportionbe†weenelemen†s  

（A）   （B）   （C）   （D）  

elemen短  

Symbol   
meaSuIe．  de托IenCe  
（m）   Propo止ion  （m）   

OL   
12．38  ＝LengthofTemenosi2  

0verallLength  －0．010   
＝24．7＄m／2＝12．39m  

0verallWi血borW－ings   OW   4．024  ＝2Ⅰ   0．036   

0verallLengthorCentralpa止   OC   4．332   

OverallDepthofWings   ODpW   6．20  ＝1／20L   0．010   

LengthofStoaontheStylobate   L   11．14  ＝9／100L   －0．002   

Wi血bofWiれgSOntheStylobate   W   2．7糾  ＝1／4L   －0．001   

レng也ofC亡ntralPa止OntheStylobate   C   5，572  ＝1／2L   0．（）02   

DepthofCentralPartontheStylobate   DpC   3．5＄6   

Dep也orWingsontheSけlobatモ   DpW   ＝1／2L   0．010  

AxialDistanceofColonnadeatRearside   LA   10．35   

AxialLengthofCentralColonnade   CA   6．362   

h可ectionorWimgs   P画   ＝5ノ7W   0．005  

CentTalAxialIntercohmiationatCentralParL   IC   2．374   

AxialIntercolumiationaIWings，Sidc   
＝5／7W   

＆NormalAxialIJ）terCOlumniationalCet）tralPart   
0．005  

Distancc丘omColumnAxistoedgcofStylobate   SA   0．395  ＝1／7W   ＿0．003   

Lower Diameter Column D   0．55  ＝1／5W   ＿0．007   

WidthofKrepidoma＝LowerCrepis＋UpperCrepis  2CreW   0．62  ＝1／200L   0．001  

CA  ＝C－2I＋2SA  ＝2×W＋2×1／7W  ＝22／7W   

となる。従って、中央部の中央柱間寸法（IC）は、下記のようにして算出できる。  

IC  ＝CA－2Ⅰ  ＝22／7W－2×5／7W  ＝6／7W  

巽部突出長さ（R句）は、棲準柱間寸法（Ⅰ）と同じ寸法である。従って、中央部奥行寸法は（Dp）は巽  

部奥行寸法（DpW）から翼部突出長さ（亘可）を単純に引いて求められたと考えられる。  

n両  ＝Ⅰ  ＝5／7W  （差0．005m）  

DpC  ＝DpW－Pr可  

尚、円柱下部直径は翼部幅（W）の1／5で算出できる。  

（差0．007m）   D  ＝1／5W  

以上の様にして平面上の各部寸法は決定されたと考えられる（表5－2－1参照）。これに、建設当時使用  

されたと考えられる古代の尺度を当てはめ、各部寸法を算出する。   

最初に決定されたと考えられるのは、テメノスの長さであろう。テメノスの長さは、設計上それを拘  

束するものは何もないので、古代尺の完尺で決定されたと考えられる。古代の尺度が0．295m～0．330m  

の範囲内にあると仮定すれば、テメノスの長さは75．09ft～糾．00爪の間となる。この中で、最も単純な  

寸法は80ftであるので、テメノスの長さが80ftとして設計が始められたものとし、設計過程を復元し  

ながら、各部寸法を古代尺に換算する。尚、この時の1ftの長さは0．30950mである6）。   

先ず、基壇を含んだプロピロンの長さ（OL）はテメノスの長さ（＝80ft）の1／2とされる。次に、プ  

ロピロンの基壇を含んだ翼部奥行寸法（ODpW）が、基壇を含んだプロピロンの正面長さ（OL）の1ノ2  
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TQbJe5－2－2．PropylonwithwIngS（コ†S（コmO†horc）Ce；Ancien†foo†ofe（コCheJemen†  

（A）   （B）   

（C）  

1わot＝0．30950m   
（D）  

Symbl  h血asure．   AnciemtFoot  
（氏）   （m）   

Process of Calculation 

OL   12．j＄   40   0．000  ＝80氏／2＝40氏   

OW   4．024   13   0．000  ＝W＋4ft＝13魚   

OC   4．332   14   －0．001  ＝Ct4魚＝14R   

ODpW   6．20   20   0．010  ＝1／20L＝20氏   

L   11．14   36   －0．002  ＝9／100L＝36R   

W   2．7＄4   9   －0．002  ＝1／4L＝9R   

C   5．572   1＄   0．001  ＝1／2L＝18氏   

DpC   3．5＄6   119／16   0．007  ＝DpW－Plqj＝119／16氏   

DpW   5．58   1＄   0．009  三1／ユL＝1各氏   

LÅ   10．35   33 7／16   0．001  ＝L－2SA＝337／16丘   

CA   6．362   20 9／16   －0．002  ＝C＋2SA＝209／16R   

P両   1．994   6 7／16   0．（X）ヱ  ＝Ⅰ＝67／16氏   

IC   2．374   711／16   －0．005  ＝CA－2Ⅰ＝711／16丘   

1．994   6 7／16  0．002  ＝5ノ7W＝63／7氏一◆67／16R   
SA   0．395   19／32   －0．002  ＝1／7W＝12／7食→19／32丘＝1氏41／2dacサ1   

D   0．55   13／4   0．00S  ＝1／5W＝14／5R→13／4R   

2CreW   0．62   2   0．001  ＝1／200L＝2丘   

′ ′1′ ′ノ ′  ′′ ′  ノ ′  ′  0．の∫  

として決定される。  

OL  ＝80魚／2  

0DpW ＝OL／2  

（差0．（X氾m）   

（差0．010m）  

スタイロベイト上でのプロピロン長さが基壇を含んだプロピロンの長さ（OL）の9／10として算出され  

る。即ち、2段のクレビス幅が基壇を含んだプロピロンの長さ（OL）の1／20として算出されたことにな  

る。  

（差0．002m）  

（差0．001m）  

L  ＝9ノ100L   

K陀W  ＝1ノ200L  

スタイロベイト上でのプロピロンの長さは1：2：1に分割され、翼部幅（W）と中央部長さ（C）が決  

定される。また、翼部奥行寸法（DpW）はプロピロンの長さの1／2として算出される7）。  

＝9ft  （差0．（抑2m）  W  ＝1ノ4L   

C  ＝1／2L   

DpW  ＝l／2L  

（差0．（泊1m）   

（差0．009m）   

次に、翼部幅（W）を1：5：1に分割し、榛準柱間寸法（Ⅰ）及び柱位置寸法（SA）が求められる。  

Ⅰ  ＝5／7W ＝63／7れ  →67／16ft  （差0．002m）  

SA   ＝1／7W ＝12／7ft  →lft41／2dactyl  （差0．002m）  

この結果、中央部列柱長さ（CA）が決定する。また、中央部両端の柱間寸法を梗準柱間寸法と同じ長  
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さとすることで、中央部の中央柱間寸法（IC）も必然的に決定する。  

（差0．002m）  

（差0．005m）  

CA  ＝C＋2SA   

IC  ＝CA－2Ⅰ  

＝209／16rt   

＝711／16ft  

また、翼部の突出長さ（h句）も梗準柱間寸法（Ⅰ）と同じ寸法とされ、その結果、中央部奥行寸法（DpC）  

が決定する。  

（差0．002m）  

（差0．007m）  

h可  ＝I   

DpC  ＝DpW－Prqj  

＝67り6rt   

＝119ノ16rt  

円柱下部直径（D）は、翼部幅の1ノ5として算出される。  

D  ＝1ノ5W ＝14／5n  →13ノ4ft  （差0．008m）   

以上で、平面上の全ての各部寸法が決定されたことになる。尚、この計算結果は、表5－2－2に纏めて  

示した。  

5－2－3．ベルガモンのゼウスの祭壇の平面設計   

ベルガモンのゼウスの祭壇は、階段状の矩形の基壇の上に、巽部が突き出した平面形式のボディウム  

が乗り、更にその上にクレビス及びスタイロベイトが乗せられ列柱が酉己せられるという、複雑な基壇構  

成となっている。列柱廊の柱間寸法は、翼部正面、翼部突出部、中央部、背部でそれぞれ異なっている。  

ここでは、基壇各部寸法の決定、及び柱割りの設計過程について検討する。尚、各部寸法はシュラメン  

の発掘報告書8）より得、表5－2－3に示す。また、各部を表す記号は表5－2－3及び図5－2－2に記載した。   

各部寸法相互の比例関係を計算すれば、巽部柱間寸法（IW）と単純な比例関係となっている各部寸法  

が比較的多いことに気が付く。先ず、階段状基壇での祭壇正面長さ（OL）及びスタイロベイト上での祭  

壇正面長さ（L）は、それぞれ翼部柱間寸法の26倍、22倍となっている。  

（差0．α拍m）   

（差0．000m）  

OL  ＝26IW   

L  ＝22IW  

設計の初期値として建築規模が与えられると仮定すれば、巽部柱間寸法は、階段状基填での祭壇正面長  

さ（OL）若しくはスタイロベイト上での祭壇正面長さ（L）を分割して求められることになる。古代の  

尺度を0．295m～0．330mの範囲内で考えれば、祭壇の正面長さは階段状基壇を含んだ長さが110．42ft  

～125．66ft、スタイルベイト上では93．33ft～1似．41ftの範囲内にあることになる。設計の初期値とし  

ては出来るだけ単純な古代尺の完数であると考えられるので、階段状基壇での祭壇正面長さ（OL）は  

120ft、スタイロベイト上での祭壇正面長さ（L）は100nが考えられる。これらの寸法を用い、翼部柱  

間寸法を算出すれば、下記のようになる。  

（1）   IW  ＝120rt／26  ＝48ノ13ft  →45侶爪  

（2）  IW  ＝100爪ノ22  ＝46／11ft  →49／16ft  

更に、祭壇正面長さを再計算して求めれば、下記のようになる。  
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OL  ＝26IW  ＝1201ノ4rt   

L  ＝22IW  ＝1013ノ4rt   

OL  ＝26IW  ＝1185／8ft  

（1）  

（2）  

L  ＝22IW  ＝1003絹代   

上記の計算から、祭壇正面長さは、階段状基壇（OL）で120ft、スタイロベイト上（L）では100打と  

言う長さが共に意図されていたと考えられる。翼部柱間寸法としてどちらの寸法が選ばれたかは判然と  

しないが、ここではより単純な古代の尺度で表記できる45侶rtを翼部柱間寸法として分析を進める9）。  

この場合、1footの長さは0．30270mとなる10）。  

「1RT”TIRl  「1RT”TIRl  

1■■■  ・  

Fig．5－2－2・ThepIQnOf†hegrec］Tc椚℃rOfZeusQ†Pergqmon  
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T（】ble5－2－3．AけQrOfZeusq†Perg（】mOn；Propor†ionbe†weenelemen†s  

（A）   （B）   （C）   （D）  

element5  

Symbol   mea5ure．  Propo血on   de托IenCe  

（m）  （m）   

0vera11Lengtb   OL   36．4l  ＝26IlⅣ   0．040   

Overa11Deptb   ODp   34．20  ＝242／5IW   0．040   

bngthon也ePdium   32．55  ＝231／4IW   0．000   

WidthofWingsonthePoditlm   Wア   6．51  ＝1／5LP   0．000   

WidthofCentralPartonthePodium   CP   19．53  ＝3／51J）   0．000   

LengthonthcCrcpisofStoa   LK   31．30  （＝221／3IW）   0．033   

＝33／4IW  0．010  
WidthoJltheCrepisofWings   Ⅶ「K   5．26  

（＝4／5W？）  0．052   

Leng也onlbeCleOisorCemtralPan   CK   20．78   

hngtbontbeSサlobateorStoa   L   30．80  ＝22IW   0．㈱   

W’   

＝32／5IW  0．000  
Wi血bontbeSサlobateorWings  4．76   （＝9／10WK）  0．026   

bngtbontbeSt）■lobaleOrC仁山■dPa正   C   21．28  ＝151／5IW   0．0（〉0   

Dep仙tbeSサlobateorW－ings   DpW   2＄．56  ＝202／5IW   0．000   

AxialDistanceofColonnadeatRealSide   LA   30．24  ＝213／5IW   0．（XX）   

AxialDistanccofColo山adeatWings   WA   4．20  ＝3IW   0．000   

AxidレngtborCentmlColonnade   CA   21．84  ＝153／5IW   0．000   

AxialDepthofWings   DpWA   28．00  ＝20IW   0．0（）0   

PI句ectionofWi叫gS   n両   7．88  （＝11／2WX）   －0．010   

CentralAxialIntercolumJliationatCentralPart   IC   2．36  ＝CA－12Ⅰ   －0．040   

NortnalAxialIntercolumnialionalCentralPart  
NormalAxialⅠ血rcol血ationatPrqiection   

1．62  ＝1／19L   －0．（X）1   

Axial Intercolumniation at Wings 
AxialIntercolumiationatFla血＆atAnAleofPrQiection   IW   1．40  ＝1／22L   0．0（X）   

AngleAxialIntercolumniationatRearSide   m   1．44  ＝1／21LA   0．000   

DistanceftomColumnAxistoedgeofStylobate   SA   0．2S  ＝1／5IlⅣ   0．000   

bweIDiameterBz岨e   BD   
0．522  ＝3／＄IW  

－0．003   
＝11／2D  

Lower Diameter Column D   0．352  ＝1／4IW   0．002   

Wi血hofCI叩is   CleW   0．25  

翼部柱間寸法（IW）を45侶nとすれば、階段状基填での祭壇正面長さ（OL）、スタイロベイト上で  

の筍壇正面長さ（L）及び巽部柱間寸法（IW）は下記のようになる。  

IW  ＝45／8ft  

OL  ＝26IW  ＝1201／4ft  

（差0．（X粕m）   

（差0．似Om）  

L  ＝22Ⅳ  ＝1013ノ4ft  （差0．0（氾m）  

スタイロベイト上での祭壇正面長さが決定した後に、翼部正面を3柱間、柱位置寸法（SA）を巽部柱間  

寸法（IW）の1／5としたと考えられる。その結果、スタイロベイト上での葉部幅（W）と中央部長さ（C）  

が決定する。  

SA  ＝1／5ⅠⅥr  ＝37／40rt  →15ノ16ft  （差0．恥Im）  

W  ＝3IW＋2SA  

＝32／5IW  ＝1529／40ft  →153′／4ft  （差0．008m）  

C  ＝L－2W  
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T（コbIe5－2－4．Altc］rOfZeus（コ†PergclmOn；Ancien†foo†ofeQCheJemen†  

（A）   （B）   

（C）  

1bot＝0．30270m   
の）  

Symbol  ゝ4easure．   （托）   AncientFoot   de托rence （m）   
P胱eSSOfCalc山ation   

OL   36．44   1201／4   0．040  ＝ユ6IW＝1201／4氏   

ODp   34．20   112 7／8   0．033  ＝242／5IW＝11217／20氏→1127／8氏   

LP   32．55   1071／2   0．010  ＝231ノ4IW＝10717／32R→1071／ZR   

W   6．51   211／2   0．002  ＝1／5LP＝211ノ2R   

CP   19．53   641／2   0．1X）6  ＝3／5I」P＝641ノ2氏   
LK   31．30   103 3／8   0．008  ＝L＋2×CreW＝1033／8托   

WK   5．26   17 3ナ8   0．001  ＝33／4IW＝1711ノ32魚→173／gR   

CK   ZO．78   6811／1（i   －0．012  ＝C－2×CleW＝6＄11一／16氏   

L   30．80   1013／4   0．000  ＝22IW＝1013／4氏   

W   4．76   15 3／4   －0．00g  ＝32／5IlⅣ＝1529／40良一◆153／4R   

C   21．28   70 5／16   －0．0（河  ＝151／5IW＝703／10氏→705／16氏   

DpW   2＄．56   94 3／8   －0．007  ＝202／5IW＝947／20氏→943／8R   

LA   30．24   99 7侶   0．00＄  ＝213／5IW＝999／10R→997／＄丘   

WA   4．20   13 7侶   0．000  ＝3IW＝137侶氏   

CA   21．84   721侶   0．008  ＝153／5IW＝723／ヱ0良一◆721侶氏   

DpWA   28．00   921／2   0．000  ＝20IW＝921／2氏   

Prqj   7．＄8   261／16   －0．009  ＝IW＋4Ⅰ＝261／16氏   

IC   2．36   713／16   －0．005  ＝CA－12Ⅰ＝713／16氏   

523ノ糾   
＝1／19L＝13／19IW＝527／76丘  

1．62  －0．002  
→5R53／4dactyl＝523ノ64氏   

IW   1．40   4 5侶   0．000  ＝120Rメェ6＝4S／13良一◆45ノ8魚   

IR   1．44   4 3／4   0．002  ＝LA／21＝431／41R→43／4丘   
SA   0．Z8   15／16   －0．004  ＝1／5IW＝37／40魚一◆15／16魚   

BD   0．522   13／4   
＝3侶IW＝147／64丘→13／4R  

－0．00＄  
＝11／2D＝125／32R→13／4氏   

D   0．352   13／16   －0．007  ＝1／4Ⅳ＝15／32氏→13／16氏   

Cl℃W   0．25   13／16   0．∝14  ＝（WK－1Ⅳ）ノヱ＝13／16氏   

′ 巳〃′ ′J ′  ′′ ′  ′ ／‘  0．0タ7  

＝151ノ5Ⅳ  ＝703／10rt  →705／16rt  （差0．∝牲m）  

クレビス上での翼部幅（WK）は、翼部柱間寸法（IW）との比例関係で求められる。  

WK   ＝33／4IW  ＝1711／32ft  →173／8ft  （差0．（カ1m）  

クレビス上での翼部幅（WK）とスタイロベイト上での巽部幅（W）の差の1／2が、クレビス幅（CreW）  

となる。  

CreW ＝（WK－W）／2  ＝13／16ft  （差0．00lm）11）   

一方、ボディウム上での翼部幅（WP）と中央部長さ（CP）は、ボディウム上での祭壇正面長さ（ほ）  

と極めて単純な比例関係にある。  

WP  ＝1ノ51j）  

CP  ＝3／5LP  

従って、この関係を創り出すことを意図して、スタイロベイト端からボディウム上面端までの距離、或  
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いは、クレビス端からボディウム端までの距離が決定されたと考えられる。ここで、スタイロベイト端  

からボディウム上面までの距離の2倍をⅩとすれば、ボディウム上での祭壇正面長さ（LP）とボディウ  

ム上での翼部幅（WP）は、下記のように表記できる。  

LP  ＝22IW＋Ⅹ  

Wア  ＝32ノ5IW＋Ⅹ  

ⅥrP  ＝1ノ5LP   

これをⅩについて解けば、  

Ⅹ  ＝11／4IW  ＝525ノ32ft  －＞53／4爪   

となる。従って、ボディウム上での祭壇正面長さ（LP）、翼部幅（WP）、それに中央部長さ（CP）は、  

下記のように算出できる。  

LP  ＝22IW＋11／4IlⅣ  

＝231／4nV  

WP  ＝1／5LP  

CP  ＝3／5LP  

＝10717／32ft  →1071ノ2ft  （差0．010m）  

＝211／2rt  （差0．002m）  

＝良11ノ2ft  （差0．∝帖m）  

実際に上記のような連立方程式を立ててスタイロベイト端からボディウム上面端までの距離が求められ  

たか不明であるが、試行錯誤の計算をするなど何らかの方法で、スタイロベイト端からボディウム上面  

端までの距離の2倍が53／4ft（或いは、クレビス端からボディウム上面端までの距離の2倍が41／8rt  

という、具体的な寸法として導き出されたように思われる1ヱ）。   

次いで、祭壇奥行方向の寸法について検討する。側面の柱間寸法は翼部正面の柱間寸法（IW）と同一  

で、20柱間配置される。従って、スタイロベイト上での翼部奥行寸法（DpW）は、20IWに柱位置寸法  

（SA）の2倍が加えられて算出されたものと考えられる。また、階段状基壇の奥行寸法は、正面長さ寸  

法と同様に、スタイロベイト上での巽部奥行寸法（DpW）に4柱間分の長さが加えられて決定される。  

DpW  ＝20IW＋2SA  

＝202／5IW  ＝947／20ft  →943侶ft  （差0．007m）  

ODp  ＝DpW＋4IW  

＝242／5IW  ＝11217／20ft  →1127／8ft  （差0．033m）   

スタイロベイト上での各部寸法に柱位置寸法（SA）の2倍を加えたり減じたりすれば、各部における  

列柱長さが求められる。先ず、背面の列柱長さ（u）は、スタイロベイト上での祭壇長さ（L）から柱  

位置寸法の2倍を引いて、下記のように求められる。  

LA  ＝L－2SA  

＝213／5IW  ＝999／10魚  →997侶魚  （差0．008m）  

背面での柱間寸法（IR）は、これを単純に21等分して算出される。  

IR  ＝u／21  ＝431／41魚  →43／4n  （差0．002m）13）   

一方、中央部列柱長さ（CA）は、下記のようになる。  
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CA  ＝C＋2SA  

＝153ノ5IW  ＝723／20ft  →721／8ft  （差0．008m）  

また、中央部の中央柱間寸法以外の柱間寸法（Ⅰ、以下、中央部榛準柱間寸法と呼ぶ）は、スタイロベイ  

ト上での祭壇正面長さ（L）の19分割した寸法と成っている。  

Ⅰ  ＝1ノ′19L  

＝13／19IW  ＝527／76ft  →5rt53／4d瓜tyl（差0．002m）  

従って、中央部の中央柱間寸法（IC）は、中央部列柱長さ（CA）から中央部棲準柱間（Ⅰ）の12倍を引  

いた結果として求められる。  

（差0．（氾5m）  IC  ＝CA－12Ⅰ  ＝713／16丘   

また、巽部突出部の正面端の柱間寸法は翼部柱間寸法と同じであり、それ以外の4つの柱間寸法は中央  

部棲準柱間寸法と同寸法となっている。翼部突出長さ拍両）は、これらの柱間寸法を単純に加えて求  

められたと考えられる。  

n句  ＝ⅠⅥr＋4Ⅰ  ＝261／16ft  （差0．009m）   

円柱下部直径（D）は、翼部柱間寸法（IW）との比例関係で、柱礎の直径（BD）は円柱下部直径（D）  

から求められたと考えられる。  

D  ＝1／4IW  ＝15ノ32ft  →13／16rt  （差0．007m）  

BD  ＝11／2D  

＝3侶IW  ＝147／64ft  一→13ノ4rt  （差0．00＄m）14）   

以上のようにして平面上の各部寸法は決定されたと考えられる。尚、各部寸法の比例関係は表5－2－3、  

舌代尺への換算は表5－2－4に示す。  

5－2－4．翼付ストアに類似したイオニア式建造物の設計法に関する考察  

及びドt」ス式ストアの設計法との比較   

翼付プロピロンの設計過程は、極めて単純である。先ず、テメノスの長さが80ftで決定され、その  

1ノ2の長さで基壇を含んだプロピロン長さを決定し、その寸法の1／2を基壇を含んだ奥行寸法としている。  

更に基壇を含んだプロピロン長さのを10等分し、その内の9部分をスタイロベイト上におけるプロピロ  

ン長さとする。これを1：2：1に分割し、両脇の1部分を翼部幅、残りを中央部長さとする。翼部幅を  

1：5：1に分割し、中央の5部分を翼部柱間寸法としている。この様に、一つの寸法を単純な整数分割  

することにより、各部寸法が決定していく過程が見られる。また、中央部の中央柱間寸法は、中央部長  

さと翼部柱寸法が割り出された時点で、結果的に決定する。   

以上のように、サモトラケの翼付プロピロンは、一つの部分寸法から他の部分寸法が比例関係により  

決定され、その寸法から更に他の寸法が比例関係により決定されるという、所謂、連鎖方式による設計  

過程が取られる（図5－2－3参照）。しかもその比例関係は、基本的には部分寸法を整数分割することによ  
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り発生する比例関係であり、基準となる寸法を整数倍、或いは単純な分数を含んだ数億倍して各部寸法  

を求めるモデュラー方式とは根本的に異なっている。   

ゼウスの祭壇の設計過程は、表5－2－4で示される各部相互の比例関係を見る限り、巽部柱間寸法との  

比例関係で、基壇上の各部寸法が決定されたように思える。ただ、比例関係に対する基本的な考え方は、  

ドリス式の場合と大きく異なっているように思える。特に、柱間寸法の決定方法に明確な違いが現れて  

いる。   

ドリス式建築は、柱間寸法を基準寸法とし、その整数倍、若しくは単純な分数を含んだ倍数として各  

部寸法が決定されると言う設計過程が辿られた。しかし、ゼウスの祭壇では、スタイロベイト上におけ  

る祭壇長さを22等分という整数分割して翼部柱間を決定し、同じくスタイロベイト上における祭壇長  

さを19等分という整数分割することにより中央部の梼準柱間寸法を決定している。また、背面の柱間  

寸法はスタイロベイト上における基壇長さから柱位置寸法の2倍を減じた長さを、21等分というやはり  

整数分割することにより決定されている。即ち、長さの異なる柱間寸法は、それぞれが別々に、ある長  

さを整数分割することにより求められる15）。   

以上のことを踏まえ、翼付ストアに類似した平面形式を持つ2棟のイオニア式建造物の設計法に閲し  

纏めると、以下のようになる。  

（1）サモトラケの襲付プロピロンは、基壇を含んだ正面長さを4D打として、設計が始められ、これを  

分割することにより平面上の各部寸法が決定されると言う、比例の連鎖方式が用いられた。  

（2）ベルガモンのゼウスの祭壇は、3種類の柱間寸法は、それぞれ独自にある長さを整数分割すること  

により求められた。  

（3）ある長を分割することにより、より小さな部分寸法を求めるという点が、翼付プロピロンとゼウス  

の祭壇の設計法の類似点であり、これがドリス式建築の設計法との相違点であると考えられる。  

（4）基本的に比例の連等方式で平面上の各部寸法が求められていること、また、柱間寸法が基準寸法と  

という意味はないことが、デルフィのマッシリア人の宝庫とサモトラケの巽付プロピロンの類似点  

であり、ドリス式ストアの設計法と基本的に異なる点である。  

■、■ 1し  

Ⅰ －－－…一…・ －IC  K正Ⅳ  ＿ C  

く  

（か7）  

Prqi  
（2〃）   

SA  
（1〃）  

Leng血orTb一皿enOS    ＝＝ OL  
（1ノ2）  

ヽ D   
（1／4）  

Fig．5－2－3．Thediqgr（】mOf†heproportionqlrelq†ionshipbe†weene）emen†s  

（Thepropy10nWjThwings（】†SQmO†horc）Ce）  
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注：   

1 RichardStillwellEdit・，TnePrinceLon肋qcわpediaqfClassicalSites，Princeton，1976，P．804  

2  EkremAkurugal，AncientCiviLizaLionsandRuinsqfThrk甲，Istanbul，1985，pP．86－88  

3  PhyllisWillianSLehmann＆DenysSpittle，SamothraceVbl．5，TneTbmenos．PrincetonUniversityPress，1982  

4 渡辺氏は、天井部材から中央部柱間寸法を復元した。また、他の建築との比較検討により、杜位置寸法と円  

柱下部直径を復元し、これを基にプロピロンの正面幅を復元している。  

渡辺道治，サモトラケ島のテメノスのプロピロンについて－プロピロンの平面寸法とその決定方法－，日本建  

築学会関東支部研究報告集，1984年12月，pP．177－180  

5 基壇を含んだ正面長さ（OL）は、スタイロベイト上での正面長さ（L）に2段のクレビス幅（2CreW）の2倍  

を加えた長さとなる。  

OL  ＝L＋2×2CreW  ＝L＋4CreW  l式  

一方、クレビスは側面と正面には敷設されるものの、背面には巡らされていない。従って、基壇を含んだ翼  

部奥行き寸法（ODpW）は、スタイロベイト上での翼部奥行き寸法（DpW）に2段のクレビス幅（2CreW）を  

加えた長さとなる。  

ODpW ＝DpW＋2CreW  2式  

基壇を含んだ正面長さ（OL）と基壇を含んだ翼部奥行き寸法（ODpW）の比が2：1であるので、この関係を  

使用し、1式、2式と連立させ、L、DpWについて解けばL＝2DpWとなる。即ち、スタイロベイト上での正  

面長さ（L）とスタイロベイト上での翼部奥行き寸法（DpW）との比は、2：1となる。  

テメノスの長さが80rtの場合、基壇を含んだ翼付プロピロンの正面長さは40托となる。従って1rtの長さは、  

下記のようにして算出した。  

1root＝OL÷40ft＝12．38m÷40ft＝0．30950m  

或いは、スタイロベイト上における翼部奥行寸法（DpW）は、基壇を含んだ翼部奥行寸法（ODpW）から2段  

のクレビス幅（2C陀W）を引いて算出されたと考えることもできる。  

DpW  ＝ODpW－2CreW ＝18ft  

8 JakobSchrammen，AlterLuervonPergamon；Bandm－1；DerGrosヱeAILar，1906，Bedin，pP．12－45，Tafb18，10．15  

9  翼部柱間寸法が49／16托で計算した場合、中央部の中央社間寸法で、理論値と実測値に約4cm程度の誤差が  

出る。柱間寸法での誤差としては大きすぎると考えられる。   

10 1rt＝OL／（1201／4叫＝36．朝m／（1201／4rり＝0．30270m  

llクレビス上での祭壇正面長さ（LK）及び中央部長さ（CK）は、クレビス幅（CreW）を加減することで算出  

される。  

LK  ＝L＋2CreW  ＝1033／8ft  （差0．008m）  

CK  ＝C－2CreW  ＝6811／16rt  （差0．012m）  

12 階段状基壇を含んだ祭壇長さ（OL）、ボディウム上での祭壇長さ（LP）、クレビス上での祭壇正面長さ（LK）、  

スタイロベイト上での祭壇長さ（L）、全てが翼部柱間寸法との単純な分数を含んだ比例関係で表示できる。  

（差0．α拍m）   

（差0．000m）   

（差0．033m）   

（差0．000m）   

OL  ＝26IW   

LP  ＝231／4ⅠⅥ7   

LK  ＝221／3IW   

L  ＝22IW  
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従って、基壇各部における祭壇長さを上記の比例関係により求め、その結果としてクレビス幅（CreW）や、   

クレビス端からボディウム端までの長さが求められるという設計過程の可能性も存在している。この場合、ボ  

ディウム上での翼部正面幅（WK）と中央部長さ（CK）は、祭壇長さ（LP）を単純に5分割することにより  

求められたことになる。  

また、ボディウム上での翼部正面幅（WK）の4ノ5倍がクレビスを含んだ翼部正面幅（Ⅵ7K）、その9ノ10倍がス  

タイロベイト上での翼部正面幅（WK）という比例関係も考えられる。  

WK  ＝4／5Ⅵ7P  （差0．052m）  

W  ＝9／・10WK  （差0．026m）  

上記した比例関係の中には、実測値との誤差が幾分大きいものも見られるが、実測値そのものの精度的な問  

題もあり、否定することも肯定することもできない。  

13 ここでは、算出される背面の柱間寸法を舌代尺で表記可能な寸法に丸めて示した。もしこの様に計算結果の  

丸めが実施されれば、背面での列柱長さは21×43ノ4rt＝993ノ4rtとなり、1侶rt（3．8cm）の差が生じる。こ  

の差は背面柱間寸法の中で吸収されたものと考えられる。  

14 円柱下部直径の11一／2倍でベース直径を求める設計過程は、デルフィのマッシリア人の宝庫と同一である。ま  

た、柱礎直径が翼部柱間寸法の3侶倍として計算された後、それを1l・・′2で除して円柱下部直径が求められる  

設計過程もあり得る。この場合、円柱下部直径は11′′6rt（差0，001m）となる。  

15 ある長さを整数分割し、柱間寸法を求める設計過程は、タソスの翼付ストアとデロスのアンティゴノスのス  

トアの中央部の柱間寸法決定過程にも見られる。しかし、これらのストアは、共に基準となる翼部柱間寸法  

と中央柱間寸法との比例関係が、少なくとも設計の初期の段階では意識されていたと考えられる。また、翼  

部柱間寸法とストア長さの比例関係、或いは、翼部柱間寸法と翼部幅の比例関係は、円柱の太さ、柱位置寸  

法等を含み、円柱の配置計画を考慮した設計法と考えられる。しかし、ゼウスの祭壇の柱間寸法を導き出す  

設計過程は、単に、翼部柱間寸法と中央部柱間寸法の寸法的な関係を示す以外、深い意味は無いように思え  

る。従って、これらのストアやゼウスの祭壇では、翼部柱間寸法は、基壇寸法を算出する基準となる寸法と  

して機能しているが、基準寸法としての意味が根本的に異なっていると考えられる。  
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第6章 結論  

6－1翼付ストアの平面設計法  

＆1－1．翼却幅とストア長さの設計法  

（1）設計の始まり   

5棟の翼付ストアの正面長さ方向の設計は、ストア長さ（L）と翼部幅（W）の単純な比例関係から始  

められていると考えられる。その比は下記の様になっている。  

アテネ、ゼウスのストア  L：W＝4：1  

メガロポリス、フィリップのストア  L：W＝9：1  

デロス、アンチイゴノスのストア   

リンドス、翼付ストア   

タソスの巽付ストア  

L：W＝9：1   

L：W＝9：1   

L：W＝3：1  

巽部幅とストア長さの比例関係は、ストア正面に並べられる列柱の柱間数の決定に使用される。例えば、  

正面4柱のリンドスの翼付ストアでは、基壇を含んだ巽部幅が33／4×柱間寸法と想定され、ストア長  

さはその9倍の333／4×柱間寸法となる。従って、ストア全体の列柱の柱間数は33、中央部の柱間数は  

翼部の柱間数の合計である6を引いて27柱間となる。  

（2）スタイロベイト上での巽部幅の設計法   

翼部幅の設計法にも共通点が見られる。即ち、クールトンが神殿の幅や長さと柱間寸法との比例関係  

で提唱しているR山e3（後期ギリシア本土型）に相当する設計法で、下記の式で表すことができる。尚、  

αは単純な分数である。  

翼部幅＝（柱間数＋α）×巽部柱間寸法  

αの値は、ゼウスのストアが1／4、タソスの翼付ストアとデロスのアンティゴノスのストアは3／10、ま  

た、リンドスの翼付ストアは1／6である。この関係は箱型ストアのストア長さと柱間寸法との比例関係  

においても見ることができ、バシレイオスのストアやアルギブ・ヘライオンの南ストアのαの値は1／4、  

コリントの南ストアでは3／10であると考えられる。（ュの値が1／4及び3／10となるのは2メトープ式の場  

合であり、1／6となるのは3メトープ式の場合である。   

メガロポリスのフィリップのストアのαの値は2／7とも考えられるが、下記のようにして翼部幅が決  

定されてると考えることもできる。  

翼部幅＝（柱間数＋1／2－2／9）×巽部柱間寸法  

この場合αの値は5／18となり、単純な分数とは言い難い。この翼部幅の設計法は、堀内氏が神殿の幅や  

長さと柱間寸法との比例関係で提唱しているR山k3に相当するものである。堀内氏の示すRdk3は、クー  

ルトンの示すRdk3と微妙に異なっている。堀内氏は、神殿の長さや幅は、（柱間数＋1／2）×柱間寸法  
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という計算式から割り出される寸法を基本と考える（Rule2）。これから、スタイロベイトの短縮量を引  

いて、スタイロベイト上における神殿の幅や長さが決定されると考える。堀内氏の考え方で、巽部幅を  

決定する比例計算式表せば下記のようになる。  

翼部幅＝（柱間数＋1ノ2－β）×柱間寸法  

αが1／4の場合、βは1／4（＝2ノ8）、αが3／10の場合のβは1／5（＝2／10）、αが1ノ6の場合のβは1／3（＝  

2／6）となる。計算式中の「1／2×柱間寸法」は、2メトープ式のフィリーズ形式を持つ建築のトリグリ  

フ・メトープの1パターンの幅を意味している。3メトープ式のフリーズ形式を持つ建築のトリグリフ・  

メトープの1パターンの幅は、「1ノ3×柱間寸法」となるので、3メトープ式の場合、上式は下記のよう   

になる。  

翼部幅＝（柱間数＋1／3－γ）×柱間寸法  

従って、リンドスの翼付ストアでは、γは1／6となる。それぞれのストアにおけるα、β（或いはγ）を  

下に示す。  

アテネ、ゼウスのストア  α＝1／4  

アテネ、バシレイオスのストア  α＝1／4  

アルギブ・ヘライオン、南ストア  α＝1／4  

メガロポリス、フィリップのストア α＝2／7  

（α＝5／18）  

コリント、南ストア  α＝3／10  

タソス、翼付ストア  α＝3／10  

デロス、アンティゴノスのストア  α＝3／10  

β＝1／4 ＝2／8   

β＝1／4 ＝2／8   

β＝1／4 ＝2／8  

β  ＝2／9   

β＝1／5 ＝2／10   

β＝1／5 ＝2／10   

β＝1／5 ＝2／10   

β＝1ノ3 ＝2／6  リンドス、翼付ストア  α＝1／6  

γ＝1／6 ＝2／12   

メガロポリスのフィリップのストアは、設計過程の分析から堀内氏のR山e3の設計法が適用されてい  

る可能性が高いことが分かった。また、タソスの巽付ストアの翼部幅も、ストア奥行寸法の決定過程を  

鑑みれば、堀内氏のR血k3で設計されていると考えられる。しかし、これら以外の翼付ストアの翼部幅  

は、堀内氏の示す方法で決定されたのか、或いは、クールトンの示す方式で決定されたのか、判別は困  

難である。また、隅に円柱が立てられないバシレイオスのストアやアルギブ・へライオンの南ストア等  

の箱型ストアにおいては、スタイロベイトを短縮するという設計過程は適用し難い。堀内氏も述べるよ  

うに、堀内氏の示すR山e3は、結果的にはクールトンのR山e3と同一の設計法と見なすことができる。  

（3）中央部柱間寸法及びストア長さの設計法   

本論文で分析した5棟の翼付ストアの設計法は、ストア長さと巽部幅の単純な比例関係から設計が始  

められ、翼部幅が柱間寸法との比例関係から求められるという点では共通している。しかし、中央部柱  

間寸法及びストア長さの決定過程を見れば、これら5棟の翼付ストアは、2つのグループに分類できる。   

第1のグループは、ゼウスのストア、メガロポリスのフィリップのストア、リンドスの巽付ストアで  
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ある。これらのストアでは、翼部と中央部に同寸法のトリグリフ・メトープを使用することが意図され  

た。ゼウスのストアとフィリップのストアでは、巽部が2メトープ式、中央部で3メトープ式のフリー  

ズが採用されているので、翼部柱間寸法（IW）と中央部柱間寸法（Ⅰ）の比は2：3となる。リンドスの  

翼付ストアは巽部、中央部共に3メトープ式のフリーズであるから、翼部柱間寸法（IW）と中央部柱間  

寸法（Ⅰ）の比は1：1である。この関係を実現するために、翼部幅と中央部長さの合計としてストア長  

さが求められる。  

アテネ、ゼウスのストア  IW：Ⅰ＝2：3   （2メトープ式：3メトープ式）  

メガロポリス、フィリップのストアIW：Ⅰ＝2：3   （2メトープ式：3メトープ式）  

リンドス、翼付ストア  IW：Ⅰ＝1：1  （3メトープ式：3メトープ式）   

また、ゼウスのストアとリンドスの翼付ストアでは、設計の始めの段階で構想されたストア長さ（L）  

と翼部幅（W）の比が、基壇を含んだ部分（ゼウスのストアでは上から1段目のクレビスを含んだ部分、  

リンドスの翼付ストアでは3段で構成される基壇を含んだ部分）で正確に実現されている。  

アテネ、ゼウスのストア  L：W＝4：1  （上から1段目のクレビス上）  

リンドス、翼付ストア  L：ⅥJ＝9：1  （3段で構成される基壇上）   

第2のグループは、タソスの巽付ストアとデロスのアンティゴノスのストアである。これらのストア  

は共に、翼部柱間寸法（IW）との比例関係で翼部正面幅（W）を算出する方法が、そのままストアの長  

さ（L）を算出する方法に用いられている。その結果、翼部柱間寸法（IW）と中央部柱間寸法（Ⅰ）との  

間には、明確な比例関係が成立せず、タソスの翼付ストアでは中央部と翼部で異なった幅のトリグリフ、  

メトープが配置され、アンティゴノスのストアでは同寸法のトリグリフが使用されているものの、メ  

トープの幅が異なったものとなったいる。  

タソス、翼付ストア  L＝103／10×IW  W＝33／10×IW  

デロス、アンティゴノスのストア  L＝473／10×ⅠⅥr  W＝53／10×IW   

ただ、基本的には翼部と中央部の柱間寸法が、正確ではないものの2：3＝1：1．5にできるだけ近い  

比例関係となることが意図されていたように思われる。タソスの翼付ストアでは、結果的に中央部柱間  

寸法：巽部柱間寸法＝1：1．373（2メトープ式：3メトープ式）となった。アンティゴノスのストアは、  

タソスと同様の設計過程から中央部柱間寸法：翼部柱間寸法＝1：1．486という比例関係を創り出すこと  

が可能であった。しかし、途中で設計変更され、結果的に中央部柱間寸法：翼部柱間寸法＝1：1．155（2  

メトープ式：2メトープ式）となってしまった。  

6－1－2奥行寸法と翼部突出寸法の設計  

（1）中央部奥行の設計法   

巽付ストアの中央部深さは、デロスのアンティゴノスのストア以外、全て翼部正面幅と異なった寸法  

となっている。しかし、メガロポリスのフィリップのストア以外、中央部深さと翼部正面幅が大きく異  
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なるものはない。中央部深さの決定法は様々のように見えるが、大凡、翼部正面幅と同じ寸法という基  

本概念から、設計が始められたと考えられる。   

ゼウスのストアでは、中央部奥行（DpC）を翼部幅（W）と同寸法と考えられ、翼部突出長さが3柱  

間分として設計された。しかし、翼部突出長さが隅柱間短縮量分伍C）だけ短くなり、その分、中央  

部奥行寸法（DpC）が長くなった。また、タソスの翼付ストアの翼部幅（W）は、基本設計の巽部幅（2  

1／3IW）から、隅柱間短縮量を考慮したスタイロベイト短縮量（1／5IW）が引かれた寸法として設計さ  

れた。翼部奥行は、中央部奥行（DpC）を基本設計の巽部幅（21／3IW）と同寸法、翼部突出長さを1  

柱間分として設計された。実際の巽部突出長さは隅柱間短縮量（AC）が引かれた寸法となり、その分  

が中央部奥行寸法に加えられる。従って、中央部奥行は翼部幅に比べて、スタイロベイト短縮量（1／5  

IW）と隅柱間短縮量（AC）を加えた分だけ長くなった。デロスのアンティゴノスのストアは、基本設  

計通り、中央部深さと巽部正面幅は同寸法となっている。リンドスのストアは、基本的には巽部正面幅  

と同寸法と考えたが、中央部大階段側の入り隅部のコーニスの突出長さに起因することから、2／5ftが  

加えられて、最終的な中央部深さ（DpC）が決定されている。  

アテネ、ゼウスのストア  ppC  ＝W＋AC  

タソス、翼付ストア  W  ＝31ノ2IW－1／5IW  

DpC  ＝31／2IW＋AC  

デロス、アンティゴノスのストア  DpC  ＝W  

リンドス、巽付ストアは  DpC  ＝W＋2／5ft   

巽付ストアの中で、メガロポリスのフィリップのストアの中央部奥行（DpC）は巽部幅とは全く異な  

る寸法として意図されており、寸法決定の方法は箱型ストアの方法と同一である。フィリップのストア  

と箱型のストアであるバシレイオスのストアの奥行は、（整数＋3／4）×柱間寸法として求められる。ま  

たコリントの基本盲設計での奥行寸法も全く同じ比例関係となっている。この奥行寸法を求める比例関係  

は、ストア側面の中央に、トリグリフではなくメトープを配置することが意図された設計法であると考  

えられる。  

メガロポリス、フィリップのストア 叫忙  ＝（整数＋3／4）柱間寸法  

アテネ、バシレイオスのストア   DpC  ＝（整数＋3／4）柱間寸法  

コリント、南ストア  DpC  ＝（整数＋3／4）柱間寸法 ；（基本設計）  

（2）翼部突出長さの設計法   

翼部の突出長さ（蹟句）は、フィリップのストアとリンドスの翼付ストアでは、基準となる柱間寸法  

の整数倍となっている。これはクールトンの示す様に、入り隅部におけるミューチュールの設計に起因  

し、翼部突出部の入り隅近くの柱間寸法を、隅柱間短縮量の分だけ延長し、入り隅部近くのメトープを  

フルサイズとすることが目的であると考えられる。  

リンドスの中央部奥行を算出する過程においても、この考え方が適用されている。先ず、中央部奥行  

は翼部幅の31／6×柱間寸法として意図される。しかし、中央大階段の側壁上において、正面列柱廊裏  
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側に隣接するメトープ幅を、正面列柱廊裏側の軒の出と等しい寸法とすることが目論まれた。入り隅部  

のメトープの幅は、正面列柱裏側の突出長さを3×柱間寸法とすればフルサイズとなると考えられる。  

即ち、中央部の奥行寸法を、翼部幅（＝31／6×柱間寸法）に柱位置寸法の「1／6×柱間寸法」を加えた  

「31／3×柱間寸法」とすればメトープの幅はフルサイズ（＝1／5×柱間寸法）となることになる。軒の出  

は「1／12×柱間寸法」が計画されたので、メトープの幅から軒の出の寸法を引いた長さ（＝7／60×柱間  

寸法）が、余分となる。従って、「1／6×柱間寸法」から「7／00×柱間寸法を引いた長さ」、即ち、「1／20  

×柱間寸法＝2／5ft」を、「31／6×柱間寸法」に加えれば目的が達せられると考えられた。   

デロスのアンティゴノスのストアにおいては、突出部の正面側隅柱間に隅柱間短縮が施されないので、  

突出部寸法を基準となる柱間寸法の整数倍として求めても、入り隅仰の柱間延長ができない。そこで、  

実際に柱間延長量を加えた長さとし、翼部突出部入り隅近くのメトープ幅をフルサイズとしたと考えら  

れる。また、タソスの翼付ストアは延長されていないが、突出部のトリグリフとメトープの寸法を、突  

出部柱間寸法から算出することにより、入り隅部近くのメトープがフルサイズとなる。   

即ち、ゼウスのストアを除いた全ての翼付ストアにおいて、突出部入り隅近くのメトープ幅が通常の  

メトープ幅と同寸法となるよう設計された。  

メガロポリス、フィリップのストア Prqj  ＝2×柱間寸法  

タソス、葉付ストア  h句  ＝柱間寸法一隅柱間短縮量  

突出部のトリグリフ幅を1／5Pr句で算出し、フルサイズのメトープを実現  

デロス、アンチイゴノスのストア  Prqj  ＝柱間寸法＋隅柱間延長量  

隅柱間短縮が施されないので、入り隅部の柱間寸法を延長  

リンドス、翼付ストア  n句  ＝4×柱間寸法  

（中央部奥行を算出する過程で、この設計法が応用）  

＆1－3．イオニア式建造物の平面設計法との比較   

翼付ストアに類似した平面形式を持つサモトラケの巽付プロピロンは、ゼウスのスト同様、全体の長  

さと翼部幅の比が4：1となっている。しかし、その設計法は根本的に異なっている。翼付プロピロンで  

は全体の長さを4分割し翼部幅が求められ、2分割し翼部奥行が求められる。更に、翼部幅を1：5：1に  

分割し翼部柱間寸法を求めている。この様に、翼付プロピロンでは、平面上の各部寸法は大きな部分を  

分割することにより、小さな部分の寸法を求めるという設計法が取られる。   

デルフィのマツシリア人の宝庫では、基本的には比例の連鎖方式により各部寸法が決定される。また、  

柱間寸法は、正面幅を3：4：3に分割することにより求められる。ベルガモンのゼウスの祭壇では、翼  

部柱間寸法は祭壇の正面長さを22分割することにより求められ、中央部柱間寸法は、祭壇の正面長さ  

を19分割することにより求められている。   

この様に、イオニア式の建造物の平面上の各部寸法は、基本的に比例の連鎖方式により求められてい  
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る。しかも、大きな部分を分割することにより、小さな部分の寸法が求られる場合が多い。そして、柱  

間寸法は平面上の各部寸法を決定する基準寸法とは、基本的には成っていないなど、ドリス式建造物の  

設計法とは、根本的に異なっていると考えられる。  

6－2 ストアの立面設計法  

6－2－1エンタフラチュアの設計法   

本論文で分析したストアの立面各部寸法において、翼付ストアや箱型のストアという平面形式の相違  

に起因する設計法の違いがあるとは思えない。従ってここでは、翼付ストアと箱型のストアの立面設計  

法に閲し、考察する。  

（1）トリグリフ幅とメトープ幅の設計法   

エンタブラチュアの要素の中で、トリグリフ幅什）とメトープ幅（九1et）は、今回分析したストア全  

てにおいて、その比が2：3となるように、柱間寸法との比例関係で設計されている。特に、タソスの翼  

付ストアでは、3種類の異なる柱間寸法上のトリグリフ幅とメトープ幅が2：3となるように設計され、  

結果的に寸法の異なるトリグリフとメトープが3種類、一つの建築のファサードの中で使用されている。  

また、デロスのアンティゴノスのストアにおいては、形式的には2メトープであるが、3メトープ式の  

比例関係によりトリグリフ幅が柱間寸法から算出されている。  

T：Met＝2：3  

2メトープ式   T  ＝1／5×柱間寸法  Met   ＝3／10×柱間寸法  

3メトープ式   T  ＝2／15×柱間寸法  Mkt   ＝1／5×柱間寸法  

（2）トリグリフ幅とメトープ幅を除くエンタブラチュア各要素の設計法   

トリグリフ幅とメトープ幅を除くエンタブラチュア各要素の設計法は、基本的には2通りの方法があ  

ると思われる。先ず、トリグリフ幅やメトープ幅と同様、柱間寸法との比例関係で導かれる方法である。  

バシレイオスのストアやアルギブへライオンの南ストアのフリーズ高さ（F）は、柱間寸法の1／3で設計  

されている。ゼウスのストアやタソスの翼付ストアのフリーズ高さ（F）は柱間寸法の3／10となる。こ  

れはメトープ幅（Ⅳkt）と同寸法であり、メトープが正方形で設計されたことになる。  

アテネ、バシレイオスのストア  F＝1／3×柱間寸法  

アルギブ・へライオン、甫ストア  F＝1／3×柱間寸法  

アテネ、ゼウスのストア  F＝3／10×柱間寸法（メトープが正方形）  

タソス、翼付ストア  F＝3／10×柱間寸法（メトープが正方形）   

他の一つは、エンタブラチュア各部相互の比例関係によって、或いは、柱間寸法から導きだされた寸  

法を分割する方法で、各部寸法が算出される設計法である。例えば、アルギブ・へライオンの南ストア  

のアーキトレイブ高さ（A）はフリーズ高さ（F）の14／15、コーニスの高さ（CorH）はフリーズ高さ（F）  
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の2ノ5となっている。また、コリントの南ストアでは、アーキトレイブとフリーズを合わせた高さ（A  

＋F）が柱間寸法の3／ご5で決定され、その寸法を5：6の比に分割することによりアーキトレイブ（A）、フ  

リーズ（F）、それぞれの高さ寸法が決定されているように考えられる．ゼウスのストアのコーニス高さ  

（CorH）は、柱間寸法の1ノ10とも考えられるが、フリーズ高さ（F）の1／3とも考えられる。  

アルギブ・へライオン、南ストア  A  ＝14／15×F  

CorH  ＝2／5×F  

A＋F ＝3／5×柱間寸法  

A  ＝5／11×（A＋F）   

F  ＝6ノ11×（A＋F）   

CorH  ＝1／10×柱間寸法  

コリント、南ストア  

アテネ、ゼウスのストア  

＝1／3×F  

ヘレニズム以降建設されたストアのエンタブラチュア各部要素の高さ寸法相互の比例関係には、三つ  

の特徴が読みとれる。先ず、アーキトレイブ高さとフリーズ高さの比が5：6と成っていることである。  

二つ目がエンタブラチュア各部要素の高さ寸法が、柱間寸法との比例関係で求められていることである。  

そして柱間寸法との比例関係が、4世紀に建設されたタソスの巽付ストアに比べて3世紀に建設された  

アンティゴノスのストアやリンドスの翼付ストアの場合が、非常に単純となっていることである。因み  

にこれら3棟の翼付ストアのアーキトレイブ高さ（A）、フリーズ高さ（F）、コーニス（CorH）及びシー  

マの高さ（SimH）と柱間寸法（Ⅰ）の比は、下記のようになる。尚、コーニスとシーマの高さは同寸法  

として設計されている。  

タソスの巽付ストア  A：F：CorH＋SimH  ＝1！4I：3／10Ⅰ：1／6I  

アンティゴノスのストア  A：F：CorH＋SimH  ＝l／6Ⅰ：l／5Ⅰ：l／8I  

リンドスの翼付ストア  A：F：CorH  ＝1／6Ⅰ：1ノ5Ⅰ：1／7Ⅰ   

以上のことを纏めると、エンタブラチュア各部要素は、各部寸法相互の比例関係が重視され、各部寸  

法相互の比例関係や柱間寸法との比例関係から求められたと考えられる。ただ、時代が下るにつれ、各  

部寸法相互の比例関係が明確に見える形で、柱間寸法との単純な比例関係で求められる傾向にあるよう   

だ。  

6－2－2円柱の設計法  

（1）円柱下部直径の設計法   

円柱の設計において、先ず、円柱下部直径は柱間寸法との比例関係で決定されている様に思える。設  

計に使用されたと考えられる、各ストアの柱間寸法（Ⅰ）と円柱下部直径（D）の比例関係を下記に示す。  

アテネ、バシレイオスのストア   Ⅰ：D  ＝1：3／10 ＝31ノ3：1  

アルギブ・ヘライオン、南ストア Ⅰ：D ＝1：5／13 ＝23′／5：1  
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アテネ、ゼウスのストア  Ⅰ：D  ＝1：2／5 ＝2い2：1（密柱式）  

メガロポリス、フィリップのストアⅠ：D  ＝1：3／7  ＝21／～3：1  

コリント、南ストア  Ⅰ：D  ＝1：2／5 ＝21／2：1（密柱式）  

タソス、翼付ストア  Ⅰ：D ＝1：2／5 ＝21／2：1（密柱式）  

デロス、アンティゴノスのストア Ⅰ：D  ＝1：2／7 ＝31一／2：1（3メトープ式）  

リンドス、翼付ストア  Ⅰ：D  ＝1：3／10 ＝31／3：1（3メトープ式）  

ゼウスのストア等に見られるⅠ＝21／2Dという比例関係は、ヴイトゥルヴイウスの言う密柱式の比例関  

係である。アンティゴノスのストアやリンドスの翼付ストアに見られる比例関係は、3メトープ式にお  

ける比例関係であり、ヴイトゥルヴイウスの示す比例関係に類似している。   

しかし、コリントの南ストアやタソスの翼付ストアでは、比例関係で算出された円柱下部直径が、何  

らかの理由で若干調整されると考えた。また、バシレイオスのストアの円柱下部直径は柱間寸法との比  

例関係ではなく、単に2ftという実寸法で決定されたとも考えられる。また、アルギブ・ヘライオンの  

南ストアに見られる比例関係は幾分複雑なように思える。従って、円柱下部直径は柱間寸法との比例関  

係で算出された可能性は高いと考えられるものの、それ以外の設計法についても、更に検討する必要が  

あると思われる。  

（2）円柱の設計法（円柱高さの寸法が判明しているもの）   

今回分析した8棟のストアの内、円柱高さの寸法が判明しているものは3棟ある。しかし、アルギブ・  

へライオンの南ストアの円柱高さは屋根の勾配などを考慮し復元されたもので、精密な比例関係を分析  

する寸法値としては相応しくない。残りの2棟はコリントの南ストアとリンドスの要付ストアであるが、  

これらの各部相互の比例関係には特徴的な共通点を見出すことができる。これを対比して表記すれば、  

下記のようになる。  

コリントの南ストア  

円柱上部直径  ＝5ノ6×円柱下部直径  

柱身高さ  ＝51／2×円柱下部直径  

柱頭高さ  ＝1ノ14×柱身の高さ  

円柱高さ  ＝柱身高さ＋柱頭高さ  

アバクス幅  ＝円柱の高さ÷（51／2）  

アーキトレイブ幅＝7侶×アバクス幅  

リンドスの翼付ストア  

＝5／6×円柱下部直径  

＝6×円柱下部直径  

＝1／14×柱身高さ  

＝柱身高さ＋柱頭高さ  

＝円柱高さ÷6  

＝7／8×アバクス幅  

即ち、円柱下部直径から始まる比例の連鎖方式により、アーキトレイブまで同じ過程を経て設計されて  

いる。しかも、比そのものも同一であるものが多い。  

（3）円柱下部直径と上部直径の比例関係   

円柱下部直径と上部直径の比例関係は5：6となっている。ヴイトゥルヴイウスは円柱下部直径と上部  

直径の関係について、円柱の高さに応じて複数の比を挙げているが、これを比例式で表記すれば下記¢  

ようになる。  
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円柱下部直径：円柱上部直径＝N：N－1  

Nは整数、若しくは整数＋1／2である。コリントの南ストア及びリンドスの翼付ストアで見られる、「円  

柱上部直径＝5ノ6×円柱下部直径」という比例関係は、正にヴイトゥルヴィウスの示す比例関係である。  

また、アンチイゴノスのストアにおいても同比となっている。アルギブ・へライオンの南ストアとゼウ  

スのストアの円柱下部直径と上部直径の比例関係は3：4、タソスの翼付ストアでは31／2：21ノ2で、こ  

れらも上記の関係式に当てはめられる。ただ、アテネのバシレイオスのストアでは、比例関係で求めら  

れたのではなく、直接古代の尺度で決定された可能性が高い。  

（アテネ、バシレイオスのスト）   （D：d ＝2ft：11．叫ft＝8：5）  

アルギブ・へライオン、南ストア   

アテネ、ゼウスのストア  

コリント、南ストア  

タソス、翼付ストア   

デロス、アンティゴノスのストア   

リンドス、翼付ストア  

D：d  ＝4：3   

D：d  ＝4：3   

D：d  ＝6：5   

D：d  ＝31／2：21／2   

D：d  ＝6：5   

D：d  ＝6：5  

（4）アバクス幅と、アーキトレイブ幅の比例関係   

コリントの南ストアとリンドスの翼付ストアのアーキトレイブ幅（AW）は、アバクス幅（AbW）の  

7ノ8である。アルギブ・へライオンの南ストアとアンティゴノスのストアでは5ノ6となっており、円柱下  

部直径と円柱上部直径の比例関係に類似している。  

アルギブ・ヘライオン、南ストア  AbⅥr：AⅥr  ＝6：5  

コリント、南ストア  AbW：AW  ＝8：7  

デロス、アンチイゴノスのストア  AbW：AW  ＝6：5  

リンドス、翼付ストア  AbW：AW  ＝8：7  

また、コリントの南ストアとリンドスの翼付ストアのア′〈クスの幅は、円柱の高さから算出される。他  

のストアにおいては円柱の高さが不明であるので、その関係を調べることはできない。しかし、バシレ  

イオスのストアやアルギブへライオンの甫ストアでは円柱下部直径の11／5倍、11賂倍として求められ  

ている可能性がある。   

以上のことから、円柱の各部寸法の設計は、基本的には比例の連鎖方式により決定された可能性が高  

いことが考えられる。ただ、アンティゴノスのストアでは、柱間寸法、所謂、基準寸法の3／10として計  

算された可能性も見られる。また、分析した円柱の数も少ないので、円柱の設計法に関しては更なる検  

討が必要であると思われる。  

6－3 買付ストアの設計法の総括と今後の課題  

翼付ストアの設計法について纏めれば、下記のようになる。  

－  195 －   



6，ConclusioIl  

（1）巽付ストアの設計は、翼部幅とストア長さの単純な比例関係から始められる。  

（2）翼部幅は、（柱間数＋単純な分数）×（柱間寸法）として算出されるら（クールトンや堀内氏がドリ  

ス式周柱神殿で提案している第3規則「Rule3」と同一）  

（3）5棟の巽付ストアの設計法は、中央柱間の寸法決定過程から2つのグループに分類できる。第1の  

グループは、中央柱間を翼部柱間の11／2倍、若しくは1倍とするもので、ゼウスのストア、フィ   

リップのストア、リンドスの翼付ストアがこれに属する。ストア長さは中央部長さと翼部幅の合計  

として求められる。  

第2のグループは、翼部幅を算出するのと全く同じ方法でストア長さが算出され、その後、中央部   

柱間が割り付けられるものである。タソスの巽付ストアとアンティゴノスのストアが、これに属す  

る。  

（4）巽付ストアの中央部奥行は、基本的には、翼部幅と同寸法として設計が始められる。ただし、フィ   

リップのストアは例外であり、中央部深さは設計当初から翼部幅とは全く異なる寸法として計画さ  

れる。  

（5）翼部の突出長さは、クールトンが示すように、翼部の入り隅近くのメトープ幅をフルサイズとなる  

よう寸法決定される。これを実現する為の基本的な方法は、翼部突出長さを柱間寸法の整数倍とす  

ることである。この設計法は、リンドスの翼付ストアの奥行き寸法を微調整する設計過程にも応用  

される。  

（6）平面上の主要寸法及びトリグリフとメトープの幅は、基準となる柱間寸法との単純な比例関係で導  

き出される。  

（7）エンタブラチュア各要素の高さ寸法の決定法には、柱間寸法との比例関係で決定する方法と、各要  

素相互の比例関係で決定する方法が混在する。  

（8）円柱の設計は、円柱下部直径を最初の値として、次々に比例関係から各部寸法を連鎖的に決めてい  

く、いわば連鎖方式により設計される。この方法は、円柱各部の寸法が詳細に判明しているコリン   

トの南ストアとリンドスの翼付ストアで確認された。   

本研究では、翼付ストアの平面の設計法に関しては、大凡明らかにすることができたと考えている。  

また、イオニア式建造物の設計法とは根本的な相違が在ることも判明した。ただ、円柱の設計やエンタ  

ブラチュアの設計に関しては、分析したサンプル数が少なく、不明確なな点も残っている。これらを解  

明するためには、更に多くのドリス式建築の立面に関する設計法の分析が必要であると考えられる。   

また、本研究においては、古代における1hotの長さは0．295m～0．330mの範囲内にあり、設計の  

始まりとしてストア長さが古代尺の単純な完数で与えられるものと仮定し、各建築において古代尺を復  

元した。それでも、一つの建築において使用されたと考えられる尺度が複数存在する。従って、古代尺  

に関しては、更なる検討が必要であると考えられる。  
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本論文に関連する既発表の論文及び研究報告  
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古代ギリシアにおける翼付ストアの設計法に関する研究  

論文要旨  

研究の目的と方法   

本論文の目的は、舌代ギリシア建築における翼付ストアと呼ばれる建築を対象とし、その設計法を明  

らかにすることである。その為に、各部寸法相互の比例関係を分析し、各部寸法を古代尺に換算しつつ、  

個々の翼付ストアの設計過程を復元する。更に、他の形式のストアやイオニア式建造物の設計過程と比  

較検討する。   

ストアは、長手正面が吹放された柱廊形式の建築で、その多くは箱型の単純な平面である。翼付スト  

アとは、箱型ストアの左右両端に前方へ突き出た翼部が在り、翼部正面が神殿風ファサードとなってい  

る形式を言う。この形式のストアは8棟確認されている。本論文では、その内、各部寸法が比較的多く  

判明している5棟について分析し、これらに共通する設計法の抽出を試みる。  

論文の構成   

第1章では、古代ギリシア建築の設計法に関するクールトンの説を紹介し、研究の目的及び翼付スト  

アの研究対象としての意義を述べ、研究の具体的な方法に閲し論じる。更に本研究と既往研究の関連を  

述べる。   

第2章では、巽付ストアの最初の事例である、クラシック期に建設されたアテネのゼウスのストアの  

設計法に閲し考察する。また、地域的若しくは年代的近似性のある箱型ストア（アテネのバシレイオス  

のストア、アルギブ・へライオンの南ストア）の設計法を分析し、ゼウスのストアと比較検討する。   

第3章では、クラシック末期に建設された長大な翼付ストアであるメガロポリスのフィリップのスト  

アの設計法に閲し考察する。更に、地域的、年代的ばかりでなく、建築規模も近似している箱型ストア  

（コリントの甫ストア）の設計法に閲し分析し、フィリップのストアと比較検討する。   

第4章では、ヘレニズム期にエーゲ海の島々に建設された3棟の翼付ストア（タソスの翼付ストア、  

デロスのアンチイゴノスのストア、リンドスの翼付ストア）の設計法を分析し、それぞれを比較検討す   

る。   

巽付ストアは全てドリス式である。第5章では、ドリス式建築の設計法の特徴を明確にする為に、イ  

オニア式建築の設計法に閲し分析する。分析対象建築は、単純な平面形式の建築で、筆者等の実測によ  

り詳細な寸法データが判明しているデルフィのマッシリア人の宝庫、及び、翼付ストアに類似した平面  

形式を有する建造物（サモトラケの神域プロピロン、ベルガモンのゼウスの祭壇）である。   

第6章では、翼付ストアの設計法に閲し総括し、結論を述べる。  
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結論   

各巽付ストアの設計法に関する分析から、以下のことが判明した。  

（1）巽付ストアの設計は、翼部幅とストア長さの単純な比例関係から始められる。  

（2）翼部幅は、（柱間数＋単純な分数）×（柱間寸法）として算出される。（クールトンや堀内氏がドリ  

ス式周柱神殿で提案している第3規則と同一）  

（3）5棟の翼付ストアの設計法は、中央柱間の寸法決定過程から2つのグループに分類できる。第1の  

グループは、中央柱間を翼部柱間の11／2倍、若しくは1倍とするもので、ゼウスのストア、フィ   

リップのストア、リンドスの巽付ストアがこれに属する。ストア長さは中央部長さと翼部幅の合計  

として求められる。  

第2のグループは、翼部幅を算出するのと全く同じ方法でストア長さが算出され、その後、中央部  

柱間が割り付けられるものである。タソスの翼付ストアとアンティゴノスのストアが、これに属す  

る。  

（4）翼付ストアの中央部奥行は、基本的には、巽部幅と同寸法として設計が始められる。ただし、フィ   

リップのストアは例外であり、中央部探さは設計当初から巽部幅とは全く異なる寸法として計画さ  

れる。  

（5）翼部の突出長さは、クールトンが示すように、翼部の入り隅近くのメトープ幅をフルサイズとなる  

よう寸法決定される。これを実現する為の基本的な方法は、襲部突出長さを柱間寸法の整数倍とす  

ることである。この設計法は、リンドスの巽付ストアの奥行き寸法を微調整する設計過程にも応用  

される。  

（6）平面上の主要寸法及びトリグリフとメトープの幅は、基準となる柱間寸法との単純な比例関係で導  

き出される。  

（7）エンタブラチュア各要素の高さ寸法の決定法には、柱間寸法との比例関係で決定する方法と、各要  

．素相互の比例関係で決定する方法が混在する。  

（8）円柱の設計は、円柱下部直径を最初の値として、次々に比例関係から各部寸法を連鎖的に決めてい  

く、いわば連鎖方式により設計される。この方法は、円柱各部の寸法が詳細に判明しているコリン   

トの南ストアとリンドスの翼付ストアで確認された。  

総括と今後の課題   

翼付ストアの設計法は、周柱式神殿や箱型ストアなど、他のドリス式建築の設計法と基本的に類似し  

ていることが明らかとなった。また、イオニア式建造物の設計法とは根本的な相違が在ることも判明し  

た。尚、今後の課題として、古代尺に関しては更なる検討が必要であると考えられる。  
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TheDesignMe†hodsofS†oQWiThWjngsq†Ancien†Greece  

YoshinobuHAmSHIDA  

ABSTRACT  

Thepurposeclnd†heme†hodof†heS†udY  

Thepurposeofthispaperistoelucidatethedesignmethodsofthebuildingswhicharecal1edastoawith  

WlngSlnanCientGreekarchitecture・Forthatpurpose，Whiletheproportionalrelationbetweenmeasurementof  

eadlPartisanalyzedandmeasurementofeverypartistranSlatedintoancientftet，adesignprocedureofanindi－  

Vidualstoaisrestored・Inaddition，thedesignproceduresofstoasareexaninedincomparisonⅥ・idlthoseofstoas  

intheotherstyleofplanandIonicbuildingswithwings．  

Astoaisthebuildingwithcolonnadeontheffontandtheplansofmoststoasaresimpler∝tangles．Astoa  

WithwingsISabuildingthathaswlngSPrq）eChngtothefrontatbothends，andthewlngedffontismadefaeadelike  

thatofananCientGreektemple．Sofar，eightstoashavebeenfound．Inthispaper，theauthoranalyzesfivestoas  

withwingswhichhaveenoughmeasurementsofpartstoanalyze，andthedesignmethodsincommonareextracted・  

Composition of this paper 

Cb叩t∝1：  

TheoplmOnOfCoultonconcermngthedesignmethodsofancientGreekarchitectureisintroduced，the  

PurPOSeOfstudy，themeanngOfstoawithwingsastheobjectofstudyandthewaytoresearcharedescribed・  

RelationbetweenthisresearChandthepastresearchisalsodescribed．  

Cb叩ter2‥  

ThedesignmethdofStoaofZeusatAthens，WhichwasconstnKtedinthedassicaltimeisthefirstexample  

Ofthestoawithwings，isanalyzed．Moreover，thedesignmethodsofboxtypestoas（StoaofBasileiosatAthens，  

SouthStoaatArgiveHeraion），Whi血areapproximatetoStoaofZeusinaLreaandinage，areanalyzedandexan－  

inedincomparisonwithStoaofZeus．  

Chapter3：  

ThedesignmethodofStoaofPhilipatMegalopolisinPeloponnesus，Whichisthelmgestoawithwings  

construCtedatthelaststageoftheclassicaltime，isconsidered．Inaddition，thedesignmethodofaboxtypestoa  

（SouthStoaatCorinth）isalsoanalyzedandexaminedincomparisonwiththatofstoaofPhilip・SouthStoaat  

CorinthwaserectedinPeloponnesusatsimi1ardateofStoaofPhilip，andisaslargeasStoaofPhilip・  

Chapter4：  

Thedesignmethodsofthreestoaswithwings（StoawithwingsatThasos，StoaofAnthigonosatDelos，  

StoawithwingsatLindos）訂eanalyzedandcomparedwitheachother．ThethreestoaswereconstruCtedinislands  

oftheAegeanSeainaHe11emistictime・  

Cb叩ter5：  

AllstoaswithwingsareDoricarchitecture・InordertodarifyacharaCteristicofthedesignmethodofDoric  

aqchitecture，theplamllngmethodofIonicarchitectureisanalvzed．The objectofstudyinthischapteristhree                                                                                                                                                            ■l  
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buildings・OneofthemisTreasuryofMassaliaatDelphi，Whoseplanisverysimple，andit5detailedmeasurements  

areclear・TLeothertwobuildingsareTbmenosPropylonatSamOthraceandAltarOfZeusatPergamonwhose  

planSareSimi1artothatofa＄tOawithwings・  

Chapter6：  

Thedesignmethodsofstoaswithwingsaresummarizedandtheconclusionisdescribed・  

Conc山Sion  

Thefollowlngbecameclearfromanalysisofthedesignmethodsofstoaswithwings‥  

（1）TLeplamingofstoawithwingsbeginswithsimpleproportionalrelationbetweenwidthofwingsandlength  

ofastoa．  

（2）Widthofwingsi＄Calculatedas（Numberofintercolumniation＋Simple丘action）×（Numberofcolumn）．  

ThsformulaisequivalenttoRule3thatDr．CoultonandDr．HoriuchisuggestedintermSOfDoricpenPteral  

temple．  

（3）Stoaswithwingscanbe classinedinto2groupsbymeanSOfplamingofaxialintercolumiationatcentral  

part・  

StoaofZeus，StoaofPhilip，StoawithwingsatLindosbelongtofirstgroup．Inthestoaoffirstgroup，theaxial   

intercolumiati皿atCentralpartisequalorll／2timesthatatwlngS．01▼eral11engthofstoaiscalculatedasa  

totaloflengthatcentralpartandwidthofwings．  

Asforagroupofthesecond，StOalengthiscalculatedbythesaneWayaSRule3，andafterwardcentral  

COlumnsarelaidout．Stoawithwingsat¶laSOSandStoaofAntigonosbelongtothisgroup・  

（4）Centraldepthofstoaisplamedbasical1ywithsanemeaSurCmentSaSwidthofwings．However，StoaofPhilip   

isexceptional／rbecentraldepthofthisstoaisplamedwiththemeasurementswhidhcomPletelydi肋ffom  

Wid血orwings．  

（5）AsCodtonshows，Pr可ectionofwingsismeasuredinorderformetopewidthnearre－entrantangleofwings  

tobefullsize．Thefundanentalwaytorealizethisistomakeprqjectlnglengthofwingslntegraldmesofaxial  

COlumnspaclng．TbsplanmngmethodisappliedtotheplanmngprocessinwhichLinaldepthofStoawith  

WlngSatLindosisdecided・  

（6）蝕ncipalmeasurementsontheplanandwidthoftriglyphandmetopearederivedfromtheirsimplepropor－  

tionalrelationshipswithaxialintercolumiation．  

（7）Theheightofeachelementofentablatureisdecidedbyitsproportionalrelationshipswithintercolumiation  

and／orwith0therelementsofentablature．  

（8）Acolunmisdesignedbythe＄uCCeSSivesystemofproportionwhichbeginswithlowerdiameterofcolulTmaS  

thefirstvalueandprwdsbyrelatingeachelementtotheonedennedpreviously．Thsdesignmethodofthe  

COlumnisappliedtothetwostoas；SouthstoaatCorinthandStoawithwingsatLindos；Whosemeasurement  

OfeverypartOfcolurrmisclear．  

IthasbecomeclearthatthedesignmethodofstoawithwingsisfLndanental1ysimi1artOthatofotherDoric  

buildingssuchaspcnpteraltemplesandboxtypeStOaS・Moreover，ithasalsobecomeclearthattheplanmng  

methodofstoawithwingsisfundanental1ydifkrentfromthatofIonicbuilding＄．Inaddition，itisconsidered  

thefurtherexaminationisnecessarytOregardtoanancientfbot．  
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